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『あんたが……虹にじドロさん？』

　愕がく然ぜんと呟つぶやけば、身体からだに回された腕うでに、少し力が込こめられたのを感じる。

　リティーヤは名前も知らない──そういえば本当の名前はなんだろう、バゼルは偽ぎ名めいだろうし──男に抱だきすくめられながらも、驚おどろきのあまりそれをふりほどくことすら忘れていた。

　男の肩かた越ごしにちらちらと視界を掠かすめていくのは、羽う毛もうのように軽かろやかな雪。雪に埋うもれる足にすでに感かん触しよくはなく、ただ男と肌はだを接する部分だけが燃えるように熱い。

　男は彼女の首筋に口を近づけ、吐と息いきで肌をくすぐるように言った。

『もうすぐわかるよ』

　そして、雪になって消えてしまう。

　その指が、その顔が、その髪かみが、その声すらも、雪となって静かに自分の上に降り注ぐのを、リティーヤはただ目を見開いて見つめていた。

　その雪は、不思議と熱かった──。
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「──っ!!」

　跳はね起き、リティーヤは周囲を見回す。

　そこはフレアバタンに借りたアパートメントの一室、リティーヤに与あたえられた寝しん室しつで、当然彼女以外の姿はなかった。

　雪もない。何しろ、季節は夏。いや、もう秋か。

「……虹ドロ……さん」

　掠れる自分の声と、出てきた言葉に驚いて口を噤つぐみ、それから、自分の言葉を笑い飛ばすため、はは、と声を上げる。

「や、やだなあ、あたしったら何言ってんのよもー！　夢だっての。そーよ、夢よ、夢……」

　独り言は、尻しりすぼみに消えてしまう。

　手がまだ震ふるえていて、心臓がどくどくと騒さわいでいたから。

「夢……だもん……」

　呟き、汗あせばんだ手でシーツを握にぎりしめる。

　虹ドロさんはリティーヤの命の恩人だ。優やさしくて恰かつ好こう良い魔ま術じゆつ師し。彼に憧あこがれて、リティーヤは《学園》に入った。リティーヤに、虹色のドロップ一つ残して消えた、その人が──。

　自分の前によく現れる神しん出しゆつ鬼き没ぼつの男を思い出し、リティーヤはぶんぶんと首を振ふる。

「あんな……あんなやつのわけないじゃない！　だって虹ドロさんはもっと恰好良かったし、もっと背だって高かったし、歳だって上だった……！」

　しかし、リティーヤの頭には再びその感触が蘇よみがえる。

　白く冷たい吹雪ふぶきが猛たけった凱がい歌かを上げていた夜。

　自分のそばには、あの温ぬくもりが、あの、乾かわいたような懐なつかしい匂においが、確かにあったのだ。

　獣けものに寄り添そい生きていた、あの感触を、自分はまやかしなんかではなく知っている。

　どんどんどん、と頭の内側から誰だれかに叩たたかれているような、そんな痛みを覚え、蹲うずくまる。

「虹ドロさんは……！」

　リティーヤは頭の中で鳴るようなその音を消したいと強く願い、無意識に枕まくらを摑つかみ、

「あんたなんかじゃない！」

　叫さけんで、それを虚こ空くうめがけて投げつけた。

　ぼふ。

　するとそれはたまたま扉とびらを開けた指導教官の顔面に命中して、床ゆかに落ちた。

「…………」

「…………」

　彼女の指導教官である男性、ヤムセは、しばしの沈ちん黙もくの後、ぼそりと言った。

「…………ノックをしても返事がなかった」

　リティーヤは頭の中でこだまするようなあの音が、どうやらノックの音だったらしいと気付いてハッとした。

「あ。いや、悪気があったわけでは」

「別におまえの虹ドロさんが誰だろうとどうでもいいが」

　ヤムセは枕を拾い、彼女の方に放って言った。

「夜は静かに寝ねろ」

　扉が静かに閉まり、夜の闇やみに取り残され、リティーヤは結局のろのろと枕に顔を埋うずめた。

　だが、流れる空気に気付いてふと顔を上げる。

　開けた覚えのない窓が開いていた。

　そして部屋にはキツネ男の、少し獣じみた、熱を感じさせる匂いが残っていたのだ。




　リティーヤは大陸最大の魔術師組織《学アカ園デミー》の魔術師見習いだ。

　今いる街はフレアバタン。古王国と呼ばれる南部の大国の首都であり、《学園》と対立する魔術師組織《貴ハウス族・オブ院・ローズ》の本ほん拠きよ地ちである。

　リティーヤが《学園》を出しゆつ奔ぽんした友人のミカを追い、遥はるか東部辺境の《学園》本部からフレアバタンに入って、はや十日。肝かん心じんの友人は依い然ぜんとして行方ゆくえ不明、しかも色々と起こった事件の後始末のために、リティーヤは師・ヤムセとともにこの街で足止めを食っている。

　勝手な外出は禁止されているので、この日もリティーヤは、ヤムセの借りたアパートメントの居間に籠こもり、椅い子すに座って上半身をテーブルの上に伸のばした恰好のまま、もう長い時間を過ごしていた。

「……あんなのが虹ドロさんのわけないもん」

　呟くが、勿もち論ろん返事はどこからもない。

　ヤムセは今日も特務警察だかなんだかに呼び出されたとかで、朝から外出したきり戻もどっていない。ここ一週間は、毎日これだ。……まあ、旧市街の地下道を一区画ほど水すい没ぼつさせた上に歴史的建造物を全ぜん壊かいさせてしまったのだから、当然といえば当然のことで、本来なら逮たい捕ほされて一晩二晩留置所に入れられてもおかしくはない。それが任意同行程度で済んでいるのだから、幾いくら《学園》の権けん威いが南部には届かないとは言っても、古王国側にしてみればそう簡単に手を出して良い相手でもない、といったところか。

　ヤムセがそうして拘こう束そくされている間、リティーヤはといえば、とりあえずすることもできることもないので、こうしてテーブルの上で伸びている。

　伸びて、夢のことを考えている。

　背後で鍵かぎが開き、扉が開いたが、考え事に一生懸けん命めいになっていたリティーヤはそれに気付かず、その日何度目かの思考の堂々巡めぐりを終えてぽかすかと頭を叩く。

「ダメダメ！　違ちがうったら違うんだから、これ以上考えたって仕方ない！　もう──」

　ぱし、とその拳こぶしを摑む者がある。

　振り返れば、さっきまでいなかったはずの指導教官の姿があった。

「あ……れ、先生」

　ヤムセはいつもの、むすっとした顔でリティーヤを一いち瞥べつし、その手を放した。

　リティーヤの頭に一いつ瞬しゆん、昨夜のこと──つまり枕を投げつけたこと──が過よぎるが、謝罪の言葉が出てくる前にヤムセが口を開いた。

「叩くな。それ以上頭が悪くなったらバドが泣くぞ」

「あ、はい……って先生！　それ以上、は余計です！」

　素す直なおに頷うなずきかけて、慌あわてて睨にらみつける。

　実はここ数日、ヤムセとはまともに口を利きいていなかった。ミカの件やら何やらで、リティーヤは彼に感謝しつつも、腹を立てていた。ミカを捜さがすのに協力してくれたのもヤムセだが、寸前でミカを捕つかまえようとしたリティーヤを止めたのも、ヤムセなのだ──勿論、それには色々の事情があってのことで、別に彼もリティーヤへの嫌いやがらせでそうしたわけではないのだが。

　さすがに日が経たつにつれ、リティーヤの中にも、ここで彼に腹を立てるのは八つ当たりなのではなかろうか、という考えが湧わいてきた。結局、彼がリティーヤを止めたのも、リティーヤ自身の身の安全をミカの身み柄がら確保より優先させただけのことだったのだし。

　だから、そろそろ謝らなければいけないかなあ、とは思い始めていたのだ。

　しかし、だからといって素直に謝れるかというと、子供じみた意地やら苛いら立だちやら、あるいは彼の幼イルザ馴染みークの問題やらのおかげで、そういうわけにもいかず、今に至っていた。

「移動する。荷物をまとめろ」

　ヤムセはそう言うなりリティーヤを置いて奥の寝室に向かう。相変わらず唐とう突とつな男だ、と思いながら、リティーヤは身体からだを捻ひねり、椅子の背越ごしに振り向いて声をかけた。

「移動ってなんですか？　あたし《学園》には──」

　ヤムセは扉を開けながら面めん倒どうくさそうに答えた。

「ホテルだ。追つい跡せきチームと合流する」

　追跡チームというのは、出奔したミカを追っている《学園》の魔術師たちのことだ。

「？　なんで……」

　ヤムセが懐ふところに手を突つっ込み、封ふう筒とうをひょいと投げて寄よ越こす。

　それを受け取った時には彼はもう扉の向こうで、リティーヤは自分が謝るタイミングを逸いつしたことに気付いた。

「……ま、いっか」

　封は開いていて、封筒の中には折りたたまれた白い便びん箋せんと、徽き章しようが一つ入っていた。

　便箋には何も書かれていなかったので、徽章の方をよく見た。尾おを自らの首に絡からめるヘビを象かたどった、《学園》の専門課程に在ざい籍せきすることを表す徽章だ。通つう称しよう《盲もう目もくのヘビ》。

　いったいなんなのだろう、と何気なくひっくり返して悲鳴を上げそうになった。

　椅子を蹴け倒たおして部屋を横切り、ノックもせずにヤムセの部屋の扉を開け放つ。

「先生！　これ……」

「おまえの友人のものだ」

　床に置いた鞄かばんの前に屈み込んでいたヤムセは、書類を整理する手を休めずに言った。元々ほとんどの荷物は鞄から出していないため、荷造りと言っても書類と本をまとめて押し込むだけのようだ。

「手紙が来た。差出人の名前はない。シロユメハナクイが──現状ではユローナの使い魔と目されているが──玄関前に仕し掛かけた罠わなに引っかかっていて、そいつは手紙を持たされていた。結局ハナクイは逃にがしてしまったが、紙におまえの友人の徽章が挟はさまっていた。文章はない」

　リティーヤは親友の名が刻み込まれた徽章を握りしめた。

　今この徽章が届いたということは、ミカが《学園》出奔後も徽章を処分せずに持ち歩いていたということだ。もう戻もどらない、戻れないと言いながらも、彼女は徽章を持ち歩いていたのだ。

　ミカは、心のどこかで《学園》に戻りたがっていたのかもしれない。

　そして、そのミカを今捕とらえているはずの女魔術師を思い出し、リティーヤはぞっとする。

「ミカは無事……なんですよね」

「殺していたら死体を送りつけてくる女だからな」

　だから生きているのだろう、とヤムセはいささか血なまぐさい言い方をした。

「またこれから手紙が来るのかもしれんし、あるいはこちらの出方を窺うかがうつもりかもしれん。何にしろ、気をつけろ」

　ヤムセは書類の詰まった封筒を丁てい寧ねいに重ねて鞄に入れながら言った。

「おまえ宛あての手紙だったんだからな」

「……………………は？」

「封筒を見ろ。ユローナの筆ひつ跡せきでおまえ宛になっている」

「…………な、なん………」

「そういうわけだから、万が一の事態を防ぐためにも、ホテルに移る。あそこなら追跡チームの誰かしらがいるから、おまえの身も安全だろう」

「なんで最初に言ってくれないんですか、あたしに！」

「おまえが最初だ」

　ヤムセは肩越しにリティーヤを見上げ、淡たん々たんと言った。

「今そこで起こったことを話しているんだ」

「…………！」

　シロユメハナクイの小さな目を通して、ユローナはリティーヤを見ていたのだ。

　つい、さっきまで。

　いや。ひょっとしたら、今もどこかで見ているのかもしれない。

　リティーヤはこくりと喉のどを鳴らして唾つばを飲み込み、震ふるえ始めた指先を拳の中に握り込んだ。

　意識を逸そらそうとしても、ユローナに痛めつけられた記き憶おく、誘ゆう拐かいされ、ナイフを突きつけられた記憶が心を過る。その時リティーヤを覗のぞき込んできた紫むらさきの双そう眸ぼうには、確かに理知の光があるのに、同時に到とう底ていリティーヤには理解できない信念の暗さも感じられ、今思い出すだけでも深しん淵えんを覗き込んだような気分にさせられる。

　そのユローナに、ミカが捕らわれているのだ。

　立ち尽つくすリティーヤに、ヤムセは今度は振り返りもせずに言った。

「今後は勝手な行動を取るな、ユローナからの接せつ触しよくがあったら必ず私や追跡チームの人間に知らせろ」

　確かにリティーヤにはそうするくらいしかできることはない。ユローナはリティーヤのことを以前から狙ねらっていた。ミカの徽章をわざわざリティーヤ宛に送ってきた以上、今もそうである可能性は高い。リティーヤが表立って動くのは危険すぎるのだ。

　だが、幾らそうであって、そしてリティーヤがユローナを恐おそれていても、リティーヤにはただ黙だまって震えているわけにはいかない事情があった。

「でも、先生、ミカが」

「入らない……」

　ヤムセはリティーヤの言葉を遮さえぎるように言い、真しん剣けんな顔で自分の鞄とその周囲の書類の山を見比べた。

「これ、いったいどうやって入ってたんだ……？」

「……………………先生の鞄の総容量なんかあたしは興味ないんです！　っていうか現時点で先生の興味はあたしとかミカの安全より鞄の中身にあるんですか!?」

「悩なやみどころだな」

「……先生！」

　叫さけんだリティーヤの方へ、ヤムセが何か差し出した。

　紙だ。

　紙には、魔術で使う原始文字が一つ書かれている。Ｙ字に似たその文字には見覚えがある。

　実習の追跡調査で使う文字だ。

　追跡調査では、この文字の刻まれたリングを対象の脚あしなどにつけ、放す。すると離はなれていてもリングと連動するコインと地図でその居場所を知ることができる。

　それを受け取り、まじまじと見つめて、リティーヤは呟つぶやいた。

「……つまり、またあたしに囮おとりになれ、と？」

「二度も同じ手が通じるとは思っていない。ただ、おまえが街中を歩き回っても居場所が特定できるように、ということだ。もし誘拐されたり、やむを得ない状じよう況きようで街中に一人で放り出された場合、おまえは暴れず無理せず応おう援えんを待てばいい。ありあわせのもので作っただけだが、当面の間は保もつだろう。それがおまえの生命線だ」

「…………」

「リティーヤ。学生の本分は？」

「……勉強……」

「雑用だ。部屋を片づけて、自分の荷物をまとめろ。二度は言わん。それが今おまえにできることだ」

　かつて、ヤムセはユローナの囮にするために、リティーヤにこの同じ原始文字を仕込んだ徽章を身につけさせたことがある。その時は、リティーヤには何の断りもなしだった。

　勢いを削そがれ、現金なことだが恐きよう怖ふも薄うすまり、リティーヤはぽつりと呟いた。

「……あの頃から比べると先生も進歩してるのか……な……？」

　少なくとも、断りは入れてもらえた。

　そんなことを指して進歩だのなんだの言わねばならない状況がそもそもおかしい気もしたが、ヤムセだから仕方ないと半分諦あきらめ、半分満足し、リティーヤはぺらぺらの紙を折りたたみ、上着のポケットに入れた。

「じゃあ、あたしはこれを持って、何かあったら慌あわてず騒さわがず先生を待てばいいんですね」

「……そうなる」

「んじゃ絶対助けに来てくださいね。こんなか弱い女の子放っておいたら承知しませんから」

「わかっている」

　ヤムセはおざなりに頷うなずき、作業に戻った。本当にわかっているのか、今の態度だけではなんともわかりにくいところがあったが、彼が言葉の通りに必ず助けにきてくれることを、リティーヤは確信していた。

　ついでにリティーヤはさっきから気になっていたことを教えることにした。

「ところで先生。その書類、フレアバタン着いてから集めたやつですから、入らなくても仕方ないと思いますよ」

「…………」

　ぽんと手を叩たたく師を眺ながめ、リティーヤは、ほんとにこの人はなんだかなあ、と思い、彼に友人の安否を任せることに一いち抹まつの不安を覚えた。





２






　細やかな筆ふで遣づかいで花束と青い蔦つたの描えがかれた、白い磁器。

　注がれた茶を曇くもり一つない銀のスプーンでかき回せば、ミルクが螺ら旋せんを描いて広がっていく。

　女はスプーンを置き、幸せそうに目を細めてカップを口元に運んだ。

　華はなやかさと同時に慈じ愛あいと気品を感じさせる顔も、優ゆう雅がな所作も、緩ゆるやかなウェーブを描く豊かな金の髪かみも、すべてが際きわだって美しい女だった。

　名はユローナ。

　十年前に《学園》を出しゆつ奔ぽんし、今もなお多額の賞金をかけられている、女魔ま術じゆつ師しである。

　ミカは何度も頭の中でそのことを確かく認にんしていた。そうしないと相手が様々な人体実験と殺人の罪を重ねた重罪人であり、今も追われる立場の人間なのだということを忘れそうだった。

　だが、何度思い直しても──目の前で優雅に午後の茶を啜すする相手は、犯罪者にも、追いつめられている人間にも、見えなかった。

　ミカは自分の前に置かれた茶器には手を触ふれないまま、相手の顔を見つめてぽつりと言った。

「何な故ぜ私を助けたんですか」

　くす、と突とつ然ぜんユローナは笑った。

「そんなことが気になるの？」

　ユローナは茶の面から少しの間目を上げて、その紫の虹こう彩さいにちらりとミカを映した。

　その目に映るミカは、《学園》を出た時から幾いくらか瘦やせてはいたが、目立つ傷きずもなく、健康そうに見えた。

　だが、一週間前の自分が確かに死にかけていたことを、ミカは覚えている。

　ユローナはボロ雑ぞう巾きんのようになって街に転がっていたミカを拾い、この部屋に連れ込み、魔術で傷を癒いやし、熱が出れば夜通し看病し、こうして起きて椅い子すに座れるまでに回復させた。まるで人形の世話でもするように、ユローナはそれを楽しそうにこなしていた。

　しかし、ミカの方は命を救われ喜ぶわけでも、感謝するわけでも、ましてユローナの名に怯おびえるわけでもなかった。ミカには現実世界の何もかもがぼんやりしていて、つかみ所がないように感じられていた。ここ数ヶ月ずっと続く異常事態の中で、感覚とか感情とかいうものがすっかり麻ま痺ひしたか、鈍どん麻ましたかしてしまったようだった。何もかも、半ば投げやりになっていたのかもしれない。

　ただ一つ違ちがったのは、自分を追いかけてフレアバタンまで来てしまった友人、リティーヤに会った時だけ。

　その時だけは、ミカは忘れかけていた感情が突つき上げてくるのを感じたのだった。

　今は、違う。ユローナに問いをして現状を把は握あくしようとするのも、ほとんど反射とか、義務に近い。意味は薄い。

　だから彼女は淡たん々たんと思ったことを口にした。

「あなたの手配書は見たことがありますから。あなたは人を殺すことに理由のいらない人で、人を救うのに理由が必要な人です」

　そんなミカの様子を興味深そうに眺めて、ユローナが短く答えた。

「夢よ」

「……夢？」

「あなたが見てた夢とやらに興味がわいたの。私に拾われた時のこと覚えてないみたいだけど、あなた言ったのよ、夢を見ていました、って。とっても幸せそうな顔で」

　ぼろぼろで、傷だらけだったのにね、と言ってまた少し笑う。

　訝いぶかしげな様子が伝わったのだろう、ユローナは言葉を続けた。

「どんな夢か訊きいたら、秘密って答えたわ。それで気になったの。あなたの夢を、見てみたいと思ったの。勿もち論ろん、その時はあなたが《学園》に追われているなんて知らなかったしね。でも、あなたを助けて私に追われる理由が一つ二つ増えたところで、私には今いま更さらあまり変わりはないのよ」

　それは確かにそうかもしれない、とミカも思う。追われる理由、というのであれば、ユローナは両手両足の指を使っても数え切れないほどある。

　ただ、今の話に一つ気になるところがあった。

「……私の夢、見たんですか」

　ええ、と笑ってユローナは椅子に深く腰こし掛かける。

「あなたは《学園》の優等生。友人は多くはないけれど理解者はちゃんといた。向上心旺おう盛せいで研究熱心、人間関係や研究上の問題で多少の困難はあったけれど、将来は明るく、希望に満ちて、そう、それと気付くこともできないほどに、確かに幸福だった。おかげで私も幸せな気持ちになってしまったわ」

　相手の言っていることがわからず、ミカはすこし混乱した。まだ頭がはっきり働いていないのかもしれない──。

　だが、その相手の口から、たった一つ、わかる言葉が転がりでてきた。

「あなた、リティーヤのお友達だったのねえ」

　──血が頭から足先に落ちたように感じた。

　ミカは強くて複雑な幾つもの感情が臓ぞう腑ふの奥から込み上げてくるのを感じ、その感情のままに椅子を蹴けって立ち上がっていた。

「どうしてリティーヤのことをあなたが知っているんですか！」

「あの子は、私にとってとても重要な人物なの。あなたの夢を覗のぞかせてもらって、リティーヤの姿を見た時の私の気持ち、想像できて？　とても嬉うれしかったわ──とても幸せだった。ね……？」

　ユローナは青ざめたミカを愛めで、喉のどの奥から楽しそうな含ふくみ笑いを漏もらした。ヘビのような目がぬらりと輝かがやいてミカを捕とらえる。

「あなたを使えば、リティーヤはのこのこ私のところに来てくれる。そう思うのだけれど、間違っているかしら？」

「なんのためにリティーヤを！　あの子がいったいなんだって言うんですか！」

「あら、知らなかったの？」

　意外そうに、小こ馬ば鹿かにしたように、ユローナは頰ほお杖づえをついて言った。

「あの子はね──」

　その時、扉とびらがノックされた。

「なあに」

　会話を邪じや魔まされたせいだろうか、ユローナが不ふ機き嫌げんに答えると、扉が開いて、二十代半ばと思おぼしき男がひょいと顔を出した。歳の割に、妙みように屈くつ託たくなく笑う男だ。

「馬車の用意ができました」

「出るわ」

　……残されたミカは、扉に錠じようの下ろされる音を聞き、ようやく全身の力が抜ぬけるのを感じ、椅子に座り直すこともできず床ゆかにそのまま座り込んだ。

　掌てのひらに顔を埋うずめて、長く、長く、吐はいた息は、微かすかに震ふるえていた。

「リティーヤ……」

　思わぬ事態の展開に混乱を深めつつも、ミカはやっと回転し始めた頭で、親友のことだけを繰くり返し考えていた。




「本当に、どうしてあの子を連れてきたんですか？」

　ユローナに付き従う男──イルザークは、少し先を行くユローナにそう声をかけた。

　黒いケープを羽織り、重厚な螺旋階段を下りながら、ユローナは笑みを漏らす。

「あなたまでそんなことが気になる？」

「ええ、まあ。今は一応、《貴族院》の客になるわけですから、その客の身でさらに客を抱かかえるのはどーなんだろうと。あなたを嫌きらう幹部連中が騒さわいでますよ？」

「彼らは騒ぐことが仕事なの。放っておきなさい。それよりあなた見た？　あの子、リティーヤの名前出した途と端たん顔色変えたわ。可愛かわいいものねえ」

「部屋の外では聞き耳は立てられても顔色は窺うかがえないもので」

「あら、そうだったわね。なら後で試ためしてみるといいわ」

「可愛い子を虐いじめる趣しゆ味みはないんでやめておきます。……本当にあの子を使ってリティーヤをおびき出すつもりなんですか？」

　ユローナは愉ゆ快かいそうに声を上げて笑う。

「さあ、どうかしら。あなたの幼おさな馴な染じみはそこまで間ま抜ぬけじゃないと思うけど」

「ではあの子はそのうち《学園》か《貴族院》に引き渡わたすんですか？　《学園》はあの子を追ってここまで来たんですから、あの子を引き渡せば本部に帰っていきますよ。そうしたら、あなたは《貴族院》での地歩を固めるべく動き始めることができる」

「…………」

　ユローナは答えない。その背中を見つめて、イルザークは、逡しゆん巡じゆんしつつももう一度口を開いた。

「あなたがあの子を連れて帰った時、いつもと様子が違っていました」

　……ユローナはその場に立ち止まった。

「どう違うとか訊かないでくださいよ。そういう感じがしただけですから。とにかく、それで、あなたは、リティーヤに対する囮おとりや、《学園》との交こう渉しよう材料としての用よう途と以外にも何か、あの子に求めるものがあるのかもしれないと思ったんです」

　イルザークに背を向けたまま、ユローナがくすりと笑う気配があった。

「私が、あの子に何を求めると？」

「……さあ。そこまでは。ここに連れてこられた彼女は見ましたけど、すごいケガでしたから、そのケガを負って死にかけながら微笑ほほえむことのできる夢……というものに、あなたは惹ひかれたのかも。彼女の見た夢に惹かれたか、彼女自身に惹かれたかはわかりませんが」

「抽ちゆう象しよう的だこと。あなたが詩人とは知らなかったわ」

　イルザークは黙だまって肩かたを竦すくめた。

「でも、あの子はせいぜい実験対象よ」

　そう言って、ユローナはまた階段を下っていく。ゆっくりと、一歩一歩を楽しむように。

「《学園》にいた頃ころから続けていた研究に、そろそろ成果を出せそうなの。ちょうど良いからあの子で最終確かく認にんするわ。その後は──そうね、《学園》に戻もどしてもいいかもしれない」

　くるりくるりと螺ら旋せんを描えがいて、下っていく。

　イルザークはしばらくその揺ゆれる金の髪かみとひるがえる黒いケープを見つめて、また歩き出した。

　ユローナと一いつ緒しよに、底の知れない穴あな蔵ぐらに落ちていくような感覚がしたが、躊ちゆう躇ちよはしなかった。

　彼の幼馴染みが嫌い、避さけてきた深みへ、落ちていった。




「リティーヤ」

　一方その幼馴染みであるヤムセは、寝しん室しつで自分の荷物をまとめていたリティーヤに声をかけていた。

　リティーヤは、昨夜枕まくらを投げつけたことや、ミカのことで彼に突つっかかったことや、謝らないといけないんだったとかいうことをまた思い出したが、口から出てきたのはつっけんどんな言葉だった。

「なんですか。あたし今荷造りしてんです。雑用は学生の本分だって言ったのせんせーですよ」

「手品」

　ヤムセは持ってきた鞄かばんを床に置き、さらに両りよう脇わきに抱かかえられるだけ抱えてきた書類──どう考えても鞄に入りきる量ではない──を同じくどさりと床に置いた。

「目を瞑つぶって十数えろ」

「？」

「いいから」

　リティーヤはヤムセが何をしたいのかわからず眉まゆを顰ひそめるが、まあ目を瞑るくらいいいか、と一いつ旦たん作業の手を止めて言われた通り十数える。ヤムセが何かしているのだろう、がさごそ紙の音がする。

「……九、十、と。いいですかー」

「……よし、いいぞ」

　まったくなんなんだか、と呆あきれ半分で目を開けて、リティーヤは驚おどろいた。

　あの書類の山がなくなっていたのだ。

「え。凄すごいじゃないですか、先生のその鞄にどうやって押し込んだんですか！」

「手品手品」

　ヤムセは誇ほこらしげに胸を張り、少し重そうに鞄を抱えて部屋を出て行こうとした。

　その上着の裾すそを、リティーヤが摑つかむ。

「で、コレはなんですか」

　リティーヤが指すコレとは、最前まで彼女が荷物の整理に使っていた彼女自身の鞄だ。目を離はなすまでは余よ裕ゆうのあったそれが、何な故ぜか今はぎちぎちぱんぱんに膨ふくれあがっている。

　ヤムセは懲こりずにまじめくさった、気難しそうな顔で言い切った。

「手品」

「弟で子しの鞄に書類ぱんぱんに詰つめるのが手品ですか先生！　あ、逃にげる気ですかちょっと！」

「学生の本分は雑用だ。頑がん張ばれリティーヤ」

「先生のこと一いつ瞬しゆんでも信じたあたしがバカでした！　もうミカのことも先生に任せてなんておけませんからね！　今からでも捜さがしに行ってやりますからね！」

「また無茶を言う。おまえは子どもか」

「子どもはせんせーです!!」

　リティーヤとヤムセが押しつけ合った書類は双そう方ほうに嫌われ宙に舞まい、その白い視界の向こうにあるヤムセの顔を睨にらみつけたリティーヤは、絶対謝るものかと心に決めた。





３






　ホテルは立派で新しかった。

　エレベーターもついていたため、上層階にも楽に行ける。ベッドは清潔だし部屋は広いし壁かべは厚い。十分快適な宿なのだが、リティーヤはなんとなく不満だった。

　どんなに良い環かん境きようでも、そこに閉じこもっていなければならないとわかっている場所というのは、憂ゆう鬱うつな気分にさせられるものだ。

「先に追つい跡せきチームに挨あい拶さつしておくぞ」

　ヤムセに声をかけられ、遅おくれていたリティーヤは小走りに彼の後を追った。

　最初に連れて行かれた部屋はミカの追跡チームが会議室代わりに使っている大部屋で、出で迎むかえてくれたのは銀ぎん髪ぱつの青年魔ま術じゆつ師しだった。稀まれに見る美青年で、リティーヤも彼とは顔見知りだ。

「あ。ゼストガさん、どもー」

　ヤムセに続いて部屋に入ったリティーヤがへらっと笑って手を振ふると、彼はお決まりの、穏おだやかで優やさしげでその実ちっとも心のこもっていない笑みを見せて言った。

「やあ、本当にリティーヤさんは四六時中吞のん気きそうでいいですねー。で、何の用です」

「ゼストガさんも年がら年中性格悪そうですねー。今日からお世話になるのでよろしくお願いしに来ました」

「……はあ？」

　この子は何を言っているんですか、という顔でゼストガがヤムセを見た。

「この階の部屋を借りた」

「……あの、つまりついに音を上げてリティーヤさんの面めん倒どうを人の良さそうな僕に押しつけようとかそういう魂こん胆たんですか」

「まあ大体そんなところだ。ラントはいるか」

「《貴族院》との話し合いがあって階下したにいます。呼びましょうか？」

　ヤムセとゼストガが何やら話している横をすり抜ぬけて、リティーヤは部屋の中に入っていった。

「わあ……」

　かなりの広さがある。グリーンと白を基調とした、趣味の良い、決して大量生産ではないソファと椅い子すとテーブルがバランスよく配置され、隅すみにある暖だん炉ろも真っ白い大理石造りだ。緑の地に金色で植物の描かれた壁も素す晴ばらしく豪ごう華かで美しい。

　だがそれらの何よりリティーヤが気に入ったのは、奥の壁一面を使った大きな窓だ。フレアバタンの新市街を一望できる。

　フレアバタンの新市街は、背の高い建物が並ぶ、新しく、活気に満ちた都市だった。

　以前いたのは旧市街のアパートメントで、その雑多な雰ふん囲い気きに慣れていたリティーヤは、これが同じ都市なのかと首を捻ひねりたくなる。

「リティーヤさん」

　呼ばれて振り返ると、ヤムセの姿はなかった。

「あれ？」

「ヤムセさんなら階下です。お守もりを頼たのまれました。リティーヤさんのお部屋にご案内します」

　ゼストガは迷めい惑わくそうに言うと、先に立って廊ろう下かに出た。

「それで、何があったんです。ヤムセさんは直接ラントさんに話すとおっしゃっていて、詳くわしくは教えてくださらなかったんですが──ユローナが絡からんでいるんですって？」

「ええと……まあ、そうなんです」

　リティーヤは廊下をゼストガについて歩いた。

　ゼストガが案内してくれた部屋は廊下の突き当たりにあった。先程の部屋に広さではずいぶん負けるものの、そう悪い部屋ではない。壁は落ち着いたクリーム色で、家具は白と金で統一され、先程の部屋のものよりは華きや奢しやで細身。可愛かわいらしい印象の部屋だ。

「ヤムセさんのお部屋はお隣となりです。で、僕はここでとりあえずヤムセさんが戻ってくるまでリティーヤさんを見張っていれば良いんですね」

「見張っているというか……まあ、守っていてもらえると嬉うれしいな、なーんて」

「虫が良すぎますね」

　ゼストガが椅子の一つに勝手に座り、いつもの辛しん辣らつな口調で言った。

「散々事態を引っかき回しておいて、危険が迫せまったらよろしく、というのは虫が良すぎます。言っておきますが、追跡チームの面々には近付かない方が良いですよ。友人を助けに来た、なんて言えば美談に聞こえますけど、実際は僕らの顔に泥どろ塗ぬりたくっただけなんですから」

「そうなんですけど。でもまあその、手ぶらってわけじゃないんで」

「どういうことです？」

　リティーヤは彼のそばのソファに腰こし掛かけた。

「うーんと。ユローナからの手紙があります」

「……？」

「これ、言っちゃっていいんだよね……その手紙に、ミカの徽き章しようが入ってたんです」

　ゼストガが一瞬目を瞠みはる。それから、ふ、と笑って椅子の背に身体からだを預ける。

「……なるほど、確かに何もないよりは遥はるかにマシです。これでミカさんはユローナのところにいると確定したわけで、後は《貴族院》を通してユローナと交こう渉しようすれば良いんですから。向こうが話に乗ってくれれば、お互たがい痛い目を見ずに問題解決、ですよ。撒まき餌え代わりになったわけですから、あなたもたまには役に立ちますね」

「ユローナが交渉なんて……乗ってくるんですかね」

「乗せますよ。それは僕らの仕事です。僕とか、ヤムセさんとかの」

「…………」

　リティーヤは曖あい昧まいに頷うなずき、ソファの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついて友人のことを考え始めた。

　友人のために、自分にできることを考えた。




　リティーヤがホテルに移って数日が経たった。

　ミカを巡めぐる《貴族院》との交渉はヤムセやゼストガらが進めていて、リティーヤは用無しだった。かと言って外に出るのも危険が大きすぎた。

　だからリティーヤは、自分にできることをした。

　そうしたら怒おこられた。

「ちょっとリティーヤさん、何やってんですか！」

「え」

　リティーヤはきょとん、とした顔でゼストガを見た。

　彼女はホテルの調理場からカゴを抱かかえて出てきたところだった。金かな網あみがついた、ネズミ取り用と思おぼしきカゴで、小さくもないネコがぎゅうぎゅうに押し込められている。

「何、って、知り合ったホテルの子が、地下に変なネズミが出るって言うもんで……まあネコだったわけですが……」

「捕つかまえてきたんですか!?　こんな裏手まで入って！」

「頭良くて、なかなか捕まらなかったみたいだから、対処方法を教えてあげたんです。で、内ない緒しよで──」

「何考えてんですか、そんなもの拾ってどうするつもりです！」

「何って保護しますよ。保護条約対象ど真ん中ですから」

「…………なんですって？」

　適当な場所がなかったので、リティーヤはゼストガを人の通りのない奥の細い階段に引っ張り込んだ。

　カゴから白いネコを取り出し、じたばた暴れるのをなだめすかし、その喉のど元もとの赤い毛を指し示す。

「ほら、これ、ホノオヤマネコの特とく徴ちようです。ホノオヤマネコっていうのは希少動物保護条約の対象で、普ふ通つうは山さん岳がく地帯にいるやつですけど」

「な、なんでそんな生き物がこんなところにいるんですか」

「なんででしょーねえ」

　リティーヤは小首を傾かしげた。

「変なんですよね、最近この街。この子だけじゃないです。ケイコクブタガエルとか、クロシロネズミとか、普通この辺りにいないやつがちょこちょこいるんです」

「何な故ぜ……？」

「わかんないですよ。でも……実は共通するところがあって」

　言いながら、ツメで引っかかれるのも意に介かいさず、ネコを懐ふところに押し込む。

「全部ね、魔ま力りよく高い子たちなんです」

「…………」

「だから、まあ、調査対象にしておこうと思って。ほら、あたしと先生って一応、調査名目で来てるわけだし……。それにこの手の動物って、魔力環かん境きようの変動を教えてくれることもあるんです。本来は周辺の魔力濃のう度どが高いとか特とく殊しゆな環境じゃないと生きていけない種で、生息地以外で発見された場合っていうのは、ものすごく複雑で時間のかかる魔術が行われてたり、大きな自然災害が起こる予兆だったりするものなんです。だから、まあ、もしも何かあるのなら、早めに知っておいた方が有利でしょ、ユローナとかに対して」

　ゼストガはリティーヤの顔を意外そうに眺ながめて、言った。

「考えなしってわけじゃなかったんですね」

「お。ついにゼストガさんもあたしの実力を認める日が来ましたね」

「いえ。単にバカから努力しているバカにランクアップしただけです」

「…………ゼストガさん女の子にもてないでしょ。口を開くと嫌きらわれるというか」

「あなたに関係のないことです。それで、魔力環境の異変というのは突つき止めたんですか？」

「あ、そっちは全然。絞しぼり込めてもいないです。ほんと、なんでかなー？」

　リティーヤは首を捻ひねりながら階段を上って行こうとした。

　その腕うでをむずとつかんで、ゼストガが止める。

「リティーヤさん、客室は動物持ち込み禁止です」

「あ。やっぱりばれました？」

　えへへと照れ笑いを浮うかべるリティーヤのジャケットの胸むな元もとからネコが顔を出し、フーッ、と警けい戒かいの声を出した。




　ネコはゼストガによってホテルに預けられた。保護条約がどうのこうのというリティーヤの長ったらしい説明が功を奏し、しかるべき場所──生息地の森か、それともどこかの動物園か──に移す手配が整うまで、面めん倒どうを見てもらえることになったのだ。

　リティーヤはその後も何種類かの動物をホテル周辺で捕まえて、メモを取ったり調べたりして過ごし、その他ほかの大たい抵ていの時間を追つい跡せきチームの会議室になっている大部屋に、張りつくようにして過ごした。

　何しろ、ミカを巡る交渉がどうなっているか、誰も彼女に教えてはくれなかったのだ。初日にゼストガから近寄るなと言われてはいたが、何かと理由をつけて部屋に行き、不ふ機き嫌げんそうな魔ま術じゆつ師したちから話を引き出そうと試みた。試みは大抵失敗だったが、それでも追跡チームのメンバーについては多少わかった。その性格とか、癖くせとか、好みとか、そういったものだが。

　ある時、今日はどんな理由をつけて部屋に入れてもらおうかと考えながら廊下を歩いていたリティーヤの耳に、怒ど鳴なり声が飛び込んできた。

　内容まではわからないが、それは追跡チームの人間の声だった。リティーヤは驚おどろいて立ち止まり、廊下まで聞こえてくる声の大きさに首を捻った。

　部屋に入る言い訳を思いつかないまま、扉とびらに張りつき、聞き耳を立て、ノブを捻る。

　鍵かぎはかかっていなかった。

　扉を開けて身体を中に滑すべり込ませると、音を立てないように扉を閉め、衝つい立たての陰からそうっと部屋を覗のぞいてみた。

「つまりあなた方はユローナとの交渉には何があっても応じられない、とそうおっしゃるのですね！」

　怒鳴っているのは女性魔術師だった。リティーヤが入ってきたことには気付いていないようで、扉に背を向け、室内の他の魔術師に声を荒あららげている。

　その中にはゼストガもいた。彼はリティーヤが入ってきたことに気付いて、女性魔術師に宥なだめるように声をかけた。

「ピーシィ、声が──」

「声くらい大きくもなります！　いいですか、我々の第一の目的は出しゆつ奔ぽん者の連れ戻もどしであったはずです、それを達成するためには、ユローナなど捨て置けば良いのです！」

　ピーシィと呼ばれた女性魔術師は、確か魔ま導どう書調査委員会の人間だ。

「調査委員会はそれでいいんだろうが」

　リティーヤの位置からは死角になっている場所から、声がかかった。

　潰つぶれたような、独特の声。確か、追跡チームの誰かの声だ。内部調査局の、誰か。

　その声がゆっくりと続いた。

「我々はそういうわけにはいかない。あの女との取引は、《学園》のためにならない」

「《学園》の!?　あなたたちはただ自分たちの怒りのまま、復ふく讐しゆうに走ろうとしているだけではありませんか！　仮にユローナの潜せん伏ぷく場所を見つけ出して彼女の暗殺なり襲しゆう撃げきなりに成功したとしても、それでは《学園》と《貴族院》との間に決定的な溝みぞを──」

「ピーシィ」

　ゼストガが、リティーヤを指して言った。

「黙だまってください」

　ピーシィは振ふり返り、リティーヤの存在に気付いてハッと顔色を変えた。羞しゆう恥ちか怒りかで頰ほおを染そめ、ぷいと顔を背けて、奥の扉を開けて居間を出ていく。

　ゼストガが、苛いら立だちと疲つかれのない交ぜになった目でリティーヤを見やり、声をかける。

「何か用ですか」

「えと、うちの先生は……」

「ラントさんと打ち合わせです。夜になれば戻ります」

「あ、ども……」

　リティーヤは適当な訪問理由を言い訳がましくでっちあげ、そそくさと部屋を出て行こうとする。

　だが、開けかけた扉を、背後から伸のびた手が押さえつける。

　追ってきたゼストガが、声を潜ひそめて囁ささやきかけてきた。

「この部屋にはあまり来ないでください。今は特にみんな気が立っていて──」

「ユローナのことで、ですか？」

　ゼストガは言葉に詰つまった様子で、しかし視線を逸そらして頷うなずいた。

　数度部屋に押しかけるうち、リティーヤは追跡チームが二つの勢力、つまり内部調査局側と魔導書調査委員会側に分かれていることに気付き始めた。彼らはどちらもミカを連れ戻すという目的のために動いているが、ユローナがミカを捕とらえているという情報が入った途と端たん、その協力体制に陰かげりが生じた。

　内部調査局はユローナとの交こう渉しようを拒こばんでいるのだ。

　どうやら彼らはかつてユローナとの戦せん闘とうで多くの犠ぎ牲せい者しやを出したらしい。ユローナもまた出奔者だから、彼女を捕らえるのは内通者や出奔者を取り締しまる内部調査局の仕事だったのだ。

　しかし実際に半年前ユローナを捕らえたのは魔導書調査委員会だ。

　それは、当然内部調査局には面おも白しろくない。その上たくさんの仲間を殺したユローナとの取引など到とう底てい耐たえられることではない。彼らはユローナ殺害によるミカの奪だつ還かんという強きよう攻こう策さくを唱え、それに頑がん強きようにこだわっている。

　そして、二つの勢力の間には亀き裂れつが入る。

　リティーヤにも、それがわかった。

　ミカの命運は彼らにかかっているのに、と思うとリティーヤはもどかしくてならず、ゼストガを見上げて口を開いた。

「ミカは──」

　その時。

　突とつ然ぜんゼストガがリティーヤを押しのけて、扉を開けた。

「！」

　その扉の廊ろう下か側のノブに、ところどころ赤く染まったキツネの面がかかっている。

　勿もち論ろん、先程リティーヤが部屋に入った時はなかった。

　今、リティーヤが部屋に入り、出てくるまでのどこかで、誰かが、やったのだ。

「な、何これ……」

　面は立体的で、毛も植えてあって、細かいところまでよく作り込んであったが、全体的にはデフォルメが効きいている。口は横に裂さけ、目はぎらぎら輝かがやき、鼻の頭には皺しわが寄っている。

　悪意を凝ぎよう縮しゆくしたような表情だ。

「……南部古王国の国こく粋すい主義者たちの印です」

　ゼストガが、面を手にとって言った。

「キツネ面をつけて政治と魔術について語り合う、神秘主義者たちです。人類に魔術を与あたえたキツネを模した行動を取るそうです」

「そ……そういう人たちが、なんでこんな……」

「脅おどしでしょうね。彼らは《貴族院》との関係も深く──というか、《貴族院》の一派のようで、他の魔術師組織、特に《学園》を目の敵かたきにしているんです」

　ゼストガは面を見つめ、考え考え言った。

「さっさと出てけ、と彼らは僕らを脅してるわけですよ。リティーヤさんはしばらく僕たちの部屋にいた方が良いようですね。ヤムセさんが戻るまでは。一人では危険すぎます」

　リティーヤは彼の真しん剣けんな横顔を見て、神しん妙みようにこくりと一つ頷いた。





４






　ミカがユローナに拾われて、二週間が経たち、ケガの方は順調に回復した。

　最初の逃とう亡ぼうは、窓ガラスを割って裏手の雑木林に駆かけ込んだところで、あっさり終わった。




「体調は良い？」

　ユローナが《貴族院》の幹部から提供されているという古い木造の屋や敷しきの、椅い子すや壁かべの装飾に可愛かわいらしさの感じられる食堂で、ミカは前日に自分の逃亡を阻そ止しした男と向かいあって朝食の席についていた。

　長いテーブルの隅すみで、ミカは甘めのカフェオレを一口飲み、

「私に当て身を食くらわせてくれたのは、あなたでしょう」

「嫌いやなら逃にげようなんて思わないでくれよ」

　ミカだって別に好きで逃げようとしたわけではない。逃げたところであてもないのだ。それならここでおとなしくしている方がよっぽど楽だし、安全だと思えた。

　だが、ユローナがリティーヤを狙ねらっているとわかった以上、ここにこのまま留とどまれば、ミカはリティーヤに対する餌えさとして使われる可能性がある。

　それは、ミカには耐たえ難がたいことだった。

　イルザークと名乗った男は、ミカの向かいで肩かたを竦すくめて屈くつ託たくなく笑った。

「……ただ、君は最近食も細いみたいだから」

　ミカの前に置かれた朝食用プレートは手つかずのままだ。イルザークとはほとんどの朝食をともにしていたが、ミカのプレートはいつもこうだった。

　果物だのハムだの食べたところで味も感じられないのだ、最近は。

　ミカはカフェオレをもう一口飲んで言った。

「さあ。ただ、興味が湧わかないだけです」

「……あ、そ」

　イルザークは、ピッチャーからコーヒーカップに黒い液体を注いで一口飲んだ。

　ちなみに彼の前に置かれた皿は片づいている。彼はいつもパンの間に皿の上にあるすべてのものを挟はさんで一度に食べるのだ。果物もヨーグルトもチーズもベーコンもサラダもお構いなしに。おかげで皿の上も周りも結構な汚よごれ様だが、本人はあまり気にしていない。

「……ところで、それ、おいしいんですか？」

　まだピッチャーに残っている液体を指してミカが言うと、イルザークは笑え顔がおを見せた。

「あ、飲む？　俺の大先せん輩ぱいがね、オレンジジュースとコーヒーを混ぜて飲むと温ぬるくなって飲みやすいって教えてくれたんだ」

　とても嬉うれしそうだったが、それでは「おいしいかどうか」という質問の答えになっていない。

　ミカは首を振って、自分のカフェオレに没ぼつ頭とうする振りをした。

「……ね。変なこと訊きくけどさ、君が食欲ないのとかって、ユローナの実験に何か関係あるの？」

　ミカは何を言われても無視しようと思っていたが、思いもかけないことを言われて、相手の顔を見上げた。

「……ユローナの、魔ま術じゆつの実験のことですか？」

「うん。詳くわしいことは知らないけどさ、今までの結果は聞いたことあって。……結構、悲ひ惨さんなことになる子が多かったみたいで。自殺したりとか。何も食べなくなって死んじゃったりとか。最近は、ほら、ユローナ自身逃亡中っていうのもあって、控ひかえてたみたいなんだけど。君拾って、コレだ、って思っちゃったみたいだね」

「…………」

「どんな実験してんの。大だい丈じよう夫ぶ？」

　ミカの食が細いのはユローナに捕つかまる前からだから、別に実験のせいではなくてミカ個人の心理の問題のはずだ。が、ミカは特に口にはしなかった。

「大丈夫じゃないと言ったら助けてくれるんですか」

　さあ？　首を傾かしげてとぼけられる。

「わからないね、それは。俺もユローナは怖こわいし」

「あなたは強そうなのに。剣けんだって持ってるでしょう」

「俺なんかよりユローナは強いよ。何しろ俺のそんけーする大先輩を殺しちゃったんだから」

　視線が合い、イルザークは乾かん杯ぱいするようにカップを掲かかげて、笑った。

「その先輩もめっぽう強い女性だったんだけど。それよりユローナは強かったんだ。もうね、俺にしてみたら世界がひっくり返ったくらいの衝しよう撃げき。凄すごかったよ」

　実際、人生変わったし。

　そう言って、くしゃりと顔を潰つぶすように、笑った。




　ユローナの実験がどういうもので、どういう影えい響きようをミカにもたらしているのか、実のところミカ自身にもよくわかっていなかった。

　ユローナは三、四日に一度ミカの部屋にやってきては、〈夢〉魔術で彼女を眠ねむらせ、彼女の意識に分け入っているようだった。気がつくと翌朝だったり、翌日の昼だったり夜だったりしたから、ユローナはずいぶん長い時間をその実験に割さいていることになる。

　ユローナが自分に色々なことを語ることもあった。実験についてだったり、ユローナの《学園》での思い出だったり。ミカは黙だまってそれを聞くだけだった。〈夢〉魔術の影響か、そういった眠りの前後の会話は大たい抵てい記き憶おくから抜ぬけ落ちてしまうのだが、ある日の会話だけは良く覚えていた。

　その日、実験を終えいつものように椅子に座ってぐったりしているユローナに、ミカは以前から抱いだいていた疑問をぶつけてみたのだ。

　何な故ぜ、自分を魔術の実験体にしているのかと。

　ユローナが新しい〈夢〉魔術を開発しようとしているのはわかっていたが、それを自分で試ためす利点が見当たらないように思えたのだ。

　通常、〈夢〉魔術開発のための実験体には、心身共に健康な、魔術の影響の少ない人間が好まれる。ミカも〈夢〉魔術が専門だから、それは知っている。

　それなのに、ユローナは、よりによって、記憶操作など受けているミカを選んだのだ。

　ユローナはさらりと答えた。

「別に、私の魔術の実験体にするには問題ないわ。あなたは私の魔術に対する適性があったし、私はあなたが気に入ったから」

「気に入った……？」

「あなたは優ゆう秀しゆうだから。私、優秀な子って好きなの」

　ユローナはそう言って、汗あせで重みを増した金の髪かみを搔かき上げ、くく、と笑う。

「ねえ、ミカ。《学園》はあなたを助けてくれない。彼らはあなたを押し込めて、彼らのしたいように利用するだけ。私もあなたを押し込めて私の良いように利用してるわけだけど、彼らと違ちがうところが一つあるわ。わかる？」

「いえ……」

「私はあなたの才能を殺さない」

「…………」

「魔ま術じゆつ師しとしてのあなたを殺さない。あなたを私の弟子にするわ」

　弟で子し。

　腹がよじれるような笑いが込み上げてきて、ミカは痙けい攣れんするように笑い声を上げ、それから押し黙った。

　ユローナが椅子から立ち上がり、背を向け部屋を出て行く。

　その背中に、ミカは声を限りに叫さけんだ。

「あなたはわかっていません！　私の正体を何一つわかっていないんです！　だからそんなことが言えるんです。いいですか、こんなこと言ってもおかしな子だと思われるだけかもしれませんが、私が自分の望むように生きようとする限り、私は魔術師の敵になるんです！　私に肩かた入いれするというのは、魔術師にとって限りなく──悪なんです！」

　ユローナは扉とびらに手をかけ、立ち止まった。

「私は優秀な子に、私の記憶を残したいだけ。それが真実に至る一番の道だと思うから」

「……それでも私はっ」

　ミカは勢いを失って言いよどんだ。ユローナが自分のことをどこまで知っているのか、ミカにはわからなかった。ミカの正体を知っていたら弟子にするだのなんだのということは言わない気がしたが、彼女の紫むらさきの目はすべてを見み透すかしているようでもある。

「あなたの望みは？　ミカ」

　その答えは、考えずとも、ぽろりと喉のどの奥から押し出されてきた。

「……人間として、ただ人間として生きること……」

　悔くやしさと絶望を滲にじませた言葉に、ユローナは微笑ほほえみ、囁ささやいた。

「あなたの望みは叶かなえられるわ」




　その言葉だけは、ずっと覚えていた。

　忘れられなかった。




　最初のうちは逃とう亡ぼうを試みはしたものの、ユローナの屋や敷しきで過ごす日々はミカにとって思いの外快適だった。少なくとも屋根はあるし食事もあるし風ふ呂ろにも入れる。

　しかも、あの男がいない。

　ミカは夜一人でベッドに入る時や、珍めずらしくイルザークのいない食しよく卓たくなどで、自分の人生を変えた、いわばイルザークにとってのユローナに当たる人物のことを考えた。

　彼は十代の少年の姿をしていた。バゼルと名乗り、金色の目でミカを見つめて、いともたやすく彼女の本質を見み抜ぬいた。いや、彼自身が、ミカの本質に深く関かかわっていた。彼とミカは切っても切れない関係で、ある意味親子の絆きずなより濃こいもので結ばれていた。

　その彼の元から、ミカは逃にげ出したのだ。

　逃げきれるわけがないと思っていた。そのうち見つかって連れ戻もどされると思っていた。

　だがユローナに拾われて以来、ミカはあの男の姿を見ていない。

　だから、ほんの少し、思ってしまった。

　もしかしたら、彼はこのまま自分のことなど忘れてしまってくれるのではないかと。




　何日経たったのだったか──ミカはちょっと数えてみた。

　数えて、驚おどろいた。

「もう一月近く経ってるんですね」

　いつもの朝食の席には、やはりイルザークがいた。

　イルザークは口をもごもご動かし、すぐには返事ができないようすだったが、それでも目で、何が、と訊きいてきた。

「私がユローナに拾われてからです」

　イルザークは口の中のものをいつものオレンジジュースコーヒーで飲み下した。

「ああ、そうだね」

「……ユローナは、私を《学園》に引き渡わたす気はないんですか？」

「んー。ないんじゃないかなあ。交こう渉しよう難航してるって言ってたし」

　また一口、いつもの特製圧縮サンドウィッチを頰ほお張ばる。

「んぐぐ。その、君の追つい跡せきチームにね、ちょっとうるさいやつらがいるみたいで。ユローナのことすごく恨うらんでるから、とても取引に応じそうにないんだってさ。ユローナとしても、君に個人的な興味がわいたとかなんとか言ってたし。《学園》に、って話は立ち消えかなあ」

「……そうですか」

　ミカは呟つぶやいて、カフェオレの面おもてを見つめて考え込んだ。

　イルザークの話が本当なら、追跡チームのリーダーの手しゆ腕わんにもよるが、ユローナとの交渉が取りやめになる可能性が出てきたことになる。

　では──もしそうなった場合、自分は、どうなるのだろう。

　ユローナは本気で自分を弟子にするつもりなのだろうか。

　ユローナとは、相変わらずたまの夕食と実験で言葉をかわす程度だ。本心は計り知れない。

　だが、ユローナの許もとにいれば、あるいはあの男からも逃げられるかもしれない、という考えも頭を掠かすめていた。ユローナに《学園》との交渉のつもりがないのなら、稀き代たいの天才魔術師のそばというのはミカにとってある意味最も安全な場所になるのだ。

　ただ、やはりリティーヤのことが問題だった。

　ユローナはリティーヤを狙ねらっている。ミカに受け入れ難がたいのは、ユローナの弟子になることで、リティーヤを苦しめる片棒を担かつぐような事態だ。そもそも、何故ユローナがリティーヤを狙うのかもわからない。

　この人は知っているんだろうか──ミカは視線を上げ、向かいでスクランブルエッグとソーセージとポテトサラダと果物とおまけにクッキーを全部まとめてパンに挟はさんで食べている男を見やった。

「ん？」

　もぐもぐと口を動かしながら、イルザークは小首を傾かしげる。

「……リティーヤについて、何かご存じですか？」

「うん」

　ダメもとで訊いてみたつもりが、意外なことにイルザークはあっさり頷うなずいた。

「色々ご存じ。君は、リティーヤの友だちなんだよね？　あの子ボケボケしてるけど言うこと言うよね。俺この間はちょっときついこと言われちゃったよ」

　ミカはイルザークを見つめた。ここ一月話し相手といえば彼しかいなかったので、かわした言葉はそれなりに多い。そこからミカが摑んだ彼の人間性と、彼がユローナの部下であるというゆらがぬ事実とは、ひどく矛む盾じゆんしたもので、ミカはその矛盾の扱あつかいに少し困っていた。

　だが、そう、彼は人の良い気さくな人物に見えるが、ユローナの部下なのだ。

　ミカの視線に気付いて、イルザークは苦く笑しようを見せた。

「そんな怖こわい目で睨にらまないでよ」

　ミカは視線を逸そらし、カフェオレを一口飲んで呟く。

「あの子に何かひどいことしたんでしょう」

「んー……ちょっと、したかなあ」

「あの子を傷つけるようなことはしないでください」

「……何、君」

　イルザークの目が、半分面おも白しろそうに、半分困こん惑わく気味に、ひとつまみの意地悪を込めて笑う。

「リティーヤのお母さん、かい？」

「友人です」

「リティーヤが誰とどういう人間関係築こうと、君に関わりが？　君だってリティーヤを傷つけたわけだろう？　リティーヤがこの街まで君を捜さがしに来たの、俺も知ってるよ」

　その言葉に、ちくりと胸を刺さされ、思いを吐と露ろする。

「そうですね。私もあの子を傷つけてる。だから私は自分が許せない」

　ミカの感情の片へん鱗りんを読み取ったのだろう、イルザークは微笑むが、その笑えみには先程より困惑が多めに配合されているように見える。

「……友情、っていうか、それ執しゆう着ちやくって言わない？」

「言葉なんて」

　バカにしたように笑って言い捨てる。視線を落としたカフェオレの面おもてに歪ゆがんだ自分の顔を見付けて、スプーンを突つっ込みそれを崩くずす。

「……リティーヤを傷つけないと約束はできないけど」

　イルザークがオレンジジュースコーヒーをカップに注ぎながら言った。

「俺も、可愛かわいい子を痛めつけるのは趣しゆ味みじゃないよ」

「……そう願います」

「ん──君もどう？」

　イルザークはピッチャーを掲かかげて言った。

　ミカはこれまでに数度勧すすめられていたが、勿もち論ろん、一度も飲んだことはない。

　今日も断ろうとして、ふと思いとどまる。

「……じゃあ、ください」

「うん」

　嬉うれしそうにイルザークは頷き、新しいコーヒーカップにピッチャーの中のものを注ぐ。

　ミカは、オレンジジュースとコーヒーが半々のため、すでに湯気も見えない温度になったそれを、一口飲んだ。

　少し酸すっぱい気がするが、最近ミカは味覚が鈍にぶっているのでよくわからない。

　固かた唾ずを吞のんで見守るイルザークに、ミカは小首を傾げて言った。

「……薄うすいコーヒー？」

「…………えー…………」

　イルザークはひどく残念そうだった。

「そうかなあ。この、搾しぼりたてのオレンジジュースとコーヒーの芳ほう香こうが入り混じって、複雑なハーモニーを醸かもしてるような気がしない？」

「飲めないわけではありませんけど」

「今度こそ後こう継けい者しやができたかなーとか思ったのに」

　頰ほお杖づえをつき、恋こい人びとにふられでもしたかのように物もの憂うげに嘆たん息そくする。

「後継者？　というのは……」

「いや。《蛇のスネー目連ク・ア隊イズ》はやめちゃったけど、俺も先せん輩ぱいから教えてもらったものはちゃんと人に伝えていきたいわけ。そうじゃないと俺で終わっちゃうわけで、せっかく俺を見込んで教えてくれた先輩に申し訳が立たないだろ？　それなのにさあ、みんないやがるんだよなあ」

「…………まあ、少しマナー違い反はんなところもありますし」

　あえて味の方には触ふれず、ミカは言った。

　もう一口飲むと、今度は多少オレンジの酸味が感じられた。

「マナーより俺には先輩の教えの方がよっぽど大事だよ。俺にとって先輩は大恩人だったんだ。昔、色々あってやけになってた俺を、彼女が叱しかって、救ってくれてさ。自分を傷つけるような無茶はやめてしっかり生きろ、生きることを投げ出すな、って。そんな恩人から教え込まれた技術を次の世代に伝えていけないってのは、やっぱり心苦しいものがあってね」

　イルザークの言葉は奇き天て烈れつで珍ちん妙みようだったが、ミカには少し理解できた。

「イルザークさん、ユローナと同じこと言ってます」

　ちょっと嫌いやそうな顔をして──ユローナと同じと言われたことが嫌ということになる──イルザークがミカを見る。

「彼女の実験です」

「ああ……何してんだか、俺には教えてくれないもんだから」

「イルザークさんの、したかったことですよ」

　ミカはこの一月毎日用意されていながら手をつけていなかった、サラダやベーコンが載った皿を見て、慰なぐさみに葡ぶ萄どうを一ひと房ふさ摘つまんでみた。

「魔ま術じゆつの伝承というのは限界があるんです。魔術は、多分に感覚的なもので、人によって使うコツがまったく違ちがう場合があって……だから、たとえどんな凄すごい魔術を開発したとしても、それが他ほかの魔術師に扱えないものであれば、一代きりで失われてしまうんです。ユローナは、その感覚を伝えることができれば、そうやって失われてしまう魔術というのをなくせるんじゃないかと考えたんです。で、今はそれだけではなくて、魔術以外の知識や技能──つまり記憶そのものにもそれを応用しようとしています」

　房から一粒取って、丁てい寧ねいに皮を剝むく。転がり出てきたのは、半はん透とう明めいの濃こい紫むらさきの粒。

　ユローナの目のようだと思い、それをためつすがめつ眺ながめて、口づけするようにひと齧かじりして味をみる。

　渋しぶみで、舌先が痺しびれる。

「……これ甘くないですね」

　自分の仕草をいちいち眺めていたイルザークにそう感想を漏もらすと、彼は小さく笑ってそれには答えず言った。

「つまり、そういう魔術が開発されたら、俺のこの伝統的食事作法の後継者も、簡単に育成できる、ってわけか」

「まあ、希望者がいればの話ですが」

　ミカは種が気になったので先にちょいちょいとつついて出してしまう。

「うーん、でも、そういう魔術では、受け継つげないものがあるんじゃないかなあ」

「……たとえば？」

「たとえば、志、とか」

　残りの葡萄の粒を口に放り込むと嚙かまずに飲み込み、喉のどの奥を異物が通過していくのを感じながら、指に残った汁しるを舐なめた。

「志、という意味であれば──」
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「手首」

「え？」

「垂れてる」

「ああ」

　ミカは白い手首に唇くちびるを押し当て、葡萄の汁を啜すすった。

　不意に向かいの席から手が伸のびて、顎あごを摑まれる。

　対応できずにいると、ナプキンで口元を拭ぬぐわれた。

　白いナプキンに、紫の染しみができた。

「……どうも」

「どういたしまして。で、君は何が好き？」

　汚よごれたナプキンを脇わきに置いて、彼は言った。

「果物だよ。甘くなかったんだろう？　好きな果物言ってくれれば、用意するけど」

　ああ、なるほど、とミカは思う。果物をえり好みできる程度には、まだまだ自分はこの屋や敷しきにいることになるのだ。

　少し考えてから答えた。

「では、良い葡萄を」

「……手配するよ」

　イルザークはおかしそうに笑った。

　襲しゆう撃げき者の一団が屋敷に乗り込んできたのは、その三秒後のことだった。

　最初に爆ばく音おんがしたのは覚えている。食堂ではないが、同じ階のどこか──おそらくは玄げん関かんかどこかで、爆発が起こったのだ。

　激しい衝しよう撃げきが襲おそい、壁かべの飾かざり棚だなが倒たおれ、中のものが割れ、ミカは椅い子すから床ゆかに投げ出された。

　腕うでを摑んで立たせてくれたのはイルザークだった。

　彼はテーブルを倒して扉とびらの前に置き、椅子の上に置いてあったサーベルを手に取ると、彼女を窓から外に押し出した。

　その時、強い衝撃を受けて扉が揺ゆれた。

　扉は外からの力がかかって一いつ瞬しゆんたわむように見え、次の瞬しゆん間かんには力に耐たえきれなくなった表面に亀き裂れつができる。砕くだけた木材の隙すき間まから斧おのの刃はのようなものが見え、引っ込み、再び衝撃。扉の前に置かれたテーブルが、扉の向こうからの攻撃を受けるたびに揺れる。

「行って」

　イルザークの声が耳に滑すべり込む。

「どこに──」

　そんな答えを返すことしかできなくて、ミカは自分に半ば呆あきれる。

　やりとりの最さ中なか、ついにテーブルが押しのけられ、扉を開けて奇き妙みような集団が躍おどり込んできた。

　首から上が、醜しゆう悪あくな表情のキツネだった。

　後から、それはキツネの頭部そのものなのではなく仮面なのだと気付いたが、ぱっと見た時は人間の頭がキツネにすげ替かわったのかと思い、ミカは心臓が潰つぶれそうになった。窓まど枠わくを越こえていたため危あやうく頭から落ちそうになって、イルザークに支えられた。

「逃にげるんだ」

　イルザークが囁ささやく。ミカの身体からだを庭の方へ押し出し、自分は残ってサーベルを鞘さやから抜ぬく。

「────」

　ミカは自分が何か叫さけんだと思ったが、何を言ったのかわからなかった。

　ただイルザークはちらりとミカを見て、どういうわけか小さく笑った。

　ミカは駆かけ出し、庭を突つき抜け、追っ手のキツネ面を一人二人魔術でやり過ごし、裏手から屋敷を出た。

　その、小さな木戸を潜もぐり、裏の雑木林に出る手前で、ミカは立ち止まった。

　キツネ面の人物が、行く手の木立を背景に立っていたのだ。

　ずいぶんと小こ柄がらなその人物は、キツネ面をとって素す顔がおをさらした。

「やあ、迎むかえに来たよ」

　仮面の下から、繊せん細さいな風ふう貌ぼうの少年の顔が現れた。

　少年は──バゼルは、金色の、金属めいた輝かがやきを放つ双そう眸ぼうを細めて笑っていた。

「かくれんぼは、お終しまいだ」

　そうして、彼女の平へい穏おんな一時は終わりを告げた。
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　バドはゆっくりと手を握にぎり、開いた。指の一本一本の動きを追う。右の小指に少しひきつるような感かん触しよくがある。魔術で再生を促うながされた皮ひ膚ふは、まだ新しく、薄うすく、伸しん縮しゆく性に欠ける。

　だが、とりあえずはこんなものだろう。

　彼は入院中の身の回りのものをまとめた鞄かばんを持ち、病院の正面玄関から通りに踏ふみ出した。




「迎えに行くとヤムセさんから連れん絡らくがあったはずでしょう」

　そう猫ねこなで声を出したのは、バドが最初の角を曲がったところで行き合ったゼストガだ。バドは荷物を持とうという彼の申し出を断って、秋にしては強い日差しの反射する石いし畳だたみの歩道をコツコツと靴くつ音おとをさせて歩いた。

「別にいらんと言ったのだがな」

「そういうわけにはいきませんから──そこの通りを右です」

「場所は聞いている。十分かそこらだろう、何もわざわざ迎えに来ることはなかったのだ」

「でも、せっかくバドさんとお話しできる機会ですから」

　ゼストガはしつこく言った。バドはちらりと彼を見る。一歩後ろからついてくるゼストガは、多くの通行人の中にあってもとりわけ目立った。その銀ぎん髪ぱつと、常に貼はり付けられた本心と見まがう優やさしげな笑えみと、整った顔立ちのせいで。

「忘れてらっしゃるかもしれないので確かく認にんしておきますけど、僕、リティーヤさんのことよろしくお願いします、ってバドさんに言いましたよね？」

「…………」

「リティーヤさんが暴走しないように、と。それなのに──これはいったいどういうことなのでしょう？　どうしてリティーヤさんはフレアバタンなんかにいて、どうしてバドさんは見て見ぬふりをしていたんでしょう？」

「俺は考えておく、と言っただけだ。君の提案を受け入れたわけではない」

「……しかし、フレアバタンですよ？」

　声に僅わずかに苛いら立だちが籠こもる。バドは少し足を速めた。さっさとホテルに行って自分の部屋に閉じこもってしまいたかった。

「フレアバタンがどういうところかあなただってご存じでしょう？　この街には、リティーヤさんのお兄さんが──」

「リティーヤは何も兄を追ってきたわけではない。彼女はまだそんなことは何一つ知らないんだ」

「……喋しやべってはいないのですか？」

　意外そうな、探さぐるような口調だ。バドは一回り歳の離はなれた男をじろりと見やった。

「喋っていたらあの子はもっと暴れているだろうが」

「なんだ」

　ゼストガは明るく言い、笑った。

「それなら僕らはまだ共犯者ですね」

「…………」

「あなただって認にん識しきしてる、ってことですよね、リティーヤさんがお兄さんのことを知ったら、とても無茶なことをするかもしれない、って。そして、リティーヤさんに無茶をさせたいとは思っていない。じゃ、引き続き見張りお願いしますね。リティーヤさんがうろちょろしそうだったら、必ず僕に教えてください。これはリティーヤさんのためになることなんですから」

　バドは答えず足を進めた。ホテルが見えてきた。だんだん我が慢まんならなくなってきて──彼は実のところ気が短い──いきなり立ち止まってゼストガに向き直った。

「リティーヤは確かにバカで騒そう々ぞうしくて鬱うつ陶とうしい娘むすめだが、学びたいと思っているし家族に会いたいと願っている、ごく普ふ通つうの少女だ。君らはそれを失念していないか？」

「しかしあのひとは特別な存在なんです。魔ま導どう書調査委員会にとって──《学園》にとって」

「彼女だって《学園》の学生だ！」

　珍めずらしく声を荒あららげたバドを、ゼストガは僅かに目を見開いて見つめる。

「……意外ですね」

「何がだね」

「あなたはリティーヤさんのことが嫌きらいで、どうせなら追い出して静かに研究生活を送りたいのだと思っていました。違ちがうんですか？」

「確かに俺はあの子が嫌いだし静かな研究生活を送りたい。しかしあの子はうちの研究室の後こう輩はいで、俺はロードマスターからよろしく頼たのまれているんだ。君から物を頼まれる前にな」

　ロードマスターは多た忙ぼうながら、今もまだ魔ま力りよく環かん境きよう研究室の名目上の責任者である。副学長の名に、ゼストガの表情が動く。幾いく分ぶん不快そうだ。

「まあ、なんでも良いんですけど──バドさんもなんだかんだ言って、結局リティーヤさんにお兄さんのこと伝えてないということは、僕に協力してくださると考えて良いんですよね？　ああ、そんなに難しい顔をしないでください、ただ、リティーヤさんについて、僕とバドさんは協力し合えるというだけのことなんですから。ね？　お互たがい、協力してリティーヤさんを守っていけば良いんです」

　腕に触ふれようとしたゼストガの手をはね除のけ、バドはまたホテルに向けて歩き出した。

　自分の持つ鞄を一いち瞥べつする。その中には、一束の書類が入っている──。

　リティーヤの肉親の所在についての、書類が。

　書類を意識した途と端たん鞄が急に重くなった気がする。イヌのように追いかけてくるゼストガが憎にくらしくなって、バドは視線を肩かた越ごしにやり、言ってやった。

「幾いくら守護騎き士しを気取っても、しつこくするとお姫ひめ様に嫌われるぞ」

「……別に嫌われたって構いませんよ」

　ふてくされたような、驚おどろいたような表情が見える。バドは口の端はしをつりあげて笑った。

「本当に？　……それとも気付いていないのかね？」

「……？」

「いや、君は自分の感情に気付かぬほど愚おろかではあるまい。気付いていないふりをしているのか」

　何のことか、と尋たずねるのもしゃくなのだろう、ゼストガは黙だまっている。

　バドは相手に与あたえるダメージを計算し、ねらい澄すましたタイミングで最初の一いち撃げきを放った。

「好きなんだろう？」

「────」

　案の定、相手はきょとんとした。バドはこれみよがしに嘆たん息そくし、首を振ふった。ホテルに着きそうだったので、少し足を緩ゆるめる。

「しかしだな、幾ら好きといっても、そんな態度では伝わらない。伝わらなくても良いと思っているのかもしれんが、だからといって嫌われたいわけではなかろう？　もう少し、紳しん士し的にだな……」

「ちょ──っと待ってください、今何を」

「リティーヤは外出といえば俺のところに見み舞まいにくるくらいしかなかったようでな。最近の君の態度について散々ぐちっていったのだ。やれ冷たいだの、やれわけがわからないだの……だが、傍はたから聞いていると、君の態度の変化というのはとても明確な理由に基もとづいているとすぐにわかるのだ。つまり、君はリティーヤに恋こいしてしまったのだ」

「…………っ！」

　やっと言葉の意味が頭に入ってきたのか、ゼストガの顔が真っ赤に染まる。理由は怒いかりとも羞しゆう恥ちともつかないが。

　ゼストガはバドの腕うでを摑んで引き留めようとしたが、バドはそれをひらりとかわして先を行く。ゼストガが追ってくる。

「ちょっと待ってくださいバドさん恋こいってどういうことですか僕があの人に……く、口にするのもおぞましいですけど好意を寄せているとかそういうことですか！」

「他ほかにどういうことがあるのだ」

「あ、あのですね！　僕があの人に惚ほれるとかそんなことは絶対に絶対にないんです」

「何な故ぜ？」

「何故って……だ、だってあの人は歩く問題製造機でおバカで落ち零こぼれで無神経で僕の神経逆さか撫なでするようなことばっかりで女性らしい魅み力りよくなんて本当にまったくない人なんですよ！　大体《学園》の魔ま術じゆつ師し同士で恋れん愛あいだのなんだのは禁じられてるんです！　僕がそんな出世に響ひびきそうなことするように見えますか！」

「内規で禁じられているのは結けつ婚こんだ。勿もち論ろん、恋愛もまずいが。まあ、とりあえずこの件はヤムセにも言っておく。あいつが指導教官だからなあ」

「バドさん!!」

　ゼストガの絶ぜつ叫きようを心ここ地ちよく聞きながら、バドは少しだけすっきりした気分でホテルのエントランスに入っていった。




　ノックに応こたえて出てきたのは、ヤムセだった。

「ずいぶんとまた根暗そうな顔をしているな」

　バドは荷物を部屋に運び込むと、扉とびらを閉めながらそう言った。

　そこはヤムセが使っている二人部屋で、空いているベッドをバドが使うことになったのだ。

　ヤムセは自分のベッドに腰こし掛かけ、気難しそうな顔で頰ほお杖づえをついていた。

　仮か眠みんでもとっていたのだろう、シャツにズボンを身につけただけで、少し腫はれた顔をごしごしと擦こすり上げている。

「疲ひ労ろうか」

「寝ね不ぶ足そくではあります。頭痛がひどいもので」

「…………頭痛か」

　バドは少し興味を抱いだいて呟つぶやき、脱ぬいだコートをコート掛かけにかけると、向かいのベッドに腰こしを下ろした。

「いつからだ」

「さあ……フレアバタンに入る前後だと思いますが」

「おまえ、以前ユローナに記き憶おく操作を受けた可能性があると言っていたな。それに関かかわるのではないかね？　忘れさせられていた記憶というのは、すべて思い出したのか」

「大部分は。ただ、幾つか矛む盾じゆんがあるので、忘れている部分がまだあるのだと思いますが……」

「ふむ。魔ま術じゆつが破れかけているのだろうな。そこまで来たら俺でも破れるかもしれんが……どうする？」

　記憶というのは個人的な問題だ。魔術を破る過程であれ、その記憶に触れられるのは良いものではない。バドの意図を理解して、ヤムセは軽く首を振った。

「少し様子を見ます」

「まあ、そうするのが良いだろう。あるいは、魔術自体はもう破られている可能性もある」

「……？」

「魔術が破られたからといって、すべての記憶が一度に回復するわけではない。自分がその記憶から目を背けていれば、回復は遅おくれるものだ」

「目を背そむけているつもりはないのですが」

「無意識の話だ。面めん倒どうな話だよ──ところで、ヤムセ」

　バドは足を組み、幾らか申し訳なさそうな顔をして言った。

「頭痛の種を増やしても良いかね？」




　旧市街のごたごたに巻き込まれてケガを負い、入院していたバドの退院をリティーヤが知らされたのは、その日の昼を過ぎてからだった。

「バドさん、退院おめでとーございます」

　リティーヤは開いた扉の隙すき間まからひょいと顔を覗のぞかせた。

　扉を開けて迎むかえてくれたはずのバドが、問答無用でその扉を閉めようとした。首を挟はさまれる恰かつ好こうになったリティーヤは当然抵てい抗こうする。

「バドさっ……ぐえ、ちょ、死ぬ！」

「そこにいたのかリティーヤ。気付かなかったよ」

「いや絶対気付いてましたよね？　目、ばっちり合いましたよね？」

　なにくわぬ様子のバドの背にそう呟きつつ、リティーヤは部屋に入った。

「バドさんて退院したら《学園》に戻もどるんだと思ってました」

「逃にげるタイミングを逸いつしたのだ」

　バドはそう答えながら、そこそこ広い寝しん室しつの真ん中に座り込んだ。家具の配置がおかしいから、テーブルと椅い子すを脇わきに除よけて確保したスペースらしい。

「……何してんですか？」

「ゼストガがつてを使って現場のものを持ってきたのだ。煉れん瓦がだの壁かべの切り石だの食器だの……」

　確かにバドの周辺には彼が今言った通りのものが散らばっている。花束の描えがかれた壊こわれたティーカップ、割れた煉瓦、石の欠片かけら、テーブルクロスの切れ端はし。

「で、現場で襲しゆう撃げき時に何があったのか、魔術で読み解こうというわけだ。時間のかかる面倒な作業で、その上少し特とく殊しゆな部類に入るものだから、追つい跡せきチームには他にやれる人間がいなかったらしい」

「ふーん。で、現場とか襲撃とかって何のことですか」

「────」

　バドは愕がく然ぜんとした顔で、そばに屈かがみ込むリティーヤを見やった。

「まさか、知らされていないのか？」

「何をですか？」

「……郊こう外がいの屋や敷しきが何者かに襲おそわれた。最終的には火事で燃え落ちたようだが、その前に爆ばく破はされた痕こん跡せきがある」

「はあ。爆破？」

　知らなかったのか。そう繰くり返し呟いて、バドは憂ゆう鬱うつそうに語った。

「その屋敷の所有者は《貴族院》の幹部だった。屋敷にはユローナと思おぼしき人間の出入りが確かく認にんされていた。その屋敷がユローナのフレアバタンでの拠きよ点てんだった、あるいは拠点の一つだったのだ」

「…………へ？」

「追跡チームは屋敷にミカ君がいたと見ている」

　リティーヤは心臓が止まるかと思った。

「つまり、何者かにミカ君のいた屋敷が襲撃されたのだ。まだ彼女の生死は確認されていない」

　黙だまりこくった彼女に、バドは言った。

「ゼストガが詳くわしいことを知っているはずだ。彼に聞くと良い」

　リティーヤはそれを聞くと立ち上がって部屋を飛び出した。




「ゼストガさんっ！」

　自分の声が自分のものではないように聞こえる。

　ゼストガはいつもの会議用の大部屋の前に立っていて、ちょうど部屋に入ろうとしていたところだった。手には書類の山を持っていて、背後から聞こえたリティーヤの声に驚おどろいたのか、その書類が危なっかしく揺ゆれる。

「ああ、ちょうど良かった、開けてくれませんか、ドア……」

「バドさんから聞きました」

　リティーヤが扉を開けることなくそう言うと、ゼストガはひくりと表情を引きつらせたようだった。

「いや──違ちがうんです、あれはバドさんの勘かん違いでして、僕ぼくは断じて──」

「ミカ、無事なんですよね!?」

「──は？」

「だから、ミカ！」

　ゼストガの顔から、狼ろう狽ばいの色が消えていく。彼は疲つかれたような顔でため息をついた。

「ああ……なんだ、そのことでしたか」

「なんだ、って、それひどくないですか!?　ミカのこと、黙ってたんですよね!?」

「別に報告の義務はありませんから」

　最近とみに目立つようになった、突つき放はなすような態度で、ゼストガは言った。

　その態度に頭の芯しんがカッと熱されるのを感じながら、リティーヤは精せい一いつ杯ぱいの理性で拳こぶしを握にぎりしめるに留とどめた。

「ミカは無事なんですよね」

「まだわかっていません。何も」

「何も、って──」

「襲撃があったのは昨日のことです。僕らがそれを摑んだのは今朝。今事実確認の真っ最中ですよ。そもそもその屋敷にミカさんがいたのかどうかもまだはっきりしていないんです。ユローナの姿は何度か確認されていますが、ミカさんの姿は結局一度も確認されていないんですから」

　ミカがいたかはわからない──だが、そう言われて安あん堵どすることもできず、リティーヤは問い続ける。

「襲撃なんて誰がやったんですか」

「言っておきますけど僕らじゃありませんよ」

　ゼストガは書類の重さにか、それともリティーヤのしつこさにかはわからないが、うんざりした様子で言った。

「先程も言った通り、ミカさんの姿は確認されていなかったんですから。幾いくらなんでもそんな状態で突とつ入にゆうなんてしません」

「だから誰がやったんです!?」

「まだ公式発表はされてません──ちょっとこっちへ」

　ゼストガに促うながされ、リティーヤは廊ろう下かの先の別の部屋に入る。確かゼストガの使っている部屋だ。

「まったく、あんな廊下で堂々と話す内容でもないでしょうに──この間のキツネ面は覚えてますか？」

　ゼストガはリティーヤにドアを閉めさせると、ベッドとテーブルと椅子の置かれた部屋の中の、椅子に彼女を座らせた。

　リティーヤはテーブルに書類を置いたゼストガに、小さく頷うなずいた。

「覚えてます。国こく粋すい主しゆ義ぎ者だか神秘主義者だか──」

「両方ですよ。今回の襲撃現場にキツネの面が転がっていたみたいで──まあ、捜そう査さ資料を見ることができたわけではないんですが」

「じゃあ……その連中が？　でもどうして？」

「さあ、犯行声明が出たわけではないのではっきりとは。ただ、ユローナやミカさんは彼らにとって外部の異い端たん者になりますからね、そういった人間が《貴族院》に居座り続けることを嫌きらったとも考えられます。ユローナの扱あつかいを巡めぐっては、《貴族院》内部でもごたごたがあったようですから。……少し落ち着いてください」

　ゼストガが水差しからグラスに水を注いでリティーヤの前に置いた。

　リティーヤはそれに手を伸のばしはしなかった。

「……追跡チームだって」

「はい？」

「追跡チームだって、ユローナのことでごたごたしてたじゃないですか。あれがなくて、もっと早く話し合いがまとまってたら、ミカを助けられてたかもしれないのに──」

「……結果論ですよ」

　リティーヤは両手をスカートの上で握りしめ、ゼストガを見上げた。

「この後どうするつもりなんですか。ミカのこと……何か手て掛がかり、あるんですか」

「あなたに報告することではないんですよ、リティーヤさん。……そろそろ、《学園》に戻もどったらどうです」

　がたり、と椅い子すを鳴らして。

　リティーヤは立ち上がり、部屋から出ていこうとした。

「リティーヤさん。どうするつもりです？」

「先生に会います。先生からも話訊きます」

　ゼストガが突とつ然ぜんリティーヤの腕うでを摑んだ。ドアノブに手を伸ばしていたリティーヤは、驚いて彼を振ふり返った。

　視線が合い、彼の表情に気付いた。

「……ゼストガさん？」

「あなたにできることはありませんよ。ヤムセさんに相談したところで何も変わりません。それとも──」

　ふてくされた少年のような顔だ。敵意とも悪意とも痛みともつかないものが、その表情にちらりと過よぎる。怒おこっているか、傷ついているのだ、とリティーヤは思った。

「それとも、僕の言葉を信じられませんか。僕では……頼たよりになりませんか」

　その言い草に何か違い和わ感かんを覚える。

　……その言い方だと、ゼストガは、リティーヤに頼りにしてもらいたがっている、ということになるのだ。

　彼の普ふ段だんの様子からは到とう底ていそういう感じはしなかったので、リティーヤは何とも形容し難がたい顔で、彼を見やった。

「……あの」

　その時、ドアがノックされ、ゼストガがノックに応こたえる前に扉とびらが開いた。

　リティーヤはドアの目の前に立っていたため、ぶつかりそうになる。慌あわててゼストガが腕を引いて避よけさせてくれた。

　入ってきたのは、ヤムセだった。

「ヤムセさん？　ノックというのは、返事がある前に扉を開けたら意味がないのですよ、知りませんでしたか？」

　ゼストガはヤムセの仏ぶつ頂ちよう面づらを見て、訝いぶかしげに、しかしいつもの嫌いや味みは忘れずに言った。

　ヤムセは、にこりともしないで、ゼストガを見ている。

　……リティーヤの腕を摑み、ぶつかりそうになった扉から守るため、彼女を抱だき留とめた恰かつ好こうになっているゼストガを見ている。

「あ」

　ゼストガは気付いて手を離はなした。

「リティーヤ」

　いつもより低い師の声に、リティーヤは怒られるのか、身に覚えがないけど、と警けい戒かいする。

　しかし彼はゼストガから視線を逸そらさないまま、言った。

「部屋に戻ってろ」

「あ……はい」

　ヤムセはそのまま残っていて、リティーヤが外に出ると扉を閉めた。

「……？　なんだろ」
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　リティーヤは廊下で首を捻ひねりながら、ゼストガの部屋の扉を眺ながめた。




　ヤムセが後ろ手で扉を閉めて言った。

「バドから聞いた」

　ゼストガはいやな予感を覚え始めていたが、その第一声が先程のリティーヤと一いつ緒しよだったので、事態の把は握あくに一いつ瞬しゆん時間がかかった。

「何のことで──」

「一度話をつけておこうと思っておまえを捜さがしていたら、ピーシィが教えてくれた」

　ピーシィというのは追つい跡せきチームの魔ま術じゆつ師しで、ゼストガと同じ魔導書調査委員会に──。

「おまえがリティーヤを部屋に連れ込んでたと」

「────」

　ゼストガの頭の中で警けい鐘しようが鳴り響ひびいた。

　彼は迷わず距きよ離りを取ろうとして後あと退じさった。狭せまい室内のこと、すぐに腰こしがテーブルにぶつかる。

「ヤムセさん、あの、誤解──」

「ゼストガ」

　ヤムセの腕が伸びた。ゼストガは胸むなぐらを摑まれる。稀き代たいの天才女魔術師と内部調査局の生ける伝説と化した元局長に魔ま術じゆつをたたき込まれ、南部の対魔術師戦せん闘とうの専門家集団である《蛇の目連隊》で鍛きたえられ、今は各国政府高官や魔術師組織の幹部たちと渡わたり合う広域特別渉しよう外がい担当官の任に就つく男が、ゼストガの胸ぐらを摑み、目を覗のぞき込み、その経歴に見合った迫はく力りよくで、自分の監かん督とく下にある学生に手を出そうとしていた無む思し慮りよな相手への怒りと、そのことをわざわざ注意しなければならない面めん倒どうくささから来る苛いら立だちと、ついでに日常の些さ事じによって溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんを叩たたきつけるように言った。

「中ちゆう途と半はん端ぱに手を出してうちの生徒の将来ぶち壊こわしたら、政治的に抹まつ殺さつするぞ」

「──誤解ですってば！」

　ゼストガは泣きたくなって絶ぜつ叫きようした。

　ヤムセはゼストガを解放すると、こめかみを押さえ、長く嘆たん息そくし、首を振った。

「まったく、なんでよりによってアレなんだ……」

「だから誤解だって言ってるでしょう！」

「早まった真ま似ねだけはしてくれるなよ」

　一方的に言って部屋を出ようとする。ゼストガは自分が脅おどしつけられたという事実と、言い分をまったく聞いてもらえないこの状じよう況きようとが、突然とても理り不ふ尽じんなものであることに気付いて、ヤムセの背中を睨にらみつけた。

「ヤムセさんっ」

　面倒くさそうに、少しだるそうに、ヤムセが肩かた越ごしに振り返る。

　振り返ると思っていなかったゼストガは二の句が継つげない。

　ヤムセがちょっと眉まゆをひそめた。ゼストガは慌てて、とにかく思いついたことを言った。

「その──手の出し方が中途半端じゃなかったら、どうなんですか」

「…………」

　ヤムセは何か妙みようなものを食べてしまったような顔を──つまり困こん惑わくと、疑念と、驚おどろきと、不安と、一いち抹まつの不快の入り混じったような複雑な顔をした。

「……正気を疑う」

　そして部屋を出て行った。

　ゼストガは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくし、それからやはり理不尽さに苛立って、テーブルの上の書類を床ゆかにたたき落とした。
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　リティーヤの部屋にやってきたヤムセは、どこか疲つかれているようだった。

　ヤムセは最初の二週間続いた警察による事情聴ちよう取しゆ責めが終わると、今度は渉外担当官だからという理由で、連日の会議に駆かり出されていた。個人的なつてやら何やらを使っての情報収集も進めているらしく、まったくいつ休んでいるのだろう、という状態だ。

　だが、リティーヤはその彼にどうしても訊いておかねばならないことがあった。

「先生。相談したいことがあるんです」

　ヤムセは椅子に腰こし掛かけ、疲ひ労ろうのたまっているらしい目の間を揉もみながら頷うなずいた。

「ああ、私もおまえに話が──今なんと言った、相談？」

　何な故ぜ彼がそこに引っかかったのか理解できなかったが、リティーヤは、はい、と答えて、ヤムセの向かいの椅い子すを引いて座った。

「今、ゼストガさんから聞いて……」

「ゼストガに何か言われたのか」

「ミカのことで……」

　ヤムセはリティーヤの顔を見つめ、飽あきないのかと思うほど見つめてから、呟つぶやいた。

「……………………………………………ああ、そっちか」

「そっち？　他ほかに何があったっていうんですか」

「うむ。いや、そうだな」

　ヤムセは一人で納なつ得とくして頷きながら言った。

「そっちの話をしておこう。結論から言うと、おまえは《学園》に戻もどす。バドが同行する」

「…………待ってください先生」

「おまえの友人は、おそらく襲しゆう撃げきを受けて逃にげたか、連れ去られたかしたのだろう。遺体はなかったという話だからな。連れ去られた場合は、キツネ面どもが《貴族院》の一派である以上、《貴族院》との交こう渉しようになるだろう。ただ、ここまでくると、《貴族院》がキツネ面どもを制せい御ぎよできていない可能性が出てくるから、そうであれば、少々骨の折れることになる。それから、自力で逃げた場合だが、この場合は古王国の警けい戒かい網もう頼だのみだな。私も幾いくらかつてを当たってはみるが、うまくいくかはわからん」

「先生。待って」

「どちらにせよユローナが交渉に絡からんで来ないとなると、おまえがこの街に留とどまる理由もなくなる。おまえはユローナに対する撒まき餌えでもあったが──」

「先生！」

　リティーヤが絶叫し、やっとヤムセは口を閉じた。普ふ段だんはろくにしゃべりもしないのに、こういう時だけは饒じよう舌ぜつなのだ。リティーヤはそのことに頭の片かた隅すみで文句を言い、その他の大部分で、恐きよう怖ふと不安に怯おびえる心を叱しかりつけながら、必死になって事態を整理しようとしていた。

　震ふるえる手でスカートを握にぎりしめ、ヤムセを見上げた。

「先生。あたし《学園》にはまだ戻れない」

　ヤムセが気け怠だるげな目でリティーヤを見る。

「先生の話だと、ミカは少なくとも生きてるってことになるんですよね。それならミカを助けないと」

「それはおまえの仕事ではない。追跡チームが──」

「追跡チームが本来の仕事を果たしていたら、ミカは今行方ゆくえ不明になってなんかいません!!」

　怒いかりが一瞬不安を圧あつ倒とうする。抑おさえが利きかなくなって、まくし立てる。

「追跡チームが仲間割れなんかしなければ、今いま頃ごろ交渉まとめてミカ助け出せてたんじゃないですか？　あたしだって知ってます、あの人たちがユローナのことでああだこうだ言って──」

　ヤムセは手を上げリティーヤの話を遮さえぎり、短く冷たく言い放った。

「騒さわぐな」

「！　騒ぎますよ！」

　リティーヤはヤムセの冷たさを予想しながらも、予想通りのその冷たさに怒りを沸ふつ騰とうさせていた。

「だってミカが危ない目に遭あってるんですよ！　そりゃあたしには何にもできなくて、ほんと、追跡チームの周りうろちょろしてるくらいしかないかもしれないですけど！　でも、こうやって騒ぐ人間がいなくなったら、ミカのこと少しでも知ってる人間がいなくなったら、そしたら、追跡チームはミカのこと放っておいて、ユローナがどうとか、《貴族院》がどうとか、そんな話ばっかり始めちゃうんじゃないですか!?」

「彼らが本来の目的を忘れると何故おまえに言い切れる。私たちはそれぞれがなすべきことしかできん。おまえにできるのは《学園》に戻ることだ」

「なら先生には何ができるって言うんですか！」

　ヤムセの表情はゆらがない。リティーヤにはそう見えた。

　だから、つい言ってしまった。

「先生は、ミカを救えるんですか!?」

　ヤムセの頰ほおが僅わずかに動く。

　奥歯を食いしばったのだ、とリティーヤは一いつ瞬しゆん遅おくれて気付いた。

　ヤムセがミカを救おうとしているのは確かなのだ。そんなことはリティーヤにもわかっている。毎日交渉やら情報収集やらで忙いそがしくしているのは、ミカを救うためだ。きっかけはリティーヤではあったが、今はそれが彼の仕事になっているし、彼はリティーヤとは別にミカを救いたいと願っているのだ。バドが文句を言いながらもゼストガに協力しているのも、同じ理由からだ。魔ま導どう書調査委員会だって、ユローナとの交渉に反対した内部調査局だって、この事態を望んでいたわけではない。

　彼らは彼らなりにミカを救おうとして、そうしてその結果、失敗しただけなのだ。

　何もしていないリティーヤに、彼らの誰一人責める資格などない。

　だが、リティーヤにはあまりにもどかしかった。

　仲間割れで交渉の機会をどぶに捨てた追つい跡せきチームが。

　常と変わらない顔で淡たん々たんと帰れと言うヤムセが。

　何より、見ていることしかできない自分自身が。

　ヤムセが立ち上がる。その時咄とつ嗟さにリティーヤは謝らなければならないと思い、それからいつだったか枕まくらを彼の顔にぶつけてしまったこともまだ謝っていないと気付いたが、声をかけることはできなかった。

　ヤムセが部屋を出て行った後も、リティーヤは何もせず、何もできず、椅子に座り続けた。

　窓の外を、白い翼つばさを持った何十羽もの鳥が、群をなして飛んでいった。




　気が付くと夜が更ふけていた。

　リティーヤはその間自分が調査資料の整理をしたり、バドから《学園》帰き還かんの日程を知らされたり、それに合わせて持ち帰る荷物と発送する荷物の仕分けをしたり、食事を摂とったりしていたのは覚えているが、なんだかひどく現実感がなくて、終始ぼんやりしていた。

　今も机に向かっていたが、調査資料を整理する手はずいぶん前に止まり、ぼうっとランプの明かりを見ているだけだった。

　羽虫が一匹、明かりに寄せられ、ぱたぱたという音を立ててランプの傘かさにぶつかっている。

　光に透すかされ、白い身体からだが綺き麗れいな青やピンクに、ちらちら輝かがやいている。

　暑い夜だった──そういえば、ここ数日、暑い日が続いている。まるで夏に時間が逆ぎやく戻もどりしたようだ。今年の夏は涼すずしかったから、夏以上かもしれない。

「…………」

　ふと、瞬まばたきする。

　今、何か、引っかかった。

　目の前では相変わらず羽虫が踊おどっている。

　その羽根は、元々の白にくわえて、光のせいで青やピンクに輝いて──。

「ニジノ……ムシ……」

　リティーヤはその羽虫の名をやっと思い出して呟く。

　幼虫は水辺などで発見されるものの、成虫が発見されるのはきわめて稀まれで、羽化、繁はん殖しよくのシステムは解明されていない。研究所が火事にあった際、幼虫が一気に羽化したことがあり、そこから熱が羽化の条件の一つになるのではないかという話が──。

　熱。

　リティーヤは立ち上がると、発送しようと思って部屋の隅すみにまとめておいた荷物に飛びつき、その紐ひもを切り、中身を床ゆかにぶちまけた。

　座り込んだ彼女の周囲で、紙がばさばさと舞まう。それを摑んでは斜ななめ読みし、拾っては斜め読みしていく。

「二週間前から、ずっと気温高いんだ……」

　呆ぼう然ぜんと呟き、今度は別の書類を漁あさる。

「クロシロネズミ、ホノオヤマネコ、ケイコクブタガエル、それにニジノムシ……」

　呟いた名前の生き物たちは、すべてリティーヤがフレアバタンに入ってからの一月あまりのうちに見つけて調査したもので、どれも本来はこの辺りに棲せい息そくしない種ばかりだった。

　どの種も魔ま力りよくが高く、魔力環かん境きようの変化に敏びん感かんであるため、リティーヤもフレアバタンには今そういう変化があるのかと思う程度だったのだが──。

　この急激な気温上じよう昇しようは、どこかで覚えがある。

　その時も、魔力とか、魔術とかに関わる問題が起こっていた。

　リティーヤは、書類を膝ひざの上に置いて、自分でも、まさか、と思いながら呟いた。

「気温上昇させる……のよね、〈昼〉の石板て」

《グリーンワードの魔導書》、〈昼〉の石板。

　かつて温暖だった大陸には、〈昼〉〈夜〉〈流れ〉〈夢〉の四つの石板があって、それぞれが台座に収まることで魔力のバランスがとれてきた。二百年前大陸が大寒波に襲おそわれたのは、その四つの石板のうち、〈昼〉の石板が砕くだけ、台座から失われたせいだと言われている。

　かつて東部の小さな街で、リティーヤはその失われていた石板の欠片を見たことがある。

　小さな欠片だった。だが、それは本当に、大陸寒冷化の鍵かぎを握る真実の欠片だった。

　そして、その時も、街には季節外れの暑さが続いていた。

「……先生に言おう」

　リティーヤは立ち上がった。最近の彼の忙しさを考えると、ヤムセはまだ部屋に戻もどっていないかもしれないが、それならバドに相談すれば良いのだ。

　気候変動の開始時期は二週間前で、魔力指標生物──魔力が一定値以上に高く、適応できる魔力環境の幅はばが狭せまい生物のこと──が発見されるようになったのは一ヶ月以上前。時期が合わないようにも思えたが、そういった生物が魔力環境の変動を予知したという例もあるわけだし、もしかしたら──。

　考え考え、扉とびらの方を振ふり向いた。

　そこに一つの人ひと影かげがあった。

「！」

　驚おどろき、声を上げようとしたが、身体から突とつ然ぜん力が抜ぬけ落ちた。膝から崩くずれ落ち、床に倒たおれそうになって窓まど枠わくにしがみつく。魔術で運動神経か何かをいじくられているのだ、と気付いたが、こうなってしまってはどうしようもない。瞼まぶたすら思い通りにならず、喉のども思うようには声を出せない。

　それでも、扉の前にいる相手の名だけは吐はき出すように言ってやった。

「ミカ……！」

「声を出さないで、とか、私を追わないで、とか言ってもあんたには無む駄だだろうから」

　リティーヤの世代では随ずい一いちの優ゆう秀しゆうな成績で基き礎そ課程を修しゆう了りようしたミカは、マントのフードを取り払はらって顔を出すと、そう言って嘆たん息そくした。

　リティーヤには色々言いたいことがあったのだが、魔術はより強く肉体を縛いましめ、声はそれ以上でなかった。それでも表情はなんとか動かせたので、ミカを睨にらみつけるだけ睨みつけてやった。

　ミカは友人の視線にため息を一つ落とし、うんざりした様子で言った。

「あんたが今ありったけの罵ば詈り雑ぞう言ごんを頭の中で考えてるのはわかるわ。だから手短に用件だけ伝えるわね。私は無事でユローナにも《貴族院》にも追跡チームにも捕つかまってないわ。今のところね。今のところって言ったのは、彼らは私を追いかけていて、なおかつそれ以外のやつも私を追いかけているから。私がここへ来たのはそのため。あんたに、最後の追跡者について、警告を与あたえるためよ」

「……？」

　立っていることもできず、ずるずると壁かべにもたれてうずくまったリティーヤの前で、ミカは膝を折ってしゃがみこみ、その顔を覗のぞき込むようにした。

「あの男について──私を追ってるバゼルについて、あんたに警告するため」

　バゼル。その名前が頭の中で弾はじけて、キツネ顔の男にとって変わる。にたりと口の端はしをつり上げる獣けものじみた笑えみとキツネの毛皮のような髪かみと細い目。

「落ち着いて、よく聞いて。あの男を信じちゃダメ。あいつは私を狙ねらってるけど、それはあんたが欲しいから。あんたの心を思い通りにしたいから。自分のものにしたいから」

　リティーヤは相変わらず声が出ず、手に力を入れられず、ミカの言葉の意味を確かく認にんすることも、ミカの胸むなぐらを摑むこともできなかった。

　ミカは淡々と、しかしある種の真しん剣けんな迫はく力りよくをもって言葉を紡つむぎ続けた。

「あいつはお話の中のキツネみたいに人間を騙だまして遊んでる。あんたはあいつに目をつけられてるの──もうずうっと前から。それで私は《学園》に送り込まれた。私に偽にせの記き憶おくを植え付けて、あんたのそばに置いて、私を通して監かん視ししてたの。それくらいのことしてしまう相手なの。だから、今後何があっても、あいつを絶対に信じたらダメ。何を言われても。私がどんなことになっても、それだけは間ま違ちがわないで。あいつのものには、ならないで。

　……わかる？」

　ミカは沈ちん黙もくする。最後の確認への答えを求めているのだと気付いて、リティーヤが辛かろうじて動く瞼を数度瞬きしてみせると、ミカは満足したように息を吐いた。

「……私はもう行くわ。その術すぐに解けるだろうけど、絶対に追わないで。あとできれば追つい跡せきチームに今のこと話すのは明日にして。それまでにはなんとかこの街出てるから」

「……っ」

　声は出なかった。

　ミカはほんの少しだけ寂しそうに笑うと、立ち上がってフードを被かぶった。

　茶色い目が、フードの影かげからリティーヤを見つめて言った。

「さようなら、リティーヤ。たくさん心配させてごめんね。でもこんなところまで追ってくるなんて、あんたってほんっと……」

　そこで言葉を探さがすように一いつ旦たん息を継つぎ、首を振る。

「ほんと、バカねえ」

　呆あきれたような声が、最後は僅わずかに震ふるえていた。

　しかしまるで悪い夢の中にいるかのようにどんなに努力してもリティーヤの喉から声は出ず、友人は入ってきた時と同様、音を立てないよう扉を開けて部屋を出ていった。




　リティーヤにかけられていた魔術が解けたのは、その永遠にも思える十秒後のことだった。

　突然身体が軽くなって、呼吸も楽になった。何が起こったのか理解すると、すぐさま床を蹴けるようにして立ち上がり、扉に飛びついた。

　勿もち論ろん、あんなものを友人との永遠の別れにする気は、リティーヤにはなかったのだ。

「あんたの方が百倍バカよ」

　周囲に聞こえないよう小声で吐き捨て、そっと廊ろう下かに忍しのび出た。




　リティーヤはホテル裏手から大通りに出て、そこで立ちつくした。

　街灯に照らされた通りは、休日前の夜ということもあって、劇場やパブやクラブハウスから出てくる人々で、昼とはまた違う賑にぎわいを見せている。

　街灯が等とう間かん隔かくで設置され、ガス灯特有の無機質な光を投げかける通りを見つめる。リティーヤが魔術から自由になったのはミカが出ていったすぐ後だ。ミカはまだそこらにいる、とリティーヤは確信していた。

　案の定、すぐに見覚えのあるマント姿の人影が目に入った。影は通りを曲がって路地に入って行ったが、街灯の光で照らし出された白い横顔は、確かによく見知った相手のものだった。

　声をかければミカは逃にげ出すだろうし、騒さわぎになれば、ホテルのバドたちにも気付かれてしまうだろう。

　だからリティーヤはできる限りの素す早ばやさと用心深さで、友人の後を追った。




　何度も角を曲がり、何度も影の中にフード姿を見失いそうになりながら、リティーヤは夜のフレアバタンをひた走った。どこか人のいないところでミカを捕まえ、しっかり話を聞き出すつもりだった。頭には色々な言葉が飛び交かい、捕まえたらなんて言ってやろう、とか、あれを聞き出しておかないと、とか、絶対一いつ緒しよに帰るんだから、とかいう考えが様々に浮うかんでは別のものに変わっていった。彼女を見付けた時自分がそのどれかを実行に移すという自信もあまりないまま、影の中を出入りする小さな背中を必死で追いかけていた。

　そうして、その背中がある地点で止まった。

　そこは橋を渡わたった川の向こう岸で、つまりは旧市街だった。旧市街は《ヘビの一族》の時代のもので、そのため橋のたもとから世界は形を変える。民家の壁へき面めんに描えがかれた魔ま術じゆつのための原始文字が発光し街灯代わりに通りを照らす。建物は空中と地下であちこち繫つながり、無節操に横に広がり、通りに張り出し、幾いくつもの影を作り出し、複数の光源によってその影が重なり合う。新市街は計画的に作られ通りの名前さえ見れば大体の位置を把は握あくできたのに、旧市街に一歩入れば前後左右すら曖あい昧まいになる。路地が交こう錯さくし、階段があちこちにあって、時には屋根を伝って歩かなければ隣となりの通りに出られない。

　ミカが立ち止まったのは、そういう旧市街を走って五分もしないうちだ。

　通りに鎖くさりが張ってあって、通れなくなっていたのだ。

　おそらく建物の老ろう朽きゆう化かで立ち入り禁止になった区域だ。

　ミカは少しの躊ちゆう躇ちよの後、その鎖の下を潜もぐって、旧市街のさらに奥に入っていった。

　ちょうど人気のない辺りだったので、リティーヤも同じく鎖の下を潜り、そこで彼女に声をかけることにした。

「ミカ」

　フード姿の人物はすぐさまリティーヤの方を振り向き、慌あわてた、押し殺した声で囁ささやいた。

「あんた何考えてんの、あんたが思ってるよりずっと私の周りは危ないんだから──」

「んなこと知ってる！」

　叩たたきつけるように言うと、ミカはびくりと肩かたを震わせ言葉を切った。

　リティーヤは一歩、立ち竦すくむ友人に近付いた。民家の壁や通りを跨またぐアーチ状の構造物に描かれた原始文字が、そのマントを赤や黄色のまだらに染めている。

「あんたが追われてるってこともあたしが何もできないってのもわかってる。でもね、ミカ」

　茶色い、戸と惑まどった目を見み据すえ、また一歩。

「あんたはあたしに警告に来てくれたんでしょ？　危ないってわかってて。《学園》の追跡チームに捕まってしまうかもってわかってて。それでもあたしを助けようとしてくれた──それなのに、あたしにはただ黙だまって見てろって言うの？　《学園》に帰れって言うの？　そんなのいや。あたしはあんたと一緒に帰る」

　もう一歩距きよ離りをつめ、リティーヤは手を差し出した。

　ミカはマントに包まれた肩を摑つかみ、自分を守るように身を硬くした。

　だが、その目は躊躇ためらっている。迷っている。

「あんた、わかってないよ。あんたのこと助けようとしてる人たくさんいるんだから。バゼルのことだって、きっとうちの先生とかバドさんとか、ついでにゼストガさんとかがなんとかしてくれる。あんたを守ってくれる」

　ミカがバゼルから逃のがれて出しゆつ奔ぽんしたのなら、《学園》はミカの出奔だって不問に付すかもしれない。ヤムセやバドは協力してくれるだろう。ゼストガだって、説得すれば力になってくれるかもしれない。

　絶対に助ける。

　ミカは《学園》の優等生で、クールで、意地っ張りで、ネコのように孤こ高こうで、気高くて、リティーヤはミカが好きだった。

「あたしがあんたを守る」

　だから、

「ミカ」

　力強く、確信に満ちた声で、リティーヤは親友の名を呼んだ。

　ミカの目から、唐とう突とつに戸惑いと躊躇いの色が消えた。

　彼女はそういった迷いを捨て去った、諦あきらめにも似た表情を浮かべ、リティーヤを見つめた。

「──なら」

　口を開く。

「あんた、私と一緒に来る？」

　リティーヤは予想外の問いに、返答できない。

　答えられないリティーヤを見て、ミカは口元を歪ゆがませるようにして無理に笑った。

「あんた、自分が言っているのがどれくらい傲ごう慢まんなことかわかってないの？　私はもう戻もどれないのよ。一緒に行きたいのなら、あんたが私と一緒に来るしかないの。そしたら私があんたを守ってあげる。それが無理なら──私たちは、ここでお別れなの」

　リティーヤは差し出した手が夜気で冷えていくのを感じながら、友人の顔を見つめた。

　──その時。

　低い唸うなり声が、彼女らのすぐ脇わき、通りの奥から聞こえてきた。

「……え？」

　二人は揃そろってそちらを見た。

　旧市街特有の光る壁かべが狭せまい通りを照らしていたが、その光が消えた。奥から順じゆん繰ぐりに消えて闇やみに吞のみ込まれていき、リティーヤらのすぐ手前の光も消える。

　急に通りの奥、闇の中から冷たい空気が吹ふいてきて、リティーヤは一歩後あと退じさった。その時、足あし下もとでぱりんと何かが割れるような音がした。

　それは、氷が割れる音だった。

「……？」

　勿論、まだ氷ができるような季節ではないし、最近は特に暖かい夜が続いている。

　リティーヤは足下に向けていた視線を、ぎこちなく前方の闇に向けた。

　今かちりと鳴ったのは爪つめが石いし畳だたみを引っ搔かく音。

　ぐうと鳴ったのは、尖とがった鼻から凍いてつく息を吐はいた音。

　雲に隠かくれていた月が不意に現れ、地上を照らした。

　突とつ如じよ闇やみの中から現れたそれは、リティーヤとミカの方へ、その漆しつ黒こくの毛皮に包まれた顔を向けた。

「「……え？」」

　少女二人の声が重なった。

　頑がん丈じような四本の脚あし、額の二本の角、黄金のたてがみ。

　それはあえていうなら角を有する獅し子しで、しかしたてがみを除く毛皮は漆黒。それが月の光に照らされて、濡ぬれたように輝かがやいている。

「ヨルノ……シシ……」

　掠かすれる声で呟つぶやいたリティーヤへ、ミカが四し足そく獣じゆうから目をそらせないまま尋たずねた。

「何？」

「ヨルノシシ。大寒波で絶ぜつ滅めつしたと言われてたのに」

「なんですって？　あんたまさか──」

　ミカは嫌いやな予感がしたのだろう、顔をしかめて友人の腕うでを摑もうとしたが、その前にリティーヤは一歩獣に近付いて、興奮した声で叫さけんでいた。

「すごい！　すごいよミカ、ヨルノシシだよ！　生き残ってたんだ！　あのね、ヨルノシシっていうのはほとんど伝説上の生き物だって思われてるのよ、何しろ──」

「あんたアホかあああああああ！」

　ミカはそう叫び、今にも飛びかかってこようとしていた獣の足下の水たまりを魔術で凍こおらせ足止めをすると、リティーヤの腕を摑み、走りだした。

「あんた、あの化け物のこと知ってんの！」

　隣を行く友人から怒ど鳴なりつけられるように訊きかれ、リティーヤは負けずに声を張り上げた。

「ふっふーん、まあ、ね！　教えてほしい？　あれねえ、〈夜〉魔術使えるんだよ！」

「え……」

　隣を行くミカの顔色がさあっと変わったのを見て、リティーヤは優ゆう越えつ感たっぷりに答えた。

「あの程度の魔術、すーぐ解けちゃうんだからっ」

「…………なんでそんな嬉うれしそうに言ってんのよバカー！」

　ミカが叫び、走る速度をぐんと上げた。
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　夜もずいぶん更ふけてから、ゼストガはホテルに戻った。

　部屋に戻ってコートを脱ぬいでベッドに身体からだを投げ出して、一息つく。

　今日は本当に散々だった、と思いながら、ベッドに寝ね転ころがったままのそのそとブーツを脱ぎ、もういっそこのまま寝ねてしまおうかと思いながら枕まくらに顔を埋うずめる。

　それくらい、ショックだったのだ。

　自分が、リティーヤに恋こいしている、などというバドの指し摘てきが。

　勿もち論ろんそんなことはないと彼は思う。あれはバドの勘かん違ちがいだ。それなのに、バドはそれがさも真実であるかのようにヤムセにまで伝えてしまった。リティーヤに伝わらないことを祈いのるばかりだが──そんなことになったら死んだ方がマシだ──その危険性すら、結構高い。

　鬱うつ々うつとしてゼストガは起きあがった。

　今はまだヤムセは会談会場で、ホテルには戻っていない。

　リティーヤと話し合うなら、この隙すきをおいて他ほかにない。

　リティーヤが変な勘違いをする前に、釘くぎを刺さしておくのだ。

　そうだ、そうしよう。彼は疲ひ労ろうのせいでいつもより回転の鈍にぶくなった頭で自分の思いつきに何度も頷うなずき、部屋を出た。

　リティーヤの部屋は、階段を挟はさんで向かいにある。

　ゼストガは扉とびらの前に立つと、咳せき払ばらいを一つして、最初に言う言葉を考えながら──やはりこれは釘刺しなのだから、自分が相手を嫌きらっているということを最大限にアピールできる言葉が良いだろう、幸い彼はそういう言葉のストックにおいては並ぶ者がいない──ノックした。

　返事は──あった。

　だが、部屋の主の声ではない。

　ゼストガはその時になって、自分が夜中にリティーヤの部屋を訪おとずれるなどというそれこそ誤解されかねない行こう為いに及およんでいることに気付き、その場に立ち尽つくした。

　だが、ここで逃にげ出すわけにもいかず、渋しぶ々しぶ名乗ってから扉を開けた。

　部屋には、声の主であるバドがいた。椅い子すの座面に手をつき、片かた膝ひざを床ゆかにつけた状態でうずくまっている。

「バドさん!?　どうしたのですか」

　バドは駆かけ寄ってきたゼストガの方に顔を向けた。額にうっすら脂あぶら汗あせが浮ういている。

「君のせいだ！」

「は？」

「隣となりの部屋から物音が聞こえたんだ。リティーヤの部屋から。それで、夜も更ふけたのだから少し静かにしろと注意に行こうと思ったら──くそ」

「ど、どうしたのですか。リティーヤさんは──」

「あの忌いま々いましいがらくたのせいだ！　中ちゆう腰ごしで作業することが多かったせいだ！」

「だからなんなんですか！」

　バドは忌々しそうにゼストガを睨にらみつけて言った。

「腰だ、バカ者！」

「……腰？」

「持病のぎっくり腰が出たのだ！　膝ひざに載せていたがらくたを抱かかえて腰を上げた瞬しゆん間かんに！　おかげでしばらく悶もん絶ぜつしたぞ！　おまけに苦労して部屋に行ったらもうリティーヤの姿はなかった！　まさかと思って窓から見たら、通りを走っていくじゃないか！」

「…………リティーヤさん、外に出たんですか!?」

「ああ、そうだ！　そこの通りを西に向かったよ。旧市街に行く道だ！」

「他に人ひと影かげは？」

「さあな、人の通りだって多いんだ、そばにはいなかったとは思うが──」

「捜さがしに行ってきます！」

「おい待て！」

　制止の声を無視して立ち止まろうとせずドアノブに手をかけたゼストガの後頭部に、バドが手首のスナップを利きかせて投げたものが命中する。

「なっ」

　ゼストガは後頭部を押さえて自分にぶつかって今は床に転がっているものを見た。

　それは、筒つつ状じように丸められた紙と、小さな布製の包みだった。

「持って行け」

「？　これは……」

「リティーヤにはヤムセが追つい跡せきのための護ご符ふを持たせている。あの娘むすめが言い付けを守っていれば、肌はだ身み離はなさず持っているはずだ。その地図と石で追える」

　ゼストガは一いつ瞬しゆん目を見開いてバドを見た。

「……ついに観念して僕に協力してくださることにしたんですね」

「違ちがう！　単にヤムセがいつ戻もどるかわからんからだ！　腰がこうなってなければ自分で行く！　それに──」

　バドは痛む腰に耐たえつつ、力強く言った。

「君にそれを託たくすのは、君が《学園》のためにリティーヤの暴走を止めてくれると思うからではない。君が本心ではリティーヤを傷つけることは望んでいないと思うからだ。惚ほれた女ならば──」

「惚れてません！」

「黙だまれ！」

　バドは一いつ喝かつし、どういうわけかゼストガは、その迫はく力りよくに負けて口を閉とざしてしまう。

「惚れた女なら、虐いじめるのはこのくらいにして、しっかり守りたまえ。失ってから後こう悔かいしても遅おそいぞ！」

　ゼストガはもはや否定もできず、ただ地図と包みを拾い上げ、逃げるように部屋を出て行った。




「なん、だか、懐なつかしい、ねえっ、ミカ」

　リティーヤは全力で走り、息を切らしながらも、その荒あらい息の合間に言った。

「ほらっ、基き礎そ課程修しゆう了りよう、式、の、朝にも、こんなふうに走った、じゃないっ。式に遅ち刻こくしそうに、なって……」

「何吞のん気きなこと言ってんのよこのバ、カッ！」

　懐かしそうに嬉しそうに照れくさそうに笑う友人の後頭部を思いきり叩たたき、ミカはそう一喝した。最後の「バ」で一いつ旦たん切れたのは、息が続かなくなったからだ。

　リティーヤはミカの一いち撃げきを受け、足がもつれて転びそうになった。

　ミカは前のめりに転びそうになった友人の腕うでを慌あわてて摑つかんだ。

「ちょっと、置いていくわよ!?　ホンット、なんでユローナがあんたみたいなのに執しゆう着ちやくしてるのかしらね！」

「うう、命がけで、助けに、来た、友人相手に、ひどい言い草だよう、ミカ……」

「そんだけ喋しやべれたら大だい丈じよう夫ぶでしょっ！」

　そう言いながらも、一度立ち止まるとミカも再び走りだすのは難しかった。周囲は廃はい棄き地区で人気はなく、助けを求めることもできない。仕方なくひとまず廃棄された近くの建物の中に鍵かぎを壊こわして入り込み、そうっと扉を閉めた。

　窓が板で塞ふさがれているせいで暗く、ほとんど室内の様子を窺うかがうこともできなかったが、とにかく彼女らは扉にもたれかかって呼吸を整えた。

　リティーヤは渇かわききった喉のどで、あえぎあえぎ言った。

「っていうかなんであんなのいるのよー。ここ旧市街の住宅街でしょ。廃棄地区って言ってもさあ、危ないよ！」

「私に文句言わないでよ」

　ミカは服を胸むな元もとまでくつろげ、空気を送り込みながら、薄うすく扉を開け外の様子を窺った。

　その背中をしばらく見つめ、時間があまりないかもしれないと気付いたリティーヤは、そっと話しかけた。

「……ミカはどうやってユローナのとこから逃げ出したの？」

　ミカは背中を向けたまま答えた。

「襲しゆう撃げきがあったのは知ってる？　あれで捕つかまって、それからまた逃げ出したのよ」

「その後は？　これからは？」

「その後は旧市街に隠かくれてた。立ち入り禁止区域とか、あちこち。これからは……あんたは知らない方がいいわ」

「なんで」

「知らなかったら知りませんで済むでしょう？　追跡チームに尋じん問もんされた時に、ね」

　ミカが本当に今後の身の振ふり方を考えているのか、それともリティーヤを心配させないためにわざと策があるように言っているのか、リティーヤにはわからなかった。

　ただ、黙って通りを見つめる友人に倣ならって、彼女の頭の上から外の様子を窺った。

　街は静かだった。足音も唸うなり声も聞こえない。

　だが。

　壁へき面めんに書かれた古代文字の明かりが、ふうっと消えていく。

　同時に冷たい空気が、扉の隙すき間まから入ってきて肌はだを掠かすめる。

　見える範はん囲いにある水たまりという水たまりが、すべて素す晴ばらしい速度で凍こおっていく。

　そして、その氷を踏ふみ砕くだいて影かげから現れたのは、影よりも黒い漆しつ黒こくの毛皮と太陽の光輪のようなたてがみを持つ獣けもの。

　ヨルノシシ。

　通りの奥から歩いてきたそれが、風の運ぶ臭においを嗅かぐように鼻先を上向きにして、止まった。

　ふしゅう、と吐はいた息が、雪のように真っ白だった。

　リティーヤはそれを確かく認にんすると、すぐさまミカにフードを被かぶせ、部屋の奥へ突つき飛ばした。

「り、リティーヤ？」

「裏口とか窓とかあるでしょ、あんたはそっから別の路地に出て逃にげるの。あたしがなんとかするから」

　リティーヤは立ち上がって扉とびらに手をかけ、うろたえる友人を見て不敵に笑った。

「ふふん。こういうのはね、あたしの専門分野なの。魔ま力りよく環かん境きよう研究室っていうのは、ああいう強い魔力を持った生き物とか、魔力に影えい響きようを受けやすい生き物とかを研究してるんだから。ヨルノシシの弱点だってばっちりよ」

「……リティーヤ……」

「じゃ行ってくるからね。あんたはさっさと逃げるのよ」

「リティーヤ！」

　ミカはそう叫さけび、扉を開けて出ていこうとしたリティーヤを呼び止めた。

「旧市街のブロウストリートの東の突き当たりに倉庫があるの。そこで落ち合いましょう」

「……ミカ？」

「あんたは本当にバカで、物わかりが悪いから。だから、ちゃんと話してあげる。私にわかってること、全部。バゼルって名乗ったやつのことも、……私自身のことも、わかる範囲で」

　だが話し合いの時間はそれ以上与あたえられず、リティーヤは扉のすぐそばで、かつりと爪つめが石いし畳だたみを引っ搔かく音を聞いた。

「！　ミカ行って！」

　ミカが警告を受け取って部屋の奥に身を翻ひるがえすのと、扉がヨルノシシの爪と体当たりでずたずたに引き裂さかれるのは、ほぼ同時だった。

　蝶ちよう番つがいが外れ、扉が室内に押し倒たおされ、木もく片へんが飛び、扉の横で壁かべに背を当てて待機していたリティーヤは、扉を踏んで室内に入ってきたヨルノシシの、こちらを向いたその鼻はな面づらめがけて魔術を放った。

「燃えろ！」




　ヨルノシシが燃え上がった毛皮を床ゆかや壁にこすりつけて転げ回り、壁がきしみ、カーテンが燃え上がった。リティーヤは必死で断たち切れそうになる意識を集中させ、〈昼〉魔力を操あやつって、自分の統制下を離はなれ四方に散っていこうとする炎ほのおを引き戻し、小さくした。

　リティーヤの魔術が生み出した炎はヨルノシシの毛皮を焦こがし、熱い空気が喉から内臓を焼いていた。ヨルノシシは次し第だいに動きを緩かん慢まんなものにさせていく。

〈夜〉魔術を操り氷の息を吐くヨルノシシは、〈昼〉魔術によって体内の魔力がかき乱されると、休きゆう眠みん状態に陥おちいるのだ。

「《ヘビの一族》の時代の文ぶん献けん読んどいて良かったぁ」

　あはは、と乾かわいた笑いを上げる。〈昼〉魔術の反動である《凍こごえの呪のろい》がすでに身体からだを侵おかし始めていた。昼夜によって体温が急激に上がったり下がったりを繰くり返すのだ。今は夜だから、リティーヤの体温は急激に下がっていく。

　がく、と震ふるえが来て、リティーヤは自分の身体を抱だきかかえるようにしてその場に座り込む。

「やば。約束……したんだった」

　リティーヤはなんとか立ち上がろうとするが、膝ひざが笑って崩くずれてしまう。腕にも足にも力が入らない。それでも何度も立ち上がろうともがいているうちに、ぐるるるる、という低い唸り声が聞こえてきた。

　すぐ、目の前から。

　リティーヤは呆ぼう然ぜんとして視線を上げた。

　そこに、漆黒の獣がいた。

　金のたてがみはなく、ただ黒いしなやかな身体に、目だけをらんらんと輝かがやかせている。

　今リティーヤが相手にした個体とは別の、ヨルノシシだ。

　ヨルノシシは群で狩かりをするのだ、ということを、リティーヤは遅まきながら思い出した。

　新手のヨルノシシは、力強い四し肢しで床を蹴けって、倒れている一頭目を跳とび越えた。

　その躍やく動どうする野生のあまりの美しさに見とれ、リティーヤの心は麻ま痺ひしてしまったように恐きよう怖ふを一いつ瞬しゆん忘れた。

　しかしその消えた恐怖が再び蘇よみがえる前に、ヨルノシシが、リティーヤの視界から消えた。

「え」

　リティーヤから見て右手の、部屋の奥の方に吹ふっ飛んだのだ。ヨルノシシはそのまま部屋の奥の壁にぶつかり、やがて動かなくなった。

　燃え残っていた炎に照らされ、二頭目のヨルノシシの腹部から赤い血の海が生まれ、どんどん範囲を広げているのがわかった。

　タンパク質の焼ける独特の臭いと、目の痛くなるような煙けむりが周囲に充じゆう満まんしつつあった。

　物音が聞こえ、リティーヤはのろのろと扉の方を振り向いた。

　壊れた扉の残ざん骸がいを踏んで、部屋に入ってきた人物の顔が、炎に照らし出された。

　それは、悪意に満ちたキツネの顔だった。

　リティーヤは思わず後あと退じさり、一瞬遅おくれて、相手の顔がキツネそのものではなく、以前見たような面を被っているのだということに気付く。

　どこか滑こつ稽けいで、醜みにくく、妖あやしい面をつけた人物は、一人、二人、と踊おどるような足取りで部屋に入ってきた。

　そのうちの一人は、部屋の奥でもはや身動き一つしない獣を、本当に動かないか確認するように見やった。彼らがかまいたちを発生させる〈流れ〉魔術か何かでヨルノシシを吹き飛ばしたのだ、とリティーヤはやっと理解した。

　見守るうちに三人に増えたキツネ面は、互たがいにぼそぼそと何か話し合っていた。違ちがう、とか、捜さがせ、とかいう声が聞こえる。

　それから、ブロウストリートの倉庫、という言葉が。

　リティーヤは愕がく然ぜんとして相手を見つめ、今日聞いたばかりの話を思い出した。

　ミカのいた屋や敷しきが、キツネ面の連中に襲撃されたのだ。

　こいつらは、ミカを捜している。

　ミカに知らせなければ。

　リティーヤはじりじりとその場を離れようとしたが、身体が思うように動かなかった。

　ろくに距きよ離りを取れないうちに、相手に気付かれた。

　そいつは近付いてきて、リティーヤの腕うでを摑んだ。他ほかの二人はすでに部屋の奥に姿を消している。ミカを追うつもりだろう。一方、リティーヤの腕を摑んだキツネ面の手には、鈍にぶそうな刃はの山刀がある。

　まずい。

　リティーヤが、その山刀にぞっとして手を振り払はらおうともがいた時。

「手を離してください」

　倒れた扉を越えて姿を現したゼストガが、厳しい顔でそう言った。
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　ヤムセは会議室を放り出されたところだった。




　それは追つい跡せきチームの宿しゆく泊はく先に用意されたホテルとは別の、より小規模な、しかし同じくらい高級なホテルの一室だった。

　元はなんとかという貴族の屋敷だったとかで、装そう飾しよくも家具もいちいち豪ごう華かで、会議室にされた大部屋の天てん井じよう一面には、金色の雲の向こうで愛らしい子どもが幻げん想そう的な動物と戯たわむれる姿が描えがかれ、最近塗ぬり替かえられたというその金色が、目にちかちかと眩まぶしいくらいだった。

　その天井の下で、《貴族院》と《学園》双そう方ほうの代表が集まって、出しゆつ奔ぽん者の扱あつかいについて延々と議論を交かわしていた。

　しかし、ミカの行方ゆくえは依い然ぜんとして不明だったし、捜す手だてもこれ以上はないかと思われる中で、その議論も、万が一の事態──つまりミカの死亡という事態が発生した場合、その責任の帰結をどこに持っていくかという話に変化していた。《学園》はフレアバタンでの《貴族院》の対応が問題だったと主張するし、《貴族院》はそもそも《学園》の傲ごう慢まんな態度が根本的な問題なのだと言う。譲じよう歩ほすると後々面めん倒どうな話になるので──つまり、会談はすでに、今後同じような問題が発生した場合どうすべきかという部分にさしかかっているのだ──どちらも真しん剣けんである。

　ヤムセの専門は交こう渉しよう事だからまさしくこういう場面で役に立たねばならないのだが、疲ひ労ろうがたまっていた上に少女一人救えない自分にむしゃくしゃしていたので、少々休息させてもらうことにした。

　つまり、適当に相手の神経を逆さか撫なでするようなことを言って、会議室を追い出されたのだ。




　目に付いた一世紀前の革かわ張ばりの椅い子すに腰こし掛かける。

　そして、あ、そういえば夕食まだだったな、という事実に思い至り、懐ふところを探さぐる。

　出てきたのはキャンディーが一つきりだ。包装紙から取り出して口の中に放り込むと、それだけで夕食が終わった。

　口の中に甘いものが入ったことで、精神的にも肉体的にも少し落ち着く。

　ヤムセが座っていた椅子は会議室の扉とびらの向かいにあって、扉の脇わきには護衛が二人、行ぎよう儀ぎ良く、特にヤムセを見るでもなく前だけを見つめ、腕を後ろに組んで立っている。

　その一人が、ふと右手を向く。ヤムセも同時にそちらを向いて、階段を上って廊ろう下かに現れた人物を見やった。

　黒っぽい上着を片手に引っかけた、中肉中背の男だ。

　男はシャツのボタンを一つ二つ外し、ネクタイをとっぱらったラフな恰かつ好こうで、ずかずかと会議室の前にやってきた。身のこなしはきびきびしていて、ちらりと見えた顔からすると、歳はヤムセと同年代だろうか。力強い眼まな差ざしが印象的な、ごく普ふ通つうの青年だ。

　でっぷりと太ったウサギの首根っこを捕つかまえて引きずっていなければ。

「…………」

　男はヤムセには構わず扉に手をかけ室内に入ろうとした。それを両りよう脇わきの護衛が慌あわてて止める。

「お待ちください、今は会議中です」

「わかっている。緊きん急きゆうだ。《貴族院》のグロウゼン卿きようにお話がある」

　やや大きめのよく通る声だった。両脇の護衛は顔を見合わせ、一人が繰り返し言った。

「ここでお待ちください、お呼びいたします」

「いや、取り次ぎは良い。直接入る」

「しかし、その……ウサギを持って、ですか？」

「ああ」

　男は何がいけないのか、といった風で、こくりと頷うなずいた。

「…………ここでお待ちください。すぐにお呼びしますので」

「いいってのに。時間がないんだ──くそ、じゃあ待つ、待つよ。だからさっさとしてくれ」

　男はぶうぶう言いながらも、護衛の一人が室内にグロウゼン卿を呼びに入るのを許した。

　ヤムセはその様子を、ぼーっと眺ながめていた。

　首根っこを摑まれたウサギは、少しぐったりした様子だった。手足と、耳の先が赤くて、他は白い。その顔はヤムセの方を向いている。とにかく大きなウサギで、ブタくらいあった。

　それを摑む男は、金きん髪ぱつの三つ編みを背中に垂らしている。

　眺めていたら、突とつ然ぜん相手が振ふり返った。

　青い目と、目が合う。

「…………」

　とりあえず目礼しておくと、相手もとりあえずという様子で軽く目礼してきた。ざっと見ても身分を示すようなものは見当たらないが、護衛に顔パスだったということは、関係者なのだろう。

　何か言おうかと口を開いた時、男は突然ヤムセの方に近づいてきて、彼の隣となりの椅子にどっかと腰こしを下ろした。ウサギは膝ひざの上だ。

「あんた、《学園》のヤムセ？」

　ぞんざいな口調で話しかけられる。

　見知らぬ相手に名前を知られているのはあまり気持ちの良いものではないが、おそらく書類でも見たのだろう。《貴族院》か特務警察の人間なら、彼の名を知っていても不思議ではない。

「……そちらは？」

「ファルクロウ・レッドロック。特務警察部の捜そう査さ官」

　男はそう名乗り、半ば強ごう引いんにヤムセの手を取って握あく手しゆした。

「あんた、こいつについて何か知らないか？」

　こいつ、というところで、男は膝の上のウサギを示した。

「ヒメウサギか？　原形を失うほど太っているが……」

「そうじゃない」

　男は言い、むくれた顔のウサギの頭を撫なでた。

「太ってるのは、こいつを飼ってたお嬢じようちゃんが餌えさをやりすぎたせいだ。そのお嬢ちゃんの話によると、二週間前旧市街でゴミ漁あさりをしてるこいつを見付けて連れて帰って飼い始めたらしい。みるみるうちに食いまくって元気になったのは良いんだが、問題はこいつがこの辺りにいる種じゃない、それどころか、めちゃくちゃ希少な種だってことだ」

「…………」

「もうわかったか？　そうだ、こいつは魔ま術じゆつを使う」

「ナガレウサギ」

「当たり、だ」

　ヒメウサギは、比ひ較かく的てきよく見る種類のウサギだ。食用としても愛あい玩がん用としても飼われている。

　だが、魔術を使うとなると、それはヒメウサギではなく、見た目が似ているだけの別種、ナガレウサギという種類のものになる。

　十年前に山間部で発見されたのを最後に目もく撃げき情報すら途と絶だえた生き物だ。その生態も謎なぞに包まれている。

　それが隣の男の膝の上に、泰たい然ぜんと乗っているという。

「……まさか、本物なのか？」

　ヤムセは思わずそう呟つぶやき、相手の顔をしかめさせた。

「本物さ。学者にも見せて、お墨すみ付つきももらった。で、あんた何か知らないか？」

「……何な故ぜ、私が何か知っていると？」

　男は得意げににやりと笑った。

「あんたの論文読んだことあるからだよ。結構面おも白しろかった。《ヘビの一族》の使い魔まが世代を経へた今も主の命令に従っている、っていうバロス発表の批判的考察。でも、惜おしいかな、四章は論理がちょっと飛ひ躍やくしてた。あそこどうしたんだ？」

　男が言っているのは、ヤムセが専門課程の最後の年に書いた論文のことだ。ちょうど実家が彼を呼よび戻もどそうと工作して、ごたごたしていた時期だった。

「あれは、面倒くさくなったんだ」

「……なんだよそりゃ。もったいないなあ」

　本当にそうだったのでそのまま事実を告げたのだが、男はふくれっ面つらになった。子どものように感情を表に出す男だ。

「まあ、いい。とにかく、俺はあれであんたの名前知ったんだ。職しよく業ぎよう柄がら、魔術関連の論文は一通り目を通してるからな」

「《学園》の研究者のものもか」

「閲えつ覧らんできる範はん囲いは」

　特務警察は、政治警察、つまり防ぼう諜ちようだの不ふ穏おん分ぶん子し取り締しまりだのを職分とする内務省国家警察局の一部門で、主に国内外の魔術関連の問題に対応している。

　魔術がらみの問題が起これば、彼らの管かん轄かつだ。情報を常に更こう新しんしておくのは、確かに職務の一部だろう。

　だが、魔術関連の論文など、それこそ毎年何百本も発表されているはずだ。魔力や魔術を扱あつかうとなるとどうしても研究者は魔術師に限られるが、魔術師と一いつ般ぱんの研究者との合同研究という形もある。それらをすべて数え上げていったら、到とう底てい一人でカバーできる分量ではない。

「……ずいぶんと勉強家だな」

「南部のものが中心になるし、俺のところに来るのは大した量じゃないよ。たまに仕事しろって怒おこられるけど」

「……何？」

「あ、いやこっちのこと。それに幾いくら知識として手元にあるっていっても、こういったことは結局魔術師に確かく認にんとらなきゃ始まらない。それで俺は、ここでぼうっと待たされてるだけってのも癪しやくだから、あんたに話しかけてみたんだ。で、どうなんだよ、この美う味まそうなウサギ？」

「……確かに特とく徴ちようはナガレウサギのものだ。魔術を使ったとなれば確定だろう。だが、それ以上のことはわからん」

「あんたけちだなあ」

「……別にけちではない。知らないんだから仕方ないだろう。グロウゼン卿に訊けば良い」

「ほんとに知らないのか？」

「…………どうしてそう疑うんだ。初対面の人間を」

「あんたは初対面じゃないからさ」

　男はそう言って、ほとんど邪じや気きを感じさせない青い目で、まっすぐにヤムセを見つめる。

「ごたごたしてたみたいで紹しよう介かいしてもらえなかったけど。デイロックの舞ぶ踏とう会で、俺はあんたを見てる」

「────」

　デイロックの舞踏会というのは、数ヶ月前に《蛇の目連隊》主しゆ催さいで開かい催さいされた舞踏会兼けん武ぶ闘とう会のことだ。確かにヤムセも出席している。

　だが、ヤムセは目の前の男に覚えがない。

「あんた、《蛇の目連隊》のアーリアと踊おどってたろ。俺は途と中ちゆうで引き揚あげたからその後のあんたの試合は見てないが、ずいぶん目立ってたそうじゃないか」

「……どうして私のことを？」

「別に」

　男はそう言い、ヤムセの訝いぶかしげな様子に気付いたのか、笑って言った。

「あんたは嫌いやでも目に付く。何しろデイロックのラヴグレイ家の人間のくせに、《学園》の魔術師なんぞになっちまったんだから。で、俺はレッドロック家の当主について一いつ緒しよに行って、することも大してないから色々見てた。あんたが結構したたからしい、ってのは見ててわかったよ。作り笑いの出るタイミングの巧たくみなこと！」

「……なるほど。しかし今回の件については本当に知らん」

　ヤムセは突つき放してそう言ったが、相手のざっくばらんな話し方に影えい響きようされたのか、なんとなく一言付け加えてやる気になった。

「ただ……そうだな、気になるなら駆く除じよ業者でも当たってみると良い」

「なんだって？」

「害虫や害がい獣じゆうの駆除業者だ。事がこのナガレウサギ単体なら何も出てこないだろう。だが、このウサギが魔力や魔術に関かかわるより大きな問題の一部であるなら、しかるべき場所には情報が集まっている。それは別に、研究所や学者のところとは限らん」

「ああ──つまり、業者に連れん絡らくして、最近妙みような駆除依い頼らいがなかったか確認しろってことだな？　もしも、他ほかにも妙な生き物が集まってるなら、業者に依頼が来てる、と。なるほどな、助かった。じゃあ他にもなんかわかったら教えてくれよ。特務警察でファルクロウって言ったらわかる……と、来たか」

　男がそう言い、立ち上がった。

　扉とびらから出てきたのは髭ひげをたくわえた初老の男性で、これがグロウゼン卿きようだ。

　グロウゼンは男の顔を見て、嫌そうに顔をしかめた。

「ファルクロウ君、また君かね」

「はい、僕です。あちらでちょっとお話を……じゃ、またな。あんまり面めん倒どう起こさないでくれよ」

　男は後半部分をヤムセに向けて言い、ウサギを引きずってグロウゼンとともに隣となりの空き部屋に入っていった。

　ヤムセはそれを見送って、なんとも突とつ風ぷうのような男だった、と胸の中で呟いてみた。

　特務警察は国内外の魔術師の監かん視し活動も行っている。つまりはヤムセのような魔術師の、だ。しかもレッドロック家と言えば《貴族院》の最大の援えん助じよ者であり、古王国の政治にも深く根を下ろし──国王など彼らの傀かい儡らいに過ぎないとさえ言われている名門貴族だ。

　だからあの男は《学園》の魔術師にとってはライバルとか敵とかいう存在のはずなのだが、人なつっこい態度のせいか、まったくそういう気配を感じさせない。

　……ついでに言うと、見知った人間と通じるものがあった気がする。

　何にしろ、それからまたしばらく経ってヤムセは再び会議室に呼び戻されて、長い長い話し合いの末──。

　豪ごう華かで重い木の扉が外から中へ吹ふき飛んだ。




「襲しゆう撃げき……！　しゅう……」

　警護に当たっていた兵士の声が聞こえたが、それも爆ばく音おんですぐに聞こえなくなった。

　立て続けに爆発物が投げ込まれたのだ。

　魔術師たちは皆みな防護の魔ま術じゆつを使って身を守ったが、衝しよう撃げき波はは室内を駆かけ抜ぬけ、魔術の間に合わなかった者が吹き飛ばされて壁かべにぶつかった。窓が割れて新しん鮮せんな空気が入り炎ほのおがカーテンと壁かべ紙がみと絨じゆう毯たんを舐なめ、まだ爆発の余よ韻いんに部屋が震ふるえる中へ、充じゆう満まんする煙けむりを切り裂さくように黒装束の一団が躍おどり込んできた。

　彼らは、皆一様にキツネの面をつけていた。

　ヤムセは事態が突とつ然ぜん面めん倒どうくさくなったことを悟さとり、頭を抱かかえたくなった。

　侵しん入にゆう者たちは誰か一人代表を選んで物を言わせたりはせず、ただ八割方得体のしれないことを叫さけびながらヤムセらを取り囲んだ。

　わなわなと怒りで震え、顔を真っ赤にして叫んだのは、《貴族院》の代表だった。

「貴様ら、クゥーンドの手の者か、このような暴挙──」

「無む駄だです、話の通じる状態ではありません！」

　その代表を、別の魔術師が押さえつけて下がらせる。それに合わせるように、キツネ面はぞろりと距きよ離りを詰つめてきた。

「これはいったいどういうことですかな！　謀ぼう殺さつの類たぐいであれば──」

「これは決して我らの意図するところではなく──」

　追つい跡せきチームのリーダーと《貴族院》の代表が互たがいに何か怒ど鳴なり合い始めたが、キツネ面が輪を狭せばめてきたのでどちらからともなく口を閉じた。魔術師といえども荒あら事ごとが得意な者とそうでない者とがいたが、その場にいた者は少なくとも落ち着きは失わず、倒たおれたテーブルを楯たてに、慣れた者が前に出て、不慣れな者が後ろに下がった。

　そうして、キツネ面の連中は、わっと一度に襲おそいかかってきた──両組織のどちらにも、わけへだてなく。

　ヤムセは嘆たん息そくし、防護の魔術を解いて、とりあえず目に入ったキツネ面を二人ほど魔術で吹き飛ばし、さらに背後に回り込もうとしていた一人を投げ飛ばした。

　それからまだまだ扉からキツネ面が押し入ってくるのを確認し、追跡チームのリーダーと《貴族院》の代表がまだ生きてそれぞれキツネ面を一人ずつ相手にしているのを見て、すでに部屋中に広がりつつある乱らん闘とうにうんざりし──扉の前でまごついているキツネ面の集団を魔術で再び吹き飛ばした。




　ヤムセらは部屋の壁に穴を開け、隣りん室しつから廊ろう下かにまろび出た。

　だがそこでも煙の濃こさとキツネ面の姿は変わらなかった。

　戦える者が襲撃者から奪うばったサーベルと銃じゆうと魔術で階段までの血路を開いた。

「エレベーターは無理です。階段を」

「おまえも早くしろっ」

　追跡チームのリーダーであるラントが、割れた額から血を滴したたらせながら怒鳴り、階段に手をかけたところで止まっていた。ヤムセはそれへ手を振ふって先に行かせ、廊下を埋うめるキツネ面──その数まだ二十以上──に向き直った。階段の先に新手が待ちかまえている可能性もあるが、部屋にはすでに火が回り、消そうにも腰こしを据すえて魔術を使う余よ裕ゆうは与あたえられていなかった。

　退路は他になく、ヤムセは肉体を支配する〈流れ〉と冷気を生み出し結界を張る〈夜〉魔術を立て続けに使い、相手の足を止め、転てん倒とうさせ、武器を落とし、結界で相手の魔術を防いだ。

　先に逃にげた者たちの中にはけが人もいた。もう少し、せめてもう少し時間を稼かせぎたい──と欲張るうちに、判断を間ま違ちがえた。

　防護結界を解くのが早すぎた。

　打ち消しきれなかった魔術が肌はだを切り裂き、血が階段の手すりまで飛んだ。

　ヤムセは痛みが意識に至るより早く、踏ふみ込んできた相手の剣けんを避よける。

　だが魔術の衝しよう撃げきは膝ひざにきていて、避けたところで姿勢が崩くずれる。背中が階段の手すりにぶつかり、次の動作に移れない。

　そこへ別方向からサーベルの突き。

　今度は避けきれない。

　肩かたを貫つらぬかれる、と思った瞬しゆん間かん。

　足下の階段が、突とつ然ぜん崩くずれ始めた。

「!?」

　階段が見えない刃はで切り刻まれていく。一段分が四つに割れ、それぞれがさらに四つずつに割れ、また四つに……あっという間に切り刻まれ微み塵じんとなった階段のなれの果ては当然上に人を乗せることなどできず、ざあっと雨でも降るように下の階に降り注ぎ、その上に乗っていた人間も空中に放り出される。

　ヤムセも、また。

　伸のばした手は辛かろうじて残っていた一段目の手すりを摑み、それに腕うでを絡からめて身体からだを引き揚あげる。上半身を柔やわらかな絨毯の上に持ち上げた時、彼は廊下にいたキツネ面たちが皆みな昏こん倒とうしているのに気付いた。

「…………」

　そして、彼の目の前には、白く美しい女性の手が差し出された。

　柔らかく、懐なつかしい香かおりが、ここ一月つきまとう頭痛を彼に思い出させる。




『……なさい』




　頭痛とともに突き上げてきた記き憶おくの欠片かけらを、彼は無理矢理ねじ伏ふせる。ねじ伏せ、たたきのめし、覆おおい隠かくし、怒いかりと憎ぞう悪おで塗ぬりつぶし、思い出さなかったことにして、目を上げる。

　あまえたような優やさしい声が、綺き麗れいな発音で、彼の名を呼んだ。

「ヤムセ。何ヶ月ぶりかしら？」

　美しく蠱こ惑わく的な顔に、優しげな気品を感じさせる笑えみを浮うかべ、彼の師であり仇かたきである女魔ま術じゆつ師しが、ユローナが、立っていた。





２






　ヤムセが長い間追い求めてきた女は、今彼の目の前で、背を向け、窓の外を見ていた。

「消防隊が来たわ。あなたの仲間も無事みたいよ」

　そこは会談があった──つまり襲撃を受けた部屋の一階層下の一室だった。

　ユローナは窓辺に立っており、ヤムセはその傍かたわらで彼女の背中を見つめていた。

　煙はここまで届いてはおらず、また今のところは届く気配もなかった。人の声も音も聞こえず、時折聞こえる声は皆窓の外からのものだった。

「ユローナ……」

　自分のその声には驚おどろきと憎悪と歓かん喜きが入り混じっていて、はっきり言って醜みにくいものだったが、ユローナは振り返り、どういうわけかとても幸せそうに微笑ほほえんだ。

「あのキツネの面ね……知ってるだろうけど、《貴族院》の過激派よ。《回帰派》とか《神秘派》とか呼ばれてる。それが《学園》との交こう渉しようを妨ぼう害がいしようと動いたの。彼らにしてみれば、《学園》はキツネの教えを曲げる悪、だそうだから」

「何な故ぜ……私を助けた」

　ユローナは驚いたようにその紫むらさきの目を丸くして、笑った。

「バカね。私の知らないところであなたが死ねるとでも？」

「…………」

　彼は膨ふくれあがった感情と衝しよう動どうに従って、襲撃者から奪ったサーベルを握にぎり直し、身構えた。

　それを見て、ユローナはおかしそうに肩を震わせた。

「そうよ、ヤムセ。それでこそあなたよ。たとえ私を殺すことであらゆる情報が失われ、出しゆつ奔ぽんした学生の──ミカの居所がわからなくなっても、何一つ、あなたが躊躇ためらうことなんかない。だってあなたは《学園》なんかどうでもいいんだもの。あなたは私が欲しいだけ……ね？」

「…………」

「認めなさい。あなたは私が欲しかったの。私に焦こがれてたの。そう──」

　ユローナの手に瞬しゆん時じにナイフが現れ、そして彼女は嗤わらった。

「私があなたの姉さんを殺したのも、あなたが欲しかったから。あなたを手に入れるためならなんだってしてみせるわ」

　恋こい人びとに対するかのように、艶あでやかに、残ざん酷こくに、嗤うのだった。

「私とあなたは同類なのよ、認めてしまいなさい。ヤムセ」

「──あああああああああああああ！」

　距きよ離りは一いつ瞬しゆんで縮まり、サーベルが鋭するどく突つき出された。




　出会ったのは、もう十五年以上も昔のことだ。

　彼女は彼女自身の指導教官とともに彼の故郷であるデイロックにやってきて、彼の才能を見み出いだした。まだほんの少年だった彼は周囲の反対に遭あいながらも、家出同然で《学園》に転がり込んだ。

　何故そこまでして魔術師になろうとしたのかと問われると、言葉に窮きゆうする。彼の父は政治家で、しかも結構な有力人物だった。おそらくあのままあの家に居れば父の跡あとを継ついで政治家になるか、それとも軍人になるかしていたはずで、それはそれで不満があったわけではない。

　ただ、今になってみれば、試ためしたかったのだろう、と思う。

　まったくの未知なる世界に飛び出して、自分の才能とやらを試したかったのだ。故郷では父の名前があまりに有名すぎて、また若くして頭角を現していた姉の名前があまりに有名すぎて、息苦しかったのだ。今になってみれば、そう分ぶん析せきできる。

　だが、当時の自分が本当にそういう理由から《学園》を希望したのか、確信はもてない。

　もしかしたら、単なる好こう奇き心だったかもしれず──あるいは若く優ゆう秀しゆうなユローナという魔術師に憧あこがれてのことだったかもしれない。十歳の自分の胸のうちを、彼はもうよくわからなくなっている。

　とにかく彼は家を出て、《学園》に入り、順調に学び、育ち──。

　最初の破は滅めつにぶち当たった。




　カーテンが切り刻まれて、花びらのように宙に舞まった。

　魔ま術じゆつを立て続けに使う。出し惜おしみはできない。相手の魔術の先を読み、手を打ち、防護しつつ攻こう撃げきの手も緩ゆるめない。魔術師同士の戦いというのは一瞬の気のゆるみがすべてを決する。

　感情を、躊躇いや怒りや憎悪を出せば、それが判断を狂くるわせる。

　だからユローナはそこをつつく。

　つついて、えぐって、傷口に塩を塗る。

「ねえヤムセ、なんだって故郷に帰ったの？」

　距離を取り、互たがいの魔術を防護結界でやり過ごしつつ、ユローナはそう囁ささやいた。

　ヤムセは無視を決め込み次の魔術の準備を始める。

　だが相手は魔術を使うそぶりも見せず、微笑んで言う。

「帰らなければ、姉さんも死なずに済んだかもしれないのに」

「──っ」

　集中が乱れる。魔術の発動が遅おくれる。

　一瞬の隙すきを衝ついて距離を詰つめてきたユローナが、二本のナイフを閃ひらめかせる。

　ヤムセは避けきれず、肩を、耳を、手首を掠かすめたナイフに皮ひ膚ふを切り裂さかれるが、サーベルでナイフの一本を弾はじき、ユローナに距離を取らせる。

　一度距離を取ったユローナは、しかし呼吸を乱すことすらなく再び囁きかけてきた。

「私が悪いんじゃないのよ──あなたが悪いの。魔術の道を投げ出して、故郷に帰ったりしたあなたが悪いのよ、ヤムセ」

　瞬間、カッと頭に血の上ったヤムセは警けい戒かいするのも忘れて距離を詰め、深く踏ふみ込んだ。腰こしだめに構えた剣けんをあまりに素す直なおに突き出してしまう。

　しまった、と気付いた時には、目の前のユローナはカーテンの揺ゆらぎの中にふわりと消えていた。

　幻げん覚かくだったのだ。

「おバカ」

　耳元にぞくりと来るような声が聞こえ、同時に首の後ろに衝しよう撃げきを覚える。

「！」

　膝ひざをついて床ゆかに手をつく。どのタイミングで後ろに回られたのかわからないが、蹴けりでも食くらったのだろう。

「ねえ、ヤムセ。私あなたのそういうところ好きだったわ。冷めてるように見えて、実はすごく激情家で、情熱的で……バカなところ。でも、同時にとっても腹立たしかった」

　ユローナの指がうなじを撫なでるのを感じる。ヤムセは膝をついたままそれを振ふり払はらった。すると横腹を蹴られたので、その足を抱かかえ込んで相手を引き倒たおす。

「っ！」

　今度はユローナが声にならない声を上げ、背中をしたたかに床に打ち付け顔を歪ゆがめる。ナイフが手から離はなれて床を転がる。もがいたユローナの手がベッドのシーツを摑み、それが一瞬宙を舞い、二人の身体からだを覆った。

　ヤムセはそのシーツが自分の肩かたに触ふれた時には、ユローナの上に馬乗りになり、彼女の胸むなぐらを摑んで床に押しつけ、喉のど元もとに彼女のものだったナイフを突きつけていた。

　そして、時間が止まった。

「……何故……デイロックに帰ったかだと？」

　シーツを頭から被かぶったヤムセが、絞しぼり出すような声でそう囁いた。

「あなたが出ていったんだろう……何もかも置いて、あなたが出ていったんだろう！」

「それでも私のこと待ってたのよね」

　ユローナはシーツとヤムセの作り出す影かげの下で、見下すように嗤わらった。

「どうせなら一生待っていれば良かったのに」

「何故先生を！」

　ヤムセは感情をもてあますように怒ど鳴なり、怒りと頭痛に耐たえられなくなって乱暴にシーツを振り払った。

　ユローナは振り払われて床に落ちたシーツに指を絡からめ、自分の上に乗るヤムセから気け怠だるそうに視線を逸そらした。

「アヴィラーズ先生？　だって私のこと認めてくれなかったんですもの、仕方ないでしょう」

　その目が夜の闇やみの中の深い沼ぬまのようにぬらりと暗く輝かがやいた。




　アヴィラーズというのはユローナの指導教官だった魔ま術じゆつ師しで──ユローナが専門課程を終えて正魔術師となってから、共同研究者となった人物だ。ヤムセの目から見ても彼らは良いコンビで、互いに信しん頼らいし合っているように見えた。

　だがある日突とつ然ぜん、ユローナはアヴィラーズを殺し、研究資料を奪うばって《学園》を出奔した。

　その日から、ヤムセは出奔者の愛まな弟で子しとして何度も倫りん理り委員会に審しん問もんされ、厳しい追つい及きゆうに遭い──それが済んだと思ったら、研究室は取り潰つぶされ、彼の前に一いつ切さいの道はなくなっていた。

　噂うわさではアヴィラーズがユローナの人体実験の証しよう拠こを摑み、彼女を詰きつ問もんしたのがきっかけだったらしいが──今となっては、真実はユローナの中にしかない。




　何を今いま更さら血迷ったことを訊きいているのだろう、とヤムセは自分の怒いかりと絶望を他人事のように感じながら、ぼんやり思った。

　問いつめても仕方ない。今更ユローナが彼女の師を殺した理由も、ヤムセを置いて出奔した理由も、知ったところでどうにもならない。何もかも過ぎ去ったことだ。

　それでも脳のう裏りに幾いくつもの記き憶おくが蘇よみがえって、言葉が口をついて出ていたのだ。

「……あの時」

　ユローナが、遥はるか昔を思う時の遠い目をして──ひょっとしたら彼女も彼と同じ思いだったのかもしれない──言った。

「誘さそっていたら、あなたはついてきたかしら」

　出しゆつ奔ぽんの、あの夜。

　ヤムセは思わず考えてしまった。アヴィラーズを殺したばかりのユローナが血まみれで寮りようの部屋の窓を叩たたき、密ひそやかな声で計画を告げる──一いつ緒しよに来なさい、いつもの命令口調でそう誘う。手を差し出す。鮮あざやかな血に濡ぬれた手を。自分はその手を取っただろうか？

　ひどい頭痛がした。

「は……っ」

　ヤムセはひどく愉ゆ快かいな気分になって醜みにくく顔を歪めて嗤わらい、手でその歪んだ顔を覆おおった。

　そして、自分とユローナの両方に向けて、腹の底からの言葉を吐はき捨すてた。

「バカバカしい……！」

　ユローナは、疲つかれたように笑った。

「そうね──忘れてちょうだい」

　その台詞せりふが引き金になった。




『……忘れてしまいなさい』




　ヤムセは頭痛のあまり吐き気すら込み上げてきて、そうして、それと一緒に、無視しようとしていたすべてが蓋ふたを打ち砕くだいて表に出てきた。

　凍いてつく夜の、思い出そうとしても思い出せなかった最後の一ひと欠片かけらが、彼の理性の制止を振り切って、まざまざと蘇る。

　震ふるえ、死にゆく子どもと、その子どもを助けられない自分と──。

　ヤムセは顔を覆った手の下で、目を見開いた。ユローナが彼の表情に気付く。

「ヤムセ？」

「────っ！」

　ユローナの声が、顔が、すべてが彼の頭痛を引き起こしている。ヤムセはユローナの上から転がるように退き、よろめいて壁かべにもたれた。

「ヤムセ？　あなた、いったい──」

　ユローナが最初は警戒しつつ、次し第だいに不安が勝ってきたのだろう、少しずつ近寄ってきた。

　躊躇ためらいながらも、ついに顔を覆う彼の手を摑み、目を覗のぞき込む。

「ヤムセ」

　彼の名を囁く──あの夜と同じように。

　ヤムセは唐とう突とつにユローナの喉のどに手を伸のばした。

「……ヤ」

　ユローナの美しい唇くちびるが歪む。自分の喉を絞しめ上げる彼の手を振り払おうともがく。

　あの時も自分は彼女の喉に手を伸ばし、絞めようとした、と彼は思い出す。

　あの時も彼女は自分の手を振り解ほどこうとしたと思い出す。

　あの時も自分は彼女を憎んでいたのだと思い出す。

　ユローナがヤムセの手を振り払った──あの時と同じように！

　ヤムセはもう一度壁にもたれ、うつむき、力ない声を絞り出した。

「あの時も……」

　ユローナは咳せき込みながら彼を見つめる。

「私を助けたな、ユローナ」

　ユローナは咳き込むのもやめて、ただ、彼を見ていた。




「雪の日だった」

　ヤムセは壁にもたれたまま呟つぶやいた。

「西部の街だ。七年前。私はあなたを追って、そこにいた。姉の仇かたきだったあなたを追って……。だが、そこで子どもを拾った。死にかけた子どもだ。私はその子どもを助けようとして。できなくて、死なせかけていた。それから……」

「ヤムセ、やめなさい」

　ユローナの警告が飛んだが、ヤムセはもはや頭痛の種をこれ以上抱え込むことはできなかった。彼は頭を壁につけ、疲れきって言った。

「そこには三人目がいた。三人目と私は争い、殺されかけて……あなたに助けられた。覚えている、いや、思い出した。そうだ。それが最後の欠片だ。七年前のあの日起こったことの」

「ヤムセ」

「あなたが私をあの部屋から連れて逃にげた。路地かどこかに連れ込んで、その後気付いて戻もどろうとする私に、言ったんだ」

　は、と知らず乾かわいた笑いが漏もれた。

「こんなことはすべて忘れてしまえ、と」

「気のせいよヤムセ」

　ユローナは平然と、傲ごう然ぜんと言った。

「そんなもの今の今まで忘れていたなんておかしな話──」

「あなたが魔ま術じゆつを使って忘れさせたんだ。あなたは私を助けて、どこかに連れていって──確か外だ、雪が降っていた。雪の中で、あなたは私の顔を覗き込んで、私はあなたの首に手を伸ばして──いや、それは重要ではない。重要なものは、あの部屋の中にあったんだ。三人目か。あの三人目に関係があるのか。あの三人目がいたから、あなたは私から記憶を奪ったのか」

　ユローナは答えなかった。ただ、ヤムセはそっぽをむくその横顔をしばらく見つめ、不意に何な故ぜかリティーヤの、意地を張った時のあの横顔を思い出し、自分が何故そんなものを思い出したのか理解できないまま、意識の端はしに追いやって、ただ答えを待った。

　ユローナは長い沈ちん黙もくの後、ゆっくりと、ヤムセの反応を試ためすように、口を開いた。

「あのね、ヤムセ。私があなたの記憶を封ふうじたとしたら、それは覚えていてほしくないから封じたに決まっているでしょう？　それなのに、今私が正直に言うと思うの？」

「…………」

「あなたは自分が何かを思い出したと考えてるのね。ならこれは私の想像なのだけれど──」

　ユローナは腰こしに手を当て、ヤムセの方を覗き込んで言った。

「私があなたの記憶を改ざんしたとしたら、それはあなたを死なせないためなのではないかしら。その三人目とやらが、とても危険な存在で、そのまま放っておいてあなたを関かかわらせては、遠からずあなたが命を落とすと思ったからではないかしら。

　……そして、そうであるならば、あなたは忘れているべきなの」

「あなたはもう私の指導者ではない」

　ヤムセが睨にらみつける。

「あなたに導いてもらうつもりはない」

「そう」

　ユローナは微笑ほほえんだ。

「ならあなたは私に答えを求めるべきではないわ。答えを吐き出させるべきなのよ。どんな手を使ってでも。

　私があなたをどんな手を使ってでも手に入れたいと思っているのと同じように、ね」

　挑ちよう発はつ的に、目を細める。

「それとも──あなたが私のものになるというなら、お望みの真実を語ってあげるわよ？」

「断る」

　ヤムセが言い捨て、壁から背を離はなし剣けんを握にぎる手に僅わずかに力を込めたその時。

　懐ふところに伸びたユローナの右手から小さなものが放たれ床ゆかを転がり、次の瞬しゆん間かんヤムセと彼女の間には乳白色の煙えん幕まくが広がった。

　煙幕が晴れた後、そこにユローナはもういなかった。

　ヤムセはユローナが最前までいたシーツの上を見つめ、その皺しわを見つめ、最近すっかりお馴な染じみになった頭痛を感じ、そっと目を閉じた。




　ユローナは、七年前の冬、ヤムセを救っている。

　それは白く冷たい冬の夜のことで、窓に打ち当たる雪を見つめながら彼が一人の少女を救おうとしていた夜のことで、そしてその少女が今にも死への淵ふちにひっそりと足を踏ふみ入れようとしていた夜のことだった。




『こんなことは忘れてしまいなさい！』




　頭痛とともに、あの時の、ユローナの声と、珍めずらしく乱れた呼吸と、返り血に濡れた驚おどろくほど真しん剣けんな顔と、命令口調のくせに切り裂さかれるような痛みと切実さに満ちた声が七年の時を越えて蘇よみがえってきて、彼は肩かたを震わせて笑った。自分を必死に助けたユローナと、単に魔術をかけられたせいだけでなく自ら進んでその忌いまわしい──十代の、姉の仇を追うことにすべてを捧ささげていた青年には十分に忌まわしい──記き憶おくを忘ぼう却きやくの淵に葬ほうむっていた自分の両方を、笑った。

　火の迫せまる部屋に立ち尽つくして、すすり泣くように笑った。

「…………───っ」

　そして突とつ如じよとして込み上げてきた怒いかりに突つき動かされ、手近の壁に拳こぶしを叩たたきつけた。

　白いシーツが、あの夜の雪のようだった。





３






　気が付くとゼストガに顔を覗き込まれていた。

「くそ──リティーヤさんっ、生きてますかっ」

　すでに意識がもうろうとしていたリティーヤは、それに低く呻うめくだけだ。

　気温は高いはずなのに、リティーヤは寒かった。〈昼〉魔術の反動で、体温が下がっているのだ。視界が暗転し、歯の根が合わなくなり、指先の色がなくなって──。

　──また、役立たずなのか。

　胸を衝つく痛みに耐たえて、リティーヤは囁ささやいた。

「さっきの……やつは」

「キツネ面の？　逃げていきましたよ！」

「追って……」

「はあ？　何言ってんですか、リティーヤさんの脳みそは本当におがくずですね！」

　こんな状じよう況きようでも変わらないゼストガの嫌いや味みに思わず笑ってしまった。

　──でも、役立たずは嫌いやだ。

　リティーヤの、その混こん濁だくした意識に一つの考えが閃ひらめいた。

　気力を振ふり絞しぼり、精神集中に入る。第六感とも五感のすべてとも言える感覚で、魔ま力りよくの流れを摑み、自分の肉体に働きかける。

「リティーヤさん？」

「……熱を」

「リティーヤさん!?」

　ゼストガが気付いて声を荒あららげたが、その時にはもうリティーヤの魔術は彼女の思っていたように現実をねじ曲げていた。

　震ふるえが止まる。手を何度か握ったり開いたりを繰くり返すと、指先に血行が戻ってきた。汗あせを垂らしながらも、リティーヤは自分の体温が自分の期待した通りの状態に戻ったことを知った。

　ゼストガが勘かん弁べんしてくれという顔で、額に手を当て叫さけんだ。

「〈昼〉魔術を使って体温を戻したんですか!?　なんてことを！　どんな副作用があるかわかりませんよ、いつも一度使っただけで半日は寝ね込こむじゃないですか！　それを無理矢理……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　リティーヤは言って立ち上がり、額の汗を拭ぬぐった。

「行ってください、ゼストガさん。あたしは大丈夫だから」

「しかし──」

「大丈夫なんです」

　ゼストガは数秒迷っていたが、結局彼女に自分のコートを着せかけて言った。

「わかりました。ここにいてください。すぐに調査委員会の人間が来ますから、彼らと一いつ緒しよにホテルに戻ってください」

　リティーヤは頷うなずいた。

　心の中で、謝りながら。

　ゼストガがキツネ面を追ってすぐに、リティーヤは行動を開始した。

　ゼストガが出ていったのとは別の、倒たおれた扉とびらをまたいで外に出て、様子を窺うかがう。まだ、通りに人気はない。先さき程ほどのヨルノシシのような生き物もいない。

　それを確かく認にんしてから、通りを東に走り出す。

　ミカとの約束の場所目指して。

　ブロウストリート、東の果ての倉庫目指して。




「ミカ」

　そう囁いて、十歩ほど先の暗がりから、一つの影かげが進み出てきた。

　すぐそばの壁かべの光に照らされて、くすんだ金きん髪ぱつが見える。

　ミカはその場に縫ぬいつけられたように動けなくなった。

「イルザークさん……」

「無事で良かったよ、ミカ」

　イルザークは屈くつ託たくなく笑い、彼女の前に立った。

　呆ぼう然ぜんと垂らしていた腕うでを、摑まれる。

「ユローナが待っている。行こう」

　ミカは逡しゆん巡じゆんし、彼の目を見上げた。

「……あなたは言いました。にげろ、と」

「あの時はね。悪いけど、今は無理だ」

「ユローナの命令だから、ですか？　あなたはいつまで先せん輩ぱいを殺した人間に従うんですか」

「……リティーヤに俺の虐いじめ方教わったの？」

　イルザークは苦く笑しようした。

「俺がユローナに従うのは彼女が強くて俺がイヌだからだよ。強者に従うイヌ、わかるかい？　俺に命令したかったら、力でねじ伏ふせてごらん」

「イヌは簡単には主を変えないものです」

「俺はしつけのなってないイヌなんだ。だから、そうだね、あんまり虐められると君に嚙かみついてしまうかもしれないよ？」

　イルザークはそう言って実際にミカの手に嚙みつくようなそぶりを見せたが、ミカが手を引こうとすると笑ってやめ、その手を自分の掌てのひらの上に載のせた。

「いつか君がユローナよりも強い力を持つ魔ま術じゆつ師しになったら、君に従ってあげても良い。でもね、今はたとえ君が俺の主人でそう命令されようとも、君を一人にしておくことはできない。ここはもう危険なんだ」

「……あのヨルノシシとかいう生き物のことなら、なんとかやり過ごします」

「そうじゃない。それもあるけど、もっと危険なものが──人間の集団が、君を狙ねらってる。そいつらはとても過激で、危険な集団で、君を殺そうとしている。君を殺すことで、自分たちの望んでいたものが得られると思っているんだ」

　ミカは自分の手の下に重ねられた手を見つめた。大きく、無骨な手だ。摑まれれば、ふりほどけない強い手だ。

　だが、ミカは一つだけ方法を知っている。

「イルザークさん」

　ミカは魔ま術じゆつのための定められた手順を踏みながら、視線を上げ、その手の持ち主を見上げた。

「私はリティーヤを哀かなしませるようなことを言いました。あの子を傷つけるようなことを言いました。あの子を突き放したかったんです。もうこれ以上は無理なんだと、わからせたかったんです。でももしかしたら傷つけたかったのかも──あの子が私のために傷ついて、その傷ついた顔を見て、その心を想像して、あの子の痛みに自分がもっと傷ついて、それで私はようやく自分が生きているような気持ちになれるのかも。だとしたら私はユローナ以上に狂くるってる」

「ミカ……？」

「イルザークさん。迎むかえに来てくれてありがとう。あなたの声を聞くのは、あの男の顔を見るよりずっと安心できる」

　目を逸そらさず、相手の手をゆっくりと自分の頰ほおにあてがう。僅わずかに訝いぶかしげな表情をされる。警けい戒かいされているのだ。ミカはその警戒が確信に変わる前に、素す早ばやく魔術を完成させる。

「でも、ごめんなさい」

〈流れ〉魔術は肉体を支配し、魔術師の顔や背恰かつ好こうを一時的に他ほかの形に作り替かえることができる。魔術を無効化すると言われる《蛇の目連隊》の人間でも、この効果を打ち消すことはできない。

　イルザークの目が見開かれる。その目に映る自分の姿を見ないようにして、ミカは彼の身体からだを突き飛ばし、闇やみの中に続く狭せまい小路に身を翻ひるがえした。




　何が起こったのか、イルザークは理解していた。変身の魔術だ。《蛇の目連隊》の魔術無効化の護ご符ふが有効なのは護符の持ち主に対してかけられた魔術だけだから、変身の魔術を無効果するようなことはできない。

　それなのに、動けなかった。

　彼の目の前で、少女は唐とう突とつに、その顔を、彼のよく見知っていた女性に変えたのだ。

　唯ゆい一いつ違ちがっていたのは、触ふれた頰の感かん触しよくだ。何しろ彼が彼女の頰に触れたのは、彼女の葬そう式しきの時一度きりだったのだ。忘れかけていた記き憶おくのぐにゃりとしたそれとは違ちがって、今触れた肌はだは生きた人間の肌だった。

　だが、何な故ぜミカが彼女の姿を知っていたのだ？

　最初の混乱から抜ぬけ出して、頭を過よぎったのはその疑問だ。

　彼は彼女の写真すら持ち歩いてはいない。彼女にまつわるあらゆるものはとうの昔に捨て去っていて、唯ゆい一いつの形見といえばこブラツのデイ・剣ソードだけだ。そもそも彼女の名前すら、ミカには教えていなかったはずなのに。

　──待て。

　いつだったか、ミカはユローナの魔術について、こう言っていなかったか？

　ユローナは魔術を受け継つがせるための実験をしていて、それを記憶そのものにも応用していると──。

　イルザークはそこまで考えたところで、自分の顔を平手で思いきり叩たたいた。

　とにかく、追わなければ。

　ミカは、今、狙われているのだ。

　ユローナが街中に放った使い魔まが、その情報を持ってきてくれた。

《学園》でもなく、《貴族院》でもなく、あのキツネ面の連中が、彼ら独特のとびきり忌いまわしい理由によって、ミカを狙っているのだと。

　イルザークは走りだした。




　魔術と魔術のぶつかり合った余よ韻いんが、風の流れを乱して路地の隅すみに小さな渦うずを作っていた。

　狭い路地の隅で、キツネ面をむしりとられた男は壁に身体をもたせかけていた。額からは血が流れ、目に入って視力も奪うばっていた。

「あなた方の狙いはなんなのです？」

　ゼストガは冷たい灰色の目で男を見下ろし、その前に立っていた。

「貴様らの目は見えていない」

　ひひ、と気味の悪い笑い声を上げ、男は身体を捩よじる。

「貴様らの耳は聞こえていな──っ」

　男は悲鳴を飲み込む。ゼストガの手から滑すべり落ちた山刀──元々は男のものだ──の切っ先が、男の手の甲こうを貫つらぬいたのだ。

「おやおや。ちょっと手が滑りました。すいませんねえ、大丈夫ですか？」

　ゼストガはそう言いながら、男の手を踏ふみつけ、山刀を抜き取った。その目は相変わらず冷たい曇くもり空の色だが、口元にはいつもの優やさしげで穏おだやかな笑えみが浮うかんでいた。

　その笑顔のまま、男の髪かみを摑つかみ、顎あごを上げさせる。

「で？　僕らの耳が聞こえていない、というのはどういう意味です？」

「真実が……貴様らの……」

「はい、もう一度わかりやすく」

　ゼストガの手が山刀を再び振ふり下ろす。

　男は、しかし足首に刃はがめりこもうとも、ひるむ様子は見せなかった。事前になんらかの薬物を吸い込んで、興奮状態を作り出しているのかもしれない。目の輝かがやきが尋じん常じようではない。

「真実だ！　貴様らの目も耳も役には立たぬ。貴様らには真実が見えていない！　この街がすでに人の土地ではないことを、貴様らは理解していない！」

「人の土地ではないとしたら、ここは誰の土地なんですか？　あなた方の土地？」

「王の土地だ！」

　ゼストガはうんざりしてきた。キツネ面の連中は、二百年以上前に滅ほろびた統一王朝の継けい承しようにこだわり、その正当なる後こう継けい者しやとして古王国の王こそが大陸を統すべるべきだと主張している。

　だが。

「〈昼の王〉の土地だ──四分の一秒を統べる、〈昼の王〉の土地だ！」

「────」

　今の言葉は、彼らのこれまでの主張にはないものだ。

「詳くわしく」

「は！　誰が貴様らなどに──」

　ゼストガは男の額に手をかざした。男が抵てい抗こうして暴れるのを、押さえ込んで馬乗りになる。

　男が目を剝むき、怯おびえた様子でゼストガを見る。

「やめ、何だこれは──何を」

「〈流れ〉魔術で神経を直接刺し激げきするんです。大たい抵ていこれでゲロります」

「バカな、そんな──」

　男の声は悲鳴に変わって意味がとれなくなる。

　ひとしきり痒かゆみや快楽や不快やとびきりの苦痛を味わわせた後、ゼストガはぐったりした男の髪を摑んでもう一度顎を上げさせた。

「で？」

　優しげな笑顔は張り付けたままだ。

「…………」

　ぼそぼそ、と男が何事か呟つぶやく。

　ゼストガはそれを聞き終えると、男の髪から手を離はなし、その顔が泥でい水すいの中に突つっ込むに任せた。

　その時、ちょうど魔導書調査委員会の同どう僚りようが彼を呼ぶ声が聞こえてきた。

　やってきた同僚は、息を切らして言った。

「リティーヤはどこだ！」

　あの場に留とどまってろと言ったのに──。

　ゼストガはバドが言うところの惚ほれた相手に対して、本気で殺意を覚えた。





４






　ブロウストリート、東の突き当たり──。

　リティーヤはミカとの約束の場所目指して、旧市街を走っていた。

　旧市街は入り組んだ造りをしてはいたが、《ヘビの一族》の遺い跡せきの残る観光地でもあるため、案内板は要所要所にあって、目指す通りはなんとか見つかった。後は原始文字で照らされたその通りをひたすら東へ向かって走るだけだ。

　やがて、前方に、原始文字の書かれていない、のっぺりとした壁かべがそそり立って、行く手を阻はばむ。

　この街に入った人類の建てた、味気ない倉庫だ。

　リティーヤは開け放たれたままの扉とびらからするりと闇の中へ滑り込んだ。

　窓に打ち付けられた板の隙すき間まから月明かりの差し込む屋内は、天てん井じようが高いせいかがらんとして見えた。そばの運河から、澱よどんだ水の匂においが屋内まで忍しのび込んでいる。

「……ミカ？」

　そうっと呼びかけるが、返事はない。

　朽くちた木箱の積まれた中を、釘くぎなど踏まないよう用心しいしい歩いていくと、脇わきの扉から微かすかに橙だいだい色いろの光が漏もれていることに気付いた。

　危険を感じ、足音を立てないよう扉に張りつく。

　──何か、言い争うような声。

　扉の隙間から覗のぞけば、そこにキツネがいた。

　黄色い毛皮に、黄色い目、裂さけた赤い口。

「！」

　驚おどろいて尻しり餅もちをつく。

　それは現実の野山に棲すみ時折牧場などに姿を現すキツネではなく、まるでおとぎ話の中に出てくるそれのような、意地悪で残ざん忍にんで狡こう猾かつな、悪意の塊かたまりのような顔をしていた。

　それと目があった。

　だが、室内からキツネが飛び出してくることはない。

　リティーヤは何かの間ま違ちがいだったのかと、もう一度身体からだを低くして、そろそろと扉にしがみついてみた。

　隙間から覗いた室内には、蠟ろう燭そくと思われる光量の低い明かりがつけてあって、その中に幾いくつもの影かげがあった。

　目に見えるところにいるのはすべて黒ずくめで、顔には妙みような面をつけている。

　その中の一人、リティーヤから最も近いところにいる一人は、リティーヤに背を向け、面を背負っていた。

　リティーヤが目があった、と思ったのは、その背中に回された面だったのだ。

　だが、ほっと息を吐つくことはできなかった。

　キツネ面たちの陰に隠かくれていたミカの姿が見えたのだ。

　ミカはキツネ面たちに押さえつけられ、縛しばり上げられていた。口には布か何か詰つめ込まれ声も出せない様子だった。いや、それどころか、ぐったりとうなだれ、意識があるのかどうかもわからない状態だ。

　ミカ、と叫さけんでリティーヤは室内に飛び込もうとした。

　だが、突とつ然ぜん背後から羽は交がい締じめにされ、口を塞ふさがれた。

「っ！」

「俺だって」

　キツネ面の連中に後ろに回られたのだと思い、もがき、暴れようとしたが、その声を聞いて動きを止める。

　首こうべを回めぐらし背後を見れば、目に入ったのはキツネ面ではなく、キツネ顔の男だった。

　男は黙だまれと身み振ぶりでもう一度示し、それからリティーヤが入ってきた扉の方を指した。




　リティーヤは外に連れ出されたところでやっと解放された。

　自由に空気を吸えることを喜ぶ前に、男の胸むなぐらを摑んで詰め寄る。

「なんなのあんた！　あたしの邪じや魔まする気!?」

「違ちがうよぉ」

　男はがっくんがっくん首を揺ゆさぶられながらも、そう言った。

「俺はただ嬢じようさんをあいつらに捕つかまらせたくなかっただけで……ちょ、いい加減やめてくんない？　うぷ、なんか気持ち悪くなってきたし」

「ええいっ、あんたの言葉なんか信じられるか！」

　リティーヤは胸ぐらを摑んで揺さぶっていた男を放り投げた。

　男は壁にぶつかって顔をしかめ、唇くちびるを尖とがらせてリティーヤを見やった。

「なんだよー。なんでそんなに俺のこと敵視すんの？　俺が虹にじドロさんなんでしょ？」

「！　あ、あんたなんか……っ」

　リティーヤの頰ほおがかあっと火ほ照てる。夢の中とはいえ思わず口走ってしまったのはやはり失敗だったと思いながら、相手を睨にらみつけた。

「あんた、ミカとどういう関係なのよ」

「あ、もしかして妬やいてる？　俺と親しいっぽいミカちゃんに？　それともミカちゃんと親しいっぽい俺に？」

「答える気がないならそう言って！」

「ま、嫉しつ妬としたのは俺だけど」

「嫉妬……って、あんたが、誰に？」

「俺が、ミカちゃんに」

「……はあ？」

「──しっ」

　男は突然リティーヤの口元に手を当て、倉庫の出入り口の方を示した。

　扉を開けて、キツネ面を被かぶった連中が静かに出てきたところだった。

　彼らの一人はぐったりしたミカを背負っている。

「……邪魔しても行くからね」

「後をつけるならいいよ。あいつらの中につっこみそうになったら止めるけど」

　リティーヤはキツネ顔の男とちらりと視線を合わせ、仕方なしに同行を認めた。




　──それはさながら幽ゆう鬼きの集団。

　柔やわらかな靴くつ底ぞこのせいか足音もなく、ぴったりした衣服のせいか衣きぬ擦ずれの音すらろくになく、ただただ沈ちん黙もくのうちに歩みを進める、黒ずくめの集団。全員が悪意を強調されたキツネ面を被り、中の一人だけが少女を一人背負っている。

　少女は、青ざめてぴくりとも動かない。

　その集団が、うち捨てられた通りを、壁へき面めんの原始文字に時折照らされながら、歩いていく。

　リティーヤはそれを二十歩ほど離れたところから追いかけ、そのリティーヤの後ろをキツネ顔の男がのんびりついていく。

　リティーヤは背負われた友人を見つめて、ぎりぎりと歯を食いしばった。

　相手は二十人以上はいる。一人では幾ら魔ま術じゆつを使っても、ミカを奪うばい返すのは難しい。

「なんであいつらがミカを……」

「あー、それはね、ある筋から、ミカちゃんが自分たちの目的達成に必要だって知ったから」

　答えは背後から返ってきて、リティーヤはむっとしながらも集団から視線を逸そらさないように後ろに尋たずねた。

「あんた、やっぱり何か知ってるのね！　目的、って何のことよ！」

「うーん、それには色々事情説明が必要なんだよね。えーと、まず、あいつらは嬢さんも知っての通り《貴族院》の一派なんだ。《貴族院》は石板がない分石板関係の研究は《学園》よりずいぶん不利だったけど、その代わり《始原のキツネ》の研究が盛んでさ。ほら、人類に魔術を教えたあのキツネだよ。で、キツネが何者で、どうして人類に魔術を与あたえたのか……とかにも踏ふみ込んでる」

　リティーヤはキツネ面の集団が角を曲がったところを見計らって、物もの陰かげから通りに出て、後を追った。曲がり角まで来て奥を見るが、相手がこちらに気付いた様子はない。また物陰を選びながら、後を追う。

「で、その中でもあいつらは過激なことに自分たちのキツネ論を認めないやつらは全ぜん滅めつさせるぞーって思想を……」

「あいつらのキツネ論って？」

「キツネは《ヘビの一族》の罪を浄じよう化かするために大地を雪と氷で覆おおったが、人類を憐あわれんで選ばれた人々に魔術を与えた。選ばれた人、すなわち魔ま術じゆつ師しが世界を救い、新たなる王国を打ち立てるだろう、とかなんとか。魔術師は選ばれた人、キツネに祝福された人だから、寒冷化を阻そ止しするためなら何しても良いってことみたいだね。実際自分たちの邪魔する一いつ般ぱん人には容よう赦しやがなくて、焼き討うち・暗殺・誘ゆう拐かいその他ほか、なんでもやってるねえ」

「何それ！」

　リティーヤは思わず声を荒あららげて振ふり返り、キツネ顔の男に顔をしかめられて慌あわてて前方を見やった──集団に気付いた様子はない。

「大きな声出さないでよ。まあそんなだから、《学園》は結構目くじら立ててんだけど、なんだかんだ言っても表立って動いてるわけじゃないからね、一種の秘密クラブというか。《貴族院》と長らく敵対関係にある《学園》にダメージ与えてたりするし、《貴族院》としても黙もく認にんしちゃってる部分があるみたい。《貴族院》自体が乗っ取られちゃかなわないから、一応メンバーくらいは把は握あくしてるだろうけど」

　リティーヤは集団がある建物から地下道に入っていくのを見て一いつ旦たん立ち止まり──何しろ近付きすぎていて、すぐに後を追うには危険が大きかったので──へらへら笑うキツネ顔を振り向いた。

「それであいつらの目的、って何よ」

「嬢さんたちの目的と一いつ緒しよだよ。基本的には魔術師だしね」

　リティーヤは前にも同じような言葉を違ちがう相手の口から聞いた気がして男の顔を見つめた。

　目的──キツネ面の、リティーヤの、ヤムセの、ユローナの、魔術師の目的？

　リティーヤはその時わからなかった問いに、答えを出した。

「《グリーンワードの魔ま導どう書》を集めて、寒冷化を止める……？」

「わかってるじゃないの」

　あらゆる魔術師の目的は、寒冷化の阻止にある。

《グリーンワードの魔導書》の〈昼〉の石板はそこに至るための重要な鍵かぎだ。それが散さん逸いつしてしまったために魔ま力りよくバランスが崩くずれ、〈昼〉魔術が失われたと言われているのだから。

「でも、それがミカとどういう関係……」

　キツネ顔の男がそのつり上がり気味の細い目を、すうっと細めて笑った。

「あいつらは台座に石板をすべて戻もどせばいい、それは一分一秒でも早い方がいい、どのような状じよう況きよう下でも、とにかくそうできるのにしないのは悪である、って考えてる。つまり台座が現れた以上、あいつらは石板を戻そうとするんだ」

　あんまりあっさり言われたので、リティーヤは危あやうく聞き流しそうになった。

「……台座？」

「旧市街の地下にね、〈昼〉の台座があったの。水道管壊こわれてね、その工事で見つかったのをキツネ面の人たちがこっそり隠してたわけ。ここ最近の気温上じよう昇しようは〈昼〉魔力の異常のせいだし、普ふ通つうこの辺りにいないよーな動物がいるのも、動物たちが台座の〈昼〉魔力に引っ張られた結果だよ。じゃなきゃヨルノシシなんてそこらに転がってるわけないじゃないの。あいつら元々《ヘビの一族》の使い魔で身体からだいじられてるからさ、魔力に敏びん感かんなんだ」

「…………」

　リティーヤは笑い飛ばそうとしながらも、できずに顔を引きつらせただけだった。

　男はそれに構わず、話し続ける。

「で、石板の方だけど、一つはユローナから奪って今は《学園》に。一つはデイロックから譲ゆずり受けてやっぱり《学園》に。一つはキツネに渡わたされた時から、《学園》が厳重に保管してる。一つは、これは実は極ごく秘ひ情報なんだけど、台座と一緒なの。さてと、ここまでで四つだよね。じゃあ、五つ目は？」

　リティーヤはキツネに似たその顔をじっと見つめ──。

　キツネ面の集団が姿を消した地下へ、身を翻ひるがえした。

「嬢さん！　五つ目はーっ？」

　キツネ男の明るい笑い声が、背後から追ってきた。




　旧市街の地下道は地上よりよほど立派なもので、大の男の身長の三倍の高さと、馬車が二台余よ裕ゆうをもってすれ違える幅はばがあった。

　リティーヤはその地下道を駆かけた。少し先にゆらめく影かげと光が見えたから、追いかけるのは難しいことではなかった。足音を立てないようにしなければならないのはわかっていたが、そんなことはもうどうでもよくなっていた。地下道の奥からは、異音が響ひびいていた。

　太たい鼓この音か、と最初は思った。

　だがキツネ面の連中がそんなものを持っていなかったのを思い出し、足を踏みならす音だと気付く。

　一本の路地に入り、細く曲がりくねったそれを息をつめて走り抜ぬける。

　声が聞こえる。

　呪まじないの言葉か、古い民みん謡ようを思わせる、高低の少ない、リズムに乏とぼしい歌だ。

　ただ、気持ち悪いくらい声はぴたりと揃そろっている。

　何かが起こる。

　リティーヤはその予感を胸に、走って、走って、路地の終わりに辿たどり着く。

「──っ！」

　路地はまだ先に続いているのに、足あし下もとが陥かん没ぼつし、ぽっかりと虚こ空くうが口を開いていたのだ。

　おそるおそる床ゆかに手をつき身体を乗り出してみれば、足下から縄なわばしごが垂れ下がっている。底の方にちらちらと揺ゆらめく明かりは、キツネ面の連中のものだろう。暗くて奥おく行ゆきはわからない。明かりの小ささからして、かなり深い。

　リティーヤは、慎しん重ちように縄ばしごを摑み、闇やみの中に身体を下ろし始めた。キツネ顔の男も、その後を文句も言わずついてくる。

　下るうちに、徐じよ々じよに空気が変わってきた。底の方からむっとするような熱気を感じて、思わず顔を背そむける。

　手が痺しびれるかと思われるほど長く下りた末、ようやく縦穴は終わった。

　リティーヤは遠ざかる明かりを追って、闇の中を手て探さぐりで進んだ。足下は岩か瓦が礫れきが転がっているらしく、歩きにくいことこの上ない。壁かべに手を当て進むと、熱気はさらに厳しいものになってきた。

「あつ……」

　にじみ出た汗あせが目に入った。急いで拭ぬぐう。

　あまりの熱に、頭がくらくらしてきた。呼吸が苦しくなり、空気が薄うすくなったように感じる。

　いや──実際に薄くなっているのかもしれない。

　何しろ、明かりは近付くほど大きさと数を増し、今や何十ものたいまつの炎ほのおがまばゆいばかりに周囲を照らしていたのだ。

　リティーヤは立ち止まった。

　そこは奇き妙みようで広大な空間だった。

　床近くではキツネ面がたいまつをもって蠢うごめいている。明かりは壁へき面めんにも螺ら旋せんを描えがくように灯ともされ、天てん井じようの凝こった梁はりを照らし出し、何枚もの分厚い垂れ幕があちこちにかかって、その隙すき間まから幾いくつもの彫ちよう像ぞうが顔を覗のぞかせている。等身大の乙女おとめの彫像もあれば、翼つばさを広げた奇き怪かいな化け物の彫像もあって、キツネ面を被かぶった生きた人間たちはその中に混じってしまっている。絨じゆう毯たんはなく、剝むき出しの石の床にペンキ缶かんをぶちまけたように描かれた原始文字は白と赤の二色。

　季節は秋だというのに室温は頭が沸ふつ騰とうしそうなほど高いし、景色は立ち上る熱気で歪ゆがんで見える。

　その部屋に足を踏ふみ入れた時から、リティーヤの心臓は本人の意思を無視して激しくわめき立てている。頭痛がして、心臓がばくばく鳴って、手足が震ふるえて、脂あぶら汗あせが出る。呼吸すら苦しくて、胸と腹を締しめ付けられるように感じた。

　強い〈昼〉魔力が伝わってくるのだ。

　部屋の一番奥、緞どん帳ちようを思わせる赤い幕の向こうに聳そびえるものから。

　それは白い切り石を積み重ねた、四角柱の構造物だった。正面の床から四角柱のてっぺんまで階段が伸のびていて、それもやはり白い石でできている。

　そして、ミカは、キツネ面の人物に担かつがれて、その四角柱のてっぺんに向かう階段を上っていた。

　ミカを背負ったキツネ面は階段を一段一段上っていき、それを他ほかのキツネ面が見上げている。キツネ面は他からも集まったのか元からこの部屋にいたのか、倍以上に膨ふくれあがっていた。

　およそ、五十か。

　リティーヤはそれでも諦あきらめるつもりなどなく、頭の中でこの場で使える魔ま術じゆつを選びながら、一歩前に出た。

「言ったでしょ」

　その声は、耳元で聞こえた。

「！」

　口元に手が回される。

「つっこもうとしたら、止めるって」

　リティーヤの口を塞ふさいで路地の中へ引き戻したのは、キツネ顔の男だった。

　リティーヤはもがいて自分を拘こう束そくする男めがけて魔術を放つ。〈夜〉魔術で男の血液を凍こおらせ、〈流れ〉魔術で空気の刃やいばを叩たたきつけ、〈夢〉魔術で男にとびきりたちの悪い白昼夢を見せようとした。

　だが、どれもはね除のけられた。

　男の血液を凍らせたと思った途と端たん、その血液はまた元通り熱を持って流れ始めた。空気の刃も男に触ふれる前に消えた。悪夢に至っては、鼻で笑われた。

「魔術っていうのはこう使うんだよ」

　そう囁ささやかれると、突とつ然ぜん膝ひざから力が抜けた。抵てい抗こうできずにかくりと膝をつく。

　男は背後に回ったまま、リティーヤの頰ほおを両手で包み込み、その顔をミカの方へ向けさせた。

「ほら先生」

　バゼルの声で嘲あざ笑わらうようにキツネ男が言う。

「あの子にはね、価値があるんだ。俺があの子をそういう価値のあるものから作ったから。嬢じようさんのそばに置いて、あの子を俺の目の代わりにするために、俺はあの子を作り出したんだよ。キツネ面たちは、それを俺から教えられた。だから、あいつらの信念に従って、あの子にその価値ある役割を果たさせることにした。あの子がヒトであることをやめ、自らの役割に戻もどるよう、あの子を説得するつもりなんだ。そうして俺があの子にかけておいた封印を解こうとしてる。それを邪じや魔まする何もかもを彼らは打ち倒たおす覚かく悟ごだ。ねえ、まだわからないかい？」

　リティーヤは唐とう突とつにミカの言葉を思い出した。

　信じてはならなかったのだ。

　一いつ瞬しゆんたりとも気を許してはならなかったのだ。

　この、キツネ顔の男を。

「石板は、いつだって嬢さんを求めて嬢さんのものになりたがっているんだ。東部の小さな街でもそうだった。あそこで嬢さんはあのユローナから石板を奪うばった。次はデイロック。嬢さんは長い間《学園》が手に入れられなかった石板を手に入れた。ねえそれなら、《学園》にいた頃ころはどうだろう？　石板にもし足があったら、嬢さんに会いに行ったんじゃないかな？」

　ダメだ聞くな、耳を傾かたむけるなと心が叫さけぶ。この男の言葉はまやかしで噓うそだらけで真実なんか一つもない。

　だが耳を押さえようにも身体の自由は魔術で奪われ、言葉は耳に入ってくる。

「人間の女の子の姿と記き憶おくを持った石板は、嬢さんの一番そばにいた。嬢さんのものになるために、ずうっと、ずうっと、長い時間を──基き礎そ課程の間中──。

　でも、それもこれでお終しまい。何な故ぜだかわかる？　俺があの子に嫉しつ妬としたから」

　リティーヤは四角柱を上り終えたキツネ面が、ミカを足下に横たえるのを見た。

「俺じゃなくてあの子が嬢さんに愛されてるなんて、そんなのってないだろう？」

　そうしてその身体からだの上で、ひらめく刃を、振ふり下ろされるその輝かがやきを見た。

　リティーヤは声すら上げられなかった。

　キツネ男の手がしっかりと彼女の悲鳴を殺していた。

　リティーヤがその手から解放されたのは、それから何分も、何十分も経たち、ミカが四角柱の上で動くのをやめてからだった。

　遠目でもわかる。四角柱には、あみだくじのような赤い筋が数本走っている。

　ミカの身体から、石材の継つぎ目を伝って、下へと。赤い糸が、川のように。

「あ」

　声が出る。言葉は出ない。

「嬢さんの友だち。ミカ。魔ま術じゆつ師し見習い、優ゆう秀しゆうな《学園》の模も範はん生。でも彼女は五つ目」

「あ、あああああああああ」

「ねえ嬢さん、もう一度訊きくよ。東部の辺境でもそうだった。デイロックでもそうだった。なら、《学園》にいた頃からそうだったとしても、何の不思議もないよね？　《学園》はそれに気付いた。だからあの子を、嬢さんに一番近いところにいたあの子、記憶を植え付けられ自分を普ふ通つうの女の子だと思っていたあの子を捕つかまえて研究対象にしようとした。だからあの子は逃にげ出した」

「あああああああああああああああああああああ！」

　リティーヤはキツネ男に突つっ込んで、頰を殴なぐった。押し倒して馬乗りになって何度も何度もその胸に拳こぶしを叩きつけた。

　殴られた痛みすら喜ぶように、男は目を細めて、リティーヤの涙なみだでぐちゃぐちゃになった頰を撫なでた。

「あの子は五つ目、だからあの子は嬢さんのそばにいて、だから《学園》はあの子を追い、だから俺はあの子を逃がし、だからあいつらは死に至るほどの痛みでもって、あの子にヒトであることをやめさせようとした。あの子の封印を解き、力を解き放って、元に戻そうとした」

　肩かたを震わせ、何度もしゃくり上げ、リティーヤは泣いて、泣いて、泣いた。

「元の──石板の欠片かけらに」

「噓よ！」

　リティーヤは叩きつけるように言葉を吐はいて、男を睨にらんだ。

「噓よ。ミカは戻ってなんかないじゃない。ミカは──あそこで──あの上で──」

「…………あの上で？」

　リティーヤは息を詰つめて白い四角柱を見上げる。

　行かなければ、と思った。

　約束したのだから。

　リティーヤは男を放り出し、ふらつく足で立ち上がった。

「ミカは……あの……上で……あたしを待ってる」

　リティーヤはキツネ面の集団の中に飛び込んだ。

　キツネ面たちは興奮状態で、笑ったり叫んだり泣いたり祈いのったり歌ったり喋しやべったりするのに忙いそがしく、リティーヤがそれを搔かき分けて進んでも誰も止めようとはしなかった。キツネ面を着けていない者も、黒装束ではない者も、年若い、まだ少年と言って良い年ねん齢れいの者もいた。子どもにしか見えない年とし恰かつ好こうの子が、親らしき人物に抱だかれて小さなキツネ面をつけているのも見た。舞ぶ踏とう会のようだ、とリティーヤは思った。兄の姿を見かけた、あの舞踏会。イルザークと踊おどった舞踏会。誰もが楽しそうだった。

　今、リティーヤはちっとも楽しくなかった。

　まだ階段まで何十歩も距きよ離りを残したところで、リティーヤは四角柱が小刻みに振しん動どうしていることに気付いた。

　その振動のせいか、ミカの血を吸った石が、見る間に一つ、ごとりと落ちてきた。

　もう一つ。

　また二つ。三つ。五つ。どんどん降ってくる。

　四角柱が、崩くずれていく。

　轟ごう音おんとともに四角柱が崩れ、白い瓦が礫れきの小山になった時、キツネ面たちの一部は逃げ出し、一部は残って壁かべ際ぎわに避ひ難なんしていた。

　そしてリティーヤは、もうもうたる砂煙の中、四角柱の立っていた場所へふらふらと近付いた。

　そこに、ミカがいた。

　瓦礫に埋うもれるようにして、ぐったりと身体を投げ出している。

「ミカ！」

　リティーヤは駆かけ寄ろうとした。

　だが、キツネ面たちに取り押さえられる。いかつい男たちが、侵しん入にゆう者であるリティーヤの腕うでを摑み、ねじ伏ふせ、顎あごが四角柱の残ざん骸がいにぶつかる。

「──っ」

　その、顎が濡ぬれた。

　赤い液体で。

　なんだこの娘むすめは、とか、始末しておけ、とか、よくわからない言葉が頭上を飛び交かっている。言葉は頭に入って来ない。リティーヤは一度にあんまりたくさんのことを考えようとして、呼吸ができなくなって、心臓がばくばく鳴って、気持ちが悪くなった。

「──ぁ」

　さらに押さえつけられ、頰が同じ石材に押しつけられる。液体の臭においが嗅きゆう覚かくを刺し激げきする。

「ぅう」

　泣きながら、首を捻ねじってミカを見た。ミカはそばに倒れていて、彼女の身体から出る血で、周囲は赤かった。

「…………っ」

「構わん、殺せ」

　誰かの声が聞こえた。リティーヤはその声の主の顔を睨みつけた。

「燃えろ！」

　その時自分はあの悪意のこもったキツネのような顔をしていたと思う。

「ひ──」

　大きな鉈なたを担かついでいたキツネ面の男が、鉈を持っていた右みぎ腕うでを炎ほのおに包まれ転がった。他の者が慌あわてて上着を叩たたきつけて消火する。リティーヤはその間に自分を押さえつける二人の男の服にも火をつけてやった。それから、各自が持っている松たい明まつの炎を突とつ然ぜん大きくしてやる。炎は火柱になって、面おも白しろいくらい高く伸のび上がる。

　悲鳴が交こう錯さくし、キツネ面が飛び交い、誰もが逃げまどい、怯おびえ、泣き、リティーヤは泣きながらそれを睨みつける。

「あは」

　ぎりぎりと奥歯を嚙かみ締しめ暴れ出しそうになる魔ま力りよくを抑おさえつけながら、リティーヤは何故だか笑いが込み上げてくるのを感じた。

「ぁはあははははっうぐ……く」

　意識が歓かん喜きに飲み込まれ、魔力のたがが外れそうになる。この場に溢あふれる〈昼〉魔力がリティーヤの魔力を刺激し、それが意識まで侵おかそうとしていた。今リティーヤは散々刺激を受けた猛もう犬けんの鎖くさりを解いたようなもので、解き放つのは簡単だが抑え込むのは非常に困難だった。

　いや──。

　そもそも、抑え込む必要があるのか？

　危険な疑念が頭を掠かすめるのを感じ、リティーヤは腕に爪つめを立て意識を保とうとする。

　だが囁ささやきは止まらない。

　今目の前にいるのはミカを殺した人間だ。手を下していなくても、ミカを殺すことに賛同した人間だ。そんな相手に手加減なんて──。

　殺した？

　どくりと心臓がきしむ。そうか、ミカは殺されたのか。

　いや死ぬわけがない。ミカは石板で──いや違ちがう。人間だ。

　ならばやはり死んだのか──。

「あはっ──は、あ、う」

　嗚お咽えつが込み上げてきた。リティーヤはそばに転がっていたミカの身体まで這はっていき、その頭を膝ひざの上に抱き寄せた。真っ白い、雪のように白い顔をしていた。もうミカは──。

　おとなしくなったリティーヤの様子を見て、キツネ面をつけた男が一人、近付いてきた。魔ま術じゆつをかけようというのか、リティーヤの顔を覗のぞき込みながら、口の中でもごもごと呟つぶやいている。

　リティーヤはふと顔を上げた。視線が合う。

　あ、と思った。

　こいつだ。この裾すそを引きずる動きにくいローブはこいつしか着てない。

　リティーヤの目が炎を映して輝かがやく。

「あんた、ミカを殺したやつね……！」

「い──凍てつけ！」

「燃えろ！」

　男の放った魔術はリティーヤの全身を氷で包み込もうとするが、リティーヤの魔術が生んだ熱はその薄うすい氷など一いつ瞬しゆんで溶とかす。熱い蒸気を顔面に食くらい、男は悲鳴を上げて転がる。

「ミカは人間なのよ！　見なさいよ、あんたたち人間殺したのよ！　──ああ、違う、ミカがなんだっていい。ミカの正体なんて、あたしには何だって良かったのに！」

「やめ──あ」

　リティーヤがあちこちにばらまいた炎は再び勢いづいていた。消火は間に合わない。

　もがく男に、リティーヤが最後のとどめの魔術を使おうとした時。

「…………」

　小さな、声が聞こえた。

　リティーヤはミカの顔を覗き込む。

「ミカ？」

「……なさい、よ」

　ミカは白い顔に茶色い髪かみを張りつけ、ガラスのような目でリティーヤの姿を捜さがしながら言った。

「あんた、そゆの、似合わない」

「ミカ！　バカ、生きてるならそー言いなさいよ！　び、びっくりしちゃったじゃないの！」

　泣き笑いでリティーヤが叫さけんだ。ミカの目はまだリティーヤを捜している。リティーヤはミカの頰ほおに手を添そえ、自分の方を向かせてやった。それでもミカの目の焦しよう点てんは合わない。

「…んたがいる、から、わた、し」

「ミカ？　ちょっといいから黙だまって手当てさせなさい！　今きっと先生来るから、そうしたらあんたの傷だって──」

「にん、げん、で」

「ミ」

「いられるんだ、と、おもう」

「カ？」

　その目が結局リティーヤの姿を映さずに閉とざされる。

「───」

　リティーヤは、一瞬息を吞のみ、自分の判断を疑って、えへ、と笑う。

「ミカ？　やだなーもーミカ？　ちょっとぉ、冗じよう談だんやめてよお」

　笑えみとは裏腹に震ふるえる手で、ぺちぺちとミカの頰を叩く。目は開かない。

　震えが大きくなる。

「ミカ？　信じないよあたし。だって喋ってたじゃないの。ね、ミカ？」

　震えは大きくなり、止まらない。歯の根が合わない。怖こわい。

　涙なみだがまた溢れてきて、慌てて拭ぬぐった。

「み、ミカ。あのね、そろそろ、おき、て……？」

　涙が後から後から零こぼれてくる。泣いてしまったら目の前の現実を認めてしまうことになる気がして、また拭う。追いつかない。

「お願い、ミカ、起きて……早く、起き……」

　ひ、とリティーヤはしゃくりあげた。それからもう一度。今度はもっと大きく。肩かたが上下し、息が苦しくなった。

　遠巻きに様子を窺うかがっていたキツネ面がまたそろそろと近づき始めたその時。

「いやああああああああああああああああああああああああああ！」

　リティーヤの身体からだの中で散々刺激された〈昼〉魔力は、最後の理性の制せい御ぎよを失って外に弾はじけ出た。

　つま先から髪の先から友人の血に濡れた身体から、炎と熱と光の世界が不条理な現実を圧して破は壊かいすべく解き放たれた。




　キツネ顔の男は、リティーヤの絶ぜつ叫きようを聞き、その〈昼〉魔力によって膨ふくれあがった熱が周囲の緞どん帳ちようを燃やし壁かべを焦こがしていくのを眺ながめながら、熱や煙けむりによって苦しがる様子も見せず、ただ立っていた。

「あーあ、一日に何回も使うから、暴走しちゃうんだよ、嬢じようさん」

　呟き、悲しそうな顔でリティーヤとミカを見る。

「ねえ嬢さん……辛つらい？　苦しい？　苦しいなら……俺が、全部終わらせてあげようか？　ミカちゃんのことも俺に全部任せてくれたらいいよ。大だい丈じよう夫ぶ。そりゃ、ちょっと嫉しつ妬としちゃったけど、嬢さんが俺のものになってくれるならそんな嫉妬なんでもないもん」

　炎は男に挑いどむように膨れあがり地を這って忍しのび寄る。

　だが男はそこに立ち続け、その炎に向かって腕うでを一ひと振ふりする。

　それだけで、炎は消える。室内のあらゆる小さな火が消えて、壁の明かりだけが部屋を照らす。

「それとも嬢さんは、まだ戦える？　これだけの目に遭あって、まだ……抗あらがおうというの？　この運命に……」

　男は少女たちを見つめ、

「俺が嬢さんに与えたこの運命に抗って、失われているものを取り戻せるというの？」

　獣けもののように、唇くちびるを捲めくり上げ、目を輝かせ、

「俺を、もっと楽しませてくれるの？」

　──嗤わらった。
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『いや……っ』

　リティーヤは動どう揺ようし、胸に抱だいた小さな命を抱き締しめた。

　こらえきれなくなって涙が零れ出た。部屋には彼女らの他ほかは誰もいない。石炭ストーブの火は消えている。火をつけるものはない。温めたところで腕の中の命が助からないだろうことはわかっている。なぜならその命の火が消えかかっているのは、どくどくと今も零れる血のせいだから。

『ああ……！』

　リティーヤは血と涙で胸むな元もとをぐっしょりと濡ぬらして震えながら泣き、

「リティーヤ？」

　その声を聞いた。




「この瓦が礫れきの下に何かあるのよ」

「それが台座だと？」

「そうよ。それに今まで使い魔まの視界を邪じや魔ましてたのは……あら、気付いたわよ、この子」

　リティーヤは顔を上げた。

　目の前には一組の男女がいた。

　男の方が片かた膝ひざをつきリティーヤの顔を覗のぞき込んでいて、女の方はその傍かたわらに立ち、男に何か言っていた。

「でもミカの件は惜おしかったわ。あなたがそんな簡単な魔術にやられるなんて」

「わかってます──リティーヤ、大丈夫か？」

「幾いくら昔の想おもい人の姿をされたからって、もう死んだ相手よ？　死者にかまけて生者を殺すなんてね、イルザーク」

「……少し黙ってくれませんか？」

　リティーヤは男女の顔を呆ぼう然ぜんと見上げた。

　その反応を見て、男の方が眉まゆをひそめる。

「おい？」

「……あら？」

　女の方も優ゆう雅がな動作で腰こしをかがめ、リティーヤの顔を覗き込んでくる。リティーヤは怯おびえて──この女からは、何か危険な気配を感じた──腕の中の小さな命を抱いたまま、後あと退じさった。動くと立ちこめる血の臭においが一いつ瞬しゆん濃こくなり、腕の中の血が余計失われてしまった気がしたリティーヤは、それをきつく抱かかえ直す。

　リティーヤは警けい戒かいし、二人を交こう互ごに見ながら言った。

「どうして、あたしの名前知ってるんですか？」

　男女が顔を見合わせた。

　男の方が手を伸のばし、リティーヤの肩を摑つかむ。リティーヤはそれを拒こばんで振ふり払はらった。

「や……っ、誰!?　おにいさん、誰なんですか」

「────」

　男はその場に固まった。

　ひどく驚おどろいている様子だ。リティーヤはもしかして自分は相手を知っているはずなのだろうかとちらりと考えながら、もう一度尋たずねた。

「あたしのこと、知ってるんですか？」

「おいリティーヤ、何を言っているんだ？」

　男はやはりうろたえた様子で、そう言った。リティーヤは男の態度に眉をひそめたが、その時腕の中の命のことに思い至って、慌あわてて言った。

「あ、あの、このコのこと、助けてくれませんか？」

　男はそれには答えず、救いを求めるように傍らの女を見上げた。

「いったい、なんですか、これは……！」

　女は思案顔でリティーヤの前に屈かがみ込み、美しい顔に優やさしげな笑みを浮うかべて言った。

「……お嬢さん、あなたおいくつ？」

「…………きゅ、九歳です……」

　リティーヤは答えながらも、その綺き麗れいな顔が無む性しように恐おそろしく見えて、座ったままさらに後退った。

「あら、そお。どうしてここに？」

　リティーヤは一いつ瞬しゆんその問いに答えられず、周囲を見回した。

　そこはひどく暑く、そして広かった。

　何階建ての建物の中なのだろうか、梁はりが複雑な曲線を描えがく天てん井じようは遥はるか上にあって、壁に螺ら旋せん状に灯ともった明かりがそれを照らしている。リティーヤの周囲は崩くずれた石材だらけだ。どれも同じ白い石で、ところどころ血で汚よごれている。

　だが、リティーヤの意識にその光景は入ってこなかった。

「助けてもらったんです。男の人に」

　リティーヤは記き憶おくの糸をたぐり、覚えていることを口にした。数日前、街中で倒たおれていたら、通りかかった男が自分のアパートメントの部屋に運んでくれたのだ。リティーヤはそこで手当てを受けて、それでもなかなかよくならなくて──。

「じゃあ……その子は？」

　女がリティーヤの抱いているものを指して言った。リティーヤの回想は一いつ旦たん途と切ぎれる。

「ケガをしてしまったんです。……あの、このコを助けてくれませんか。このままじゃ死んじゃう……！」

　女は立ち上がり、笑みを消して男に囁ささやきかけた。特に声量を抑おさえられているわけでもない会話がリティーヤの耳にも入る。

「肉体はそのままで、記憶だけ巻き戻ってるようね。〈昼〉魔ま力りよくが暴走したことと関係があるのかもしれないわ。ミカを、九歳の時に一いつ緒しよだった誰かと勘かん違ちがいしてるんじゃないかしら。あなた何か知らない？」

「知りませんよ。いや──待ってください、確かミカが何か言っていたような……」

　男も立ち上がり、リティーヤをちらちら見ながら言う。男の方が声が低くて、聞き取りにくい。

「そうだ、リティーヤには……という命の恩人がいて、九歳といえばその恩人に助けられた歳のはずです」

「…………何？」

　女が顔をしかめた。

「……ですよ。その命の恩人が別れ際ぎわに……の……をくれたとかで」

　女はそれを聞いてしばらく何か考え込むような顔をしたが、怯えた目のリティーヤの前に、もう一度屈み込む。

　再び、その顔には優しい笑みが浮かぶ。

「大丈夫よ、心配しないで。助けてあげる。さあ、その子を私に渡わたして……」

　リティーヤはどうしても女を信じられなくて──怖こわい、いやな感じがした──男の方を見上げた。

　彼は視線が合うと、少し戸と惑まどったようだった。

「……ほんとうに、たすけてくれるんですか？」

　男は頷うなずかない。

　リティーヤは不安を増大させて、もう一度尋ねようとしたが、その時女が宥なだめるようにリティーヤの背を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、……イルザーク、安心させてあげなさい」

「しかし、ユローナ、ミカはもう……」

　助けてもらえないのだ、とリティーヤはそのやりとりで悟さとった。自分は勿もち論ろんそれがわからないほど子どもではない。もう一度、きつく腕うでの中のものを抱き寄せた。

「たすけてくれる人でなきゃ渡しません」

「良いからこちらへその子を渡しなさい。ほら、ね……？」

「やです！」

　女は舌打ちし、抵てい抗こうするリティーヤの頰ほおを撲ぶった。

　リティーヤは暴れたが、女はリティーヤの手を簡単に捻ひねり上げ、背中にのし掛かかって動きを封ふうじてしまった。その間に、男の方がリティーヤから腕の中のものを奪うばう。

「手こずらせて……イルザーク、あなたは外に出てなさい。今から意識に潜もぐるわ」

「いやあっ、たすけて、たすけておにいさん！」

「意識に潜るというのはどういうことです」

　男の方が、リティーヤの泣き顔を見ないようにして尋ねる。

「記き憶おく遡そ行こうと〈昼〉魔力に何か関係するものがないか確かめるのよ」

「リティーヤをその状態のままにして？」

「当たり前でしょう、こんなチャンスそうそうないのよ。今なら、この子が〈昼〉魔力を持つ理由がわかるかもしれない」

「おにいさんっ」

　呼ばれたイルザークが、リティーヤの方を見る。その目に動どう揺ようの色が見える。この人にすがるしかない──リティーヤは口早に叫さけんだ。

「そのコ、助けてあげてください！　強がってるけど寂さびしがりやなんです。あんまりあたし以外のひとには馴なれないんです。だけど、ねえ、お願い。守ってあげてください！」

「行きなさい、イルザーク」

「きゃあっ」

　リティーヤは砂と瓦が礫れきでざりざりする床ゆかに頰を押しつけられ、悲鳴を上げた。

　痛みと怯えと悔くやしさの入り混じった目で、それでも男を見上げる。

　男は──。

　男は、リティーヤから奪った小さな命を床に寝ねかせて立ち上がったところだった。その顔には諦あきらめたような、困ったような、しかしあまりせっぱ詰つまってはいない表情が浮かんでいる。

　その時初めて、リティーヤは男が腰こしに剣けんを下げていることに気付いた。

　男の手がその柄つかに伸びる。

　リティーヤを押さえつけていた女が、彼女を解放し、素す早ばやく立ち上がった。

「下がっているんだ」

　男が呟つぶやく。自分に言ったのだと気付いて、リティーヤは座ったまま下がった。

　女が口元に笑みを張り付けて言った。

「……イルザーク、悪いことは言わないわ。これはあなたにとってチャンスでも何でもないの。今ならまだ許してあげるから、考え直してみたら？」

「いや、これが良い機会です。それに俺としてはもういつでも良かったわけですし」

　女は世間話でもするように気楽に言った。

「ふぅん、どういう心境なのか教えてもらえる？　《蛇の目連隊》を出てまで機会を窺うかがったのに？　幼おさな馴な染じみを裏切ってまで得たものが、これ？」

「《蛇の目連隊》もヤムセも気にくわなかった、それだけです」

　男の方も、相変わらずゆったりした雰ふん囲い気きで答えた。

「あの掟を作って守ってきた《蛇の目連隊》も、そこから逃にげ出したヤムセも、俺には許せなかったんです。それに、どうせ裏切るなら、ついでに女の子を助けた方が良いでしょう？」

　男は本当についでのようにそう付け加えて、また笑った。

　女の方も、それを聞いてくすりと笑った。

「あなた、本当にセリネの他ほかはどうでも良かったのねえ。でも、待っていれば、いつか私があなたを信用することもあったかもしれないのに──」

「いいや。あなたを見ていて一つわかったことがあります」

　男は、笑えみを深くして、いっそ幸せそうなほどに笑って、言った。

「あんたは、誰も信用しない女だ」

　屈託のない笑顔が、背筋が凍るほど恐ろしく見えたのは、目が笑っていないからだ。

　リティーヤは吐はき捨てられた言葉の意味と、その目の奥に潜ひそむ闇やみの深さに気を取られ、男が剣を抜ぬく瞬しゆん間かんを見み損そこなった。

　気が付くと男は距きよ離りを詰め、女に切りつけていた。

　女の胸むな元もとが浅く切り裂さかれ、そのケープから、僅わずかに白い肌はだが覗のぞいた。

「……バカな男」

　女は吐き捨て、男は叫んだ。リティーヤに向かって。

「逃げろ！」

　それを聞いて、リティーヤは飛び起き、まろびながら走りだした。

　リティーヤは、男が横たえていた小さな命の元に駆かけ寄り、それを背中に背負い──あのコは背負うような大きさではなかったはずだ、という考えは浮うかばない──また走りだす。重さとバランスの悪さによろめきながらも、後ろを見ないようにしてただ出口を見つめて走る。

「ああっ」

　だが、部屋を出て幾いくらも行かないうちに、後ろから髪かみを摑つかまれる。

　転んで振ふり返れば、女が相変わらず微笑を浮かべて立っている。

「戻もどりなさい」

「いやあっ！」

　リティーヤは咄とつ嗟さに腕を振り上げる。振り上げてどうなるわけでもないと思っていたのに、その動きが叩たたき込まれた幾つもの準備段階を導き出す。

「来ないで！」

　突とつ風ぷうが女の足あし下もとを掬すくった。

　女は吹ふき飛ばされて奥の壁かべにぶつかる。嚙かんだ唇くちびるから一筋血が流れ、美しい顔が思わぬ衝しよう撃げきに歪ゆがむ。

「リティーヤ！」

　女が身体からだを起こす間に、男が駆け寄ってきてリティーヤを抱だき起こした。リティーヤはこの男が味方だと確信する。男はリティーヤの代わりにリティーヤの大切な小さな命を両りよう肩かたで負おぶった。リティーヤも立ち上がって彼と走ろうとした。

　だが、つんのめる。

　右足が床と離はなれないのだ。見れば、床を破は壊かいして突つき出た氷の蔦つたが、リティーヤの足に絡からまり、床につなぎ止めていた。

「逃がすと思って……？」

　女がゆらりと立ち上がって笑う。

　リティーヤは、立ち止まって氷の蔦を剣の柄で砕くだこうとしていた男へ言った。

「逃げて！」

「何を」

「呼んできて、誰か──あの男の人」

「誰──」

「あの、あたしを助けてくれた人！　あの人を──呼んできて！」

「────」

　男は戸惑うような顔でリティーヤを見たが、それは一いつ瞬しゆんで、すぐに時間を無む駄だにせず走りだした。

　……背後に足音を聞いて、リティーヤは怯おびえながら、ゆっくりと振り返る。

　足をとられて這はいつくばるリティーヤの傍かたわらに、女が立った。

「あの男とミカだけ逃がしたの？　そんなにミカが大事……？　まあいいわ、まずはあなたからよ。ああ、大丈夫、助けなんて来る前に終わらせるから。ね？」

　女は、リティーヤの顎あごを摘つまみ、その顔を上げさせてそう囁ささやいた。

　リティーヤは女を見上げて、その紫むらさきの目への言いしれない不安と恐きよう怖ふに震ふるえながら呟いた。

「あなたは……悪いひとなんですね」

「そうかもね」

　女が息を吹きかけると、氷の蔦が溶とけて消えた。




「あの人、どうしてあなたのこと裏切ったんですか？」

　元の部屋に連れ戻され、瓦礫の上に投げ出されたリティーヤは、怯えを殺すためにそう訊きいた。

　女はその傍らに屈かがみ込み、懐ふところから手早く数種類の小こ瓶びんを取り出す。

「イルザークのこと？　あの男とは、お互たがい最後にはああなるってわかってて一いつ緒しよにいただけよ。利害が一いつ致ちしていたから」

「…………」

「新しい場所にちょっと腰を据すえなきゃいけなくて、そのせいであの男の力が必要な場面が幾つか想定されたの。それに、あの男はあの男で、《学園》に閉じ込めておくんじゃあ、私がいつまでも殺されないって気付いたの。だから私が脱だつ出しゆつする手引きをして、私のそばにいた……いつでも自分で始末をつけられる位置に。私もいつかああなることはわかってたわ。予想外に早かったけれど」

「……あの人、あなたは誰も信用しないって」

「ええ、言ってたわね」

「あなたがあの人を信用してたら、何か変わったかもしれないのに」

　女はてきぱきと進めていた作業の手を一いつ旦たん止めて、リティーヤの顔を見つめた。

　不思議そうに、微笑む。

「おかしな子ね。あの男を信用してたら、私は死んでたわ。死にたくなかったら、誰も信用してはダメなの。少なくとも、私の生きた世界はそうだったし──あなたがこれから生きる世界も、そうなのよ」

「でも、それじゃあ、あなたは──」

　リティーヤは反論しようとしたが、その時タイミング良く女がかざした薬くすり瓶びんから立ち上る気体を吸い込んでしまい、くらりと視界が揺ゆれた。

　くらり、くらりと、揺れる視界の中に、女の声だけが響ひびいた。

「さあ、眠ねむりましょう、一緒に。そうして何が起こったのか、教えてちょうだい……」

　高く、甘く、柔やわらかな声が、ゆったりとした調べのように響いていた。





２






　──遠くに人と家か畜ちくの列が見える。

　それをぼんやり眺ながめるうちに、自分の失敗に気付いた。

　リティーヤはさっきまで夢中になっていた珍めずらしい色の蝶ちようを放り出し、さやさやと歌う小麦を搔かき分けて列に合流しようとした。小麦畑からあぜ道にまろび出て、さらにそこを走り抜けて馬車の通れる街かい道どうに出て、砂すな埃ぼこりを立てながら、列を追いかけた。

　彼女の家族は他の村人と一緒に、村を捨て、家財道具一式を持ち家畜も連れて、よそに行くところだったのだ。ここではぐれてしまっては、一生再会できなくなってしまう。

　だから、手を離してはいけないと、何度も何度も言われていたのに。

　……だが、やがて列に追いついた時、自分がさらにとんでもない間ま違ちがいを犯おかしていたことに気付いた。

　リティーヤが混じった列は、よその村から逃にげてきた人々の列だったのだ。

　一人も見知った人がいないことに驚おどろいて、リティーヤは慌あわてて立ち止まり、周囲を見回した。

　前にも、後ろにも、知らない疲つかれた大人おとなと子どもがいて、瘦やせた家畜がいて、夏の乾かわいた日差しの中、左右に小麦畑の広がる街道で、リティーヤは自分がただ一人、家族とはぐれてしまったことを知った。

　怖こわくて、不安で、それでもなんとかなると自分に言い聞かせて、結局なんともならなかった。

　難民として紛まぎれこんだ名前も知らない西部の街で、リティーヤはただ一人生きていかなければならなくなった。




「本当に一人だったの？」




　高く、甘く、柔らかな女性の声がそう囁き、リティーヤは自分の記き憶おくに待ったをかける。

　一人ではなかった気がする。

　自分は誰かと一緒だった気がする。

　誰か──小さな、熱い命と、一緒だった気がする。

　なんだったか──確か抱き締しめていて──いつも抱き締めていて──温めてくれて──。

　──それから、血にてらてらと濡ぬれた牙きば。

　リティーヤは突とつ然ぜん浮うかんだイメージが恐おそろしくなって、それを忘ぼう却きやくの淵ふちに放り出し、目覚めようとした。

　だが、夢と現実を隔へだてる扉とびらに鍵かぎをかけられてしまったかのように、どうしても覚かく醒せいできない。

　そうして、リティーヤは、再び意識の深層に突き落とされる。

　血と、痛みと、唸うなり声と、獣けものの臭においの支配するその深みへ。

　すべての始まりの場所へ──。




「さあ、教えてちょうだい。まず、そこはどこ？」




　そこはリティーヤを助けた男のアパートメントだった。ベッドと椅い子すとテーブルがあった。部屋の外は吹雪ふぶいていて、窓の三分の一くらいには雪が張りついていたが、部屋の真ん中に置かれた円えん筒とう形の石炭ストーブが、十分に部屋を暖めていた。

　リティーヤは、その部屋のベッドに寝ねかされていた。




「そこには誰がいたの？」




　そこにはリティーヤがいた。リティーヤは飢うえと寒さにぎりぎりまで体力を削けずられ、ひどい風か邪ぜにかかり、高熱を出して寝込んでいた。粥かゆを食べさせられても、スープを飲まされても、咳せき込んでは吐はいていた。吐きすぎて横おう隔かく膜まくの辺りが痛くなった。水すらも吐いた時には、自分でも絶望的な気持ちになった。

　それからリティーヤを看病してくれていた男がいた。彼はアパートメントの前でリティーヤを拾って以来、三日三晩そばについて世話をしてくれていた。汗で服が濡れれば着き替がえさせてくれたし、食事も食べさせようとしてくれたし、氷ひよう囊のうを何度も取り替かえてくれた。

　それでもリティーヤに回復の兆しはなかった。




「それで、何が起こったの？」




　何も起こらなかった。

　奇き跡せきは起こらず、リティーヤは死に向かいつつあった。




　リティーヤは乾いてひび割れた唇くちびるで囁ささやいた。

『あたし死ぬの』

　氷囊の中身を替えようとしていた男の表情が、動いた。小さな、すぐにはそれとわからない動きだが、僅わずかに怒おこったような色がその目の奥に見えた。

『しぬのね……』

　そういえば、街では最近ひどい風邪が流行はやっていて、たくさんの人が死んでいると聞いた。

　体力の衰おとろえている者がかかると大たい抵てい死ぬという。

　だから、そう、自分も死ぬのだ。

　死んで、また一人になるのだ。

　そう思うと、全身が震ふるえ始めた。瞬まばたきすると涙なみだが溢あふれて、頰ほおと枕まくらを濡らした。

『……っ』

　恐きよう慌こうを起こしかけ、すがるように手を伸のばすと、男はそれを握にぎってくれた──強く。

　恐きよう怖ふと不安の中で、リティーヤはそのことがただ一つ嬉うれしかった。

　闇やみ夜よに灯ともる、ほのかな明かりのように感じた。




「待ちなさい」




　甘かん美びな記憶に浸ひたっていたリティーヤを、その声が揺すり起こす。




「何かが起こったはずよ。そうでなければあなたは死んでいた。見ず知らずのあなたを助けようとした男の行こう為いは美しいものだったかもしれないけれど、あなたはそれに感謝したかもしれないけれど、それでは単に美しいだけの物語で終わってしまう。あなたの物語は終わっていない──あなたの物語は美しくはないかもしれないけれど、終わってはいない」




　声はそう言って、リティーヤに無理矢理さらなる深みを覗のぞかせようとする。

　リティーヤは抵てい抗こうした。ここから先はダメだと心が叫さけんでいる。耳を塞ふさぎ、目を閉じ、泣きわめき、意識の外に追いやろうとした。それを見てはいけないのだ。

　だが、自分の意思ではなく、リティーヤはその記憶を掘ほり起こさせられる。

　恐怖の源泉。

『今』に至るための出来事を。




　男はリティーヤの手を痛いほど強く握ってくれていた。

　その痛みすら嬉しくて、リティーヤは男の手に頰を寄せ、囁いた。

『ありが……とう』

『礼を言うのはまだ早い』

　リティーヤは、枕の上で首を微かすかに振ふった。

『今、そばにいてもらえるのが、嬉しいから……』

『……まだ、早いと言った』

　男の声は硬かたく、怒りを含ふくんでいる。彼は怒っているのだ。あがくのをやめ、命を投げだそうとしているリティーヤに。リティーヤを助けられない自分自身に。

　彼の頑かたくなさが愛いとおしくて、リティーヤは握る手に力を込めた。

　その時、窓の開く小さな音が聞こえてきた。

　凍こおり付き、動くとも思えなかった窓が、いつのまにか開いて、そこから冷たい風が吹ふき込んでいた。

　窓の下には、缶かん詰づめが一つ落ちている。

『……？』

　男は何かを感じたのか、リティーヤの手を離はなし、彼女を背後に庇かばうようにして素す早ばやく立ち上がった。

　その時には窓からの侵しん入にゆう者は男に襲おそいかかっていた。

『！』

　男の両りよう肩かたを屈くつ強きような前まえ脚あしで押さえつけ、押し倒たおし、喉のどに嚙かみつく。

　男は寸前で腕うでをかざして喉を庇ったが、左ひだり腕うでを牙でずたずたにされる。

　血がびぢゃりと飛んで呆ぼう然ぜんと目を見開くリティーヤの服にかかり、その濡れた感かん触しよくにリティーヤはやっと我に返って悲鳴を上げ、ベッドの上でできるだけその侵入者から遠ざかり、壁かべ際ぎわに寄った。

　男と侵入者とはしばらくもみ合ったようだった。

　ようだった、というのは、侵入者が一声吠ほえた途と端たん、卓たく上じようのオイルランプから光が失われたからだ。突とつ然ぜんの闇やみが訪おとずれ、その中でガラスの割れる音、布を引き裂さく音、侵入者の荒あらい息づかい、唸り声が響ひびき、カーテンの隙すき間まから漏もれ入る雪明かりにリティーヤの目が慣れた頃ころには、周囲は静かになっていた。

　男はベッドにもたれるようにして蹲うずくまり、侵入者の姿は見えなくなっていた。

　リティーヤは痛いほどに鳴る心臓を押さえながら、動かない男の方へ手を伸ばした。

　──男の肩かたに触ふれた手が、濡れた。

　少しぬるっとした、温かな液体で濡れた。

　リティーヤは男の身体からだから流れ出る血の臭いに気付いた。

　泣きそうになりながら、男のそばに寄った。男はまだ息をしていたが、その呼吸は浅く速い。

　どうしたらいいのか、手当ての仕方なんか知らない──慌あわて、怯おびえながら、リティーヤは声を聞いた気がしてふと視線を上げた。

　目の前に、漏もれ入る雪明かりに照らされて、一頭の獣けものがいた。

　侵入者だ。部屋の奥にいて、一いつ瞬しゆん姿が見えなかっただけだったらしい。

　獣は子馬くらいの大きさで、鼻はな面づらに皺しわを寄せ、牙きばを剝むきだし、全身の毛を逆立てていた。毛皮は雪明かりでは銀色に近い色に見えた。リティーヤを睨にらみつける目は金。金属質の、異質な輝かがやきに捕とらわれて、リティーヤはその場に凍り付いた。リティーヤの知るどのような獣とも違ちがっていたが、キツネに似ている。ただ、ものすごく大きい──そして、牙が鋭するどい。

『ダメ……』

　リティーヤは掠かすれる声を絞しぼり出した。

　獣は静かに一歩近寄ってきた。リティーヤは倒れている男を起こそうと揺ゆすぶったが、うんともすんとも言わない。獣はまた一歩、今度は確信に近いものを込めて近付いた。男は動かない。

　その時、獣が笑ったようにリティーヤには見えた。唇を捲めくり上げ、歯をむき出し、生なま臭ぐさい息を吐いて、笑ったように見えた。

　そして、飛びかかってくる。

『ダメえ……っ！』

　リティーヤは力の限り声を振り絞り、うずくまったまま動けない男の前に身を投げ出した。

　温かな息と、獣の乾かわいた体温がぶつかってくるのを感じ、その衝しよう撃げきの強さと恐怖に、思わず目を閉じた。




　次に気が付くと、カーテンの隙間から入る雪明かりの中、リティーヤはただ一人、ベッドに倒れていた。

　カーテンは破れ、ランプのシェードは床ゆかで割れていた。

　窓の下には、どういうわけか缶詰めが一つ落ちている。

『……？』

　それから、ベッドのシーツはやけに濡ぬれている。

　首こうべを回めぐらせて見れば、自分のすぐそば、おなかの辺りに、毛皮の固まりのようなものが転がっている。おそるおそる持ち上げると、シーツに触れている部分がぐっしょりと濡れて重かった。

『！』

　それは深い傷を負った、一匹ぴきの子ギツネだった。

　リティーヤの、家族とはぐれた時からの、たった一人の友人だ。

　飢うえと寒さに悩なやまされ、残飯を漁あさるような生活の中で、その子ギツネが食べ物を持ってきてくれたこともあったし、リティーヤが子ギツネに食べ物を分けてあげたこともあった。

　一人と一匹で、寄り添そって生きていた。

　ここ数日、リティーヤが男に拾われて看病されている間は姿を見せなかったその友人が、リティーヤのそばで傷ついて倒れていたのだ。

　ぐにゃりと力ないその身体を抱だき上げれば、血は今も垂れて、リティーヤの胸むな元もとを濡らした。

『あ、ああっ』

　リティーヤは傷口を確かく認にんしようとした。胸の辺りにそれらしいものを探さぐり当て、急いでシーツを切り裂き、傷口を覆おおうように巻いてやった。

　それからは、もうできることもなくて、ただ抱き締しめた。

　この子ギツネは、獣と男の戦いに巻き込まれて傷を負ってしまったのだろうか。いいや、そうに違いない──窓の下に落ちていた缶詰めを見て、リティーヤはそう確信した。この子ギツネは、リティーヤのために食べ物を運んできて、戦いに巻き込まれたのだ。

　では、あの獣と男はどこだろう？

　リティーヤが警けい戒かいし、部屋を見回した、その時。

　頰ほおに温かいものが触れた。

　リティーヤは驚おどろいて腕の中のキツネを見下ろした。キツネは目を開け、リティーヤの頰を舐なめていた。生きていたのだ。リティーヤは笑い、いっそう強くキツネを抱き締めた。

　そうしたら、頰を引っかかれた。

　じゃれかかってきて引っ搔かいたのとは違ちがう。深く、ツメを突つき立ててきたのだ。

　今までそんなことは一度だってなかった。だいたい子ギツネのツメがこれほど深い傷を負わせるものとも思えない。リティーヤは痛みよりも驚きで目を瞠みはり、キツネを見つめた。

　腕の中で、キツネは見る間に大きくなっていった。人間の子どもほどの大きさになって、子馬ほどの大きさになって、それからリティーヤの身体をベッドに押し倒し、その上にのし掛かかり、よだれを垂らして生臭い息を顔に吹きかけてきた。

　頰を流れる血を舐め取られた。ぴちゃりと音がして、自分が思いの外ほか出血していることに気付いた。

　混乱と恐きよう怖ふで竦すくみ上がり、リティーヤは身動き一つできなくなった。

『うそ……』

　ぺちゃりぺちゃりと血を舐め取られ、首筋に歯を当てられ、自分が食われそうになっているのだと悟さとる。いつも自分と一いつ緒しよにいた子ギツネが、男を襲ったあの巨きよ大だいな獣になってしまったのだと、あの巨大な獣こそが自分の友人であったのだと悟る。

『う、うそよォッ！』

　泣きながら、リティーヤは相手の牙を押し返そうと、喉に手をかけ力を込めた。

　相手の身体はそんなことではびくともしない。

　だが、一つの声が、リティーヤの耳に届いた。

『許サナイ』

　人間の少年のような声だった。その声がさらに続けて言う。

『僕ハ、ズット一緒ダッタノニ。君ハ僕ニ黙だまッテ死ノウトシテイタ。知ラナイ男ニ感謝シテ。ソシテ、ソイツヲ庇かばッタ。命ヲ投ゲ出シテ……！』

　リティーヤはハッとした。キツネは、死を意識したリティーヤが男に感謝するのを聞いていた。その手を握にぎるのを、見ていた。だからリティーヤのために持ってきた缶かん詰づめを落として、男に襲おそいかかった。自分からリティーヤを奪うばった男に怒おこって。

　そして、今はその怒りを、死を覚かく悟ごし、男を庇ったリティーヤに向けている。

『だってあの人助けてくれたから！　あたしを助けようとしてくれた人だから！』

　キツネが言葉を喋しやべっている、ということに驚くよりも前に、リティーヤはキツネの牙を押し返したくて叫さけんでいた。

『ジャア』

　キツネが──そう、これはこの目の前のキツネの声なのだ──言った。

『僕モ助ケテアゲル』

　牙がかちりと鳴った。キツネは口を閉じ、リティーヤの身体の上から退いた。

　リティーヤは怯えながら壁際に逃のがれ、身体を起こしてキツネを見やった。

『ほん、とう……？』

『ソノ代ワリ』

　巨大な口を開けて、キツネは言った。

『君ハ〈運命〉ヲ受ケ入レナクチャイケナイ』




　そうして、リティーヤは目覚めた。

　朝の光の中で、掌てのひらに確かな熱を握りしめて。

　ねっとりと指にからみつくそれを、リティーヤは掌を開いて見た。

　そこには──。

　そこには何もなかった。

『あれ……？』

　何かがあると思っていたリティーヤは小首を傾かしげて、掌をよく見た。

　その掌の上に、影かげができた。

　窓とリティーヤの間に、誰かが立っているのだ。

　リティーヤはぼんやりと顔を上げ、その人物を見上げた。

　逆光の中で、女が一人、笑っていた。

『ありがとう、リティーヤ』

　赤い唇くちびるが蠢うごめいてそう囁ささやく。

　豊かな金の髪かみが緩ゆるやかなウェーブを描えがいて頰を縁ふち取どり、紫むらさきの目がうっとりと細められる。

　女は掌の中に何か持っているようだった。軽く作った拳こぶしを、リティーヤに見せる。

『おかげでわかったわ──あなたの力の秘密。あなた、あの時の子だったのねえ』

『な……に？』

『私もあの時、少しだけ関かかわったの。《キツネ》退治に……』

『あなた、誰……っ』

『それでね、せっかくだから、もらうことにしたわ。だって、あなたが持っていても、あんまり有効に使えないでしょう？』

　女はそう言って──。

　指を一本一本、開いてみせた。

　その手の中に、あるはずのものは、もう、ない。

　リティーヤがもらうはずだったものが、ない──。

『さようなら』

　女はきびすを返して扉とびらから出ていき、閉とざされた部屋で、リティーヤは一人きり残された。
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　ユローナはリティーヤの頭を膝ひざの上に載のせ、子どもをあやすように額を撫なでていた。

「良い子ね……そのまま眠ねむっていなさい……」

　穏おだやかな笑えみを浮うかべたその顔は慈じ愛あい溢あふれる母のようだった。

　ユローナは意識のないリティーヤの頭を白い石材の上に直接置き、立ち上がった。

「本当に良い子……ねえ、そう思うでしょう、ヤムセ」

　身体からだごと振ふり返って、扉を開け放ったところで凍こおり付くヤムセへ目を向ける。

「だってこの子は」

　紫の、狂きよう気きを潜ひそめた目を。

「私に〈昼〉魔ま力りよくをくれたのよ──」

　ユローナがゆっくりと掲かかげた右手から光が溢あふれ、まだ燃え残っていた垂れ幕に一度に火がついた。

　ヤムセは〈夜〉魔力を操あやつって炎ほのおを消した。

「何をした」

　ユローナはゆっくりと両手を広げる。

「何って？　ああ、わからないのね、教えてあげるわ。あの子はね、〈昼〉魔力を暴走させてしまったの。あの子の身体に〈昼〉魔力を結びつけていたものも、その影えい響きようを受けた……」

「…………」

「ねえヤムセ、〈昼〉と〈夜〉の魔力というのは本来とても流動的なものよ。〈昼〉魔力は大寒波以来失われてしまったけれど、〈夜〉魔力を見ればそれはわかるわ。太陽の動きや季節に影響されて、〈夜〉魔力は増減する。〈昼〉魔力も同じ──放っておけば、流れ出してどこかに行ってしまう。じゃあ、その力を留とどめておくにはどうしたらいいと思う？」

　答えないヤムセに、ユローナは小首を傾げる。

「答えは〈夢〉よ。とどめ、淀よどみを生む物。あの子はね、忘れられない記き憶おくで、〈昼〉魔力を堰せき止めていたの。それが虹にじドロさんのくれた虹色のドロップ。ところが、この部屋の強い魔力に引っ張られたんでしょうね、あの子は〈昼〉魔力を暴走させて、そのせいで、魔力と結びついていたこの子の記憶も魔力を得る前後まで巻き戻もどってしまった。今なら、ちょっとした手順さえわかっていれば魔力を奪うことができるのよ」

　距きよ離りは二十歩ほど。

　ユローナの黒いケープが、扉から吹ふき込む風にばさりとはためく。

「…………そうして今はあなたがとりこんだのか。〈昼〉魔力を」

「そうよ！」

　その声とともに、ヤムセの足あし下もとの床ゆか材ざいが割れ、炎が吹き上げてくる。

　ヤムセはその炎の中を走り抜ぬけ、一息に距離を詰つめる。サーベルを抜くと同時に放った魔ま術じゆつによる空気の刃やいばは、ユローナの肌はだを掠かすめ、背後にそびえ立つ瓦が礫れきの山を薙なぐ。バランスを失った瓦礫はユローナの上に降り注ぐが、ユローナはそれを一いつ瞬しゆんで塵ちりに変え、さらに塵の中から喉のどを狙ねらって突つき出された白はく刃じんをかわし、反対にがら空きの胴どうに膝をたたき込む。

「──っ」

　ヤムセの呼吸が乱れ、一瞬の隙すきが生まれる。ユローナはその隙に魔術を発動させる。

　熱が蹴けられた腹から喉まで込み上げ、ヤムセはその場に膝をついた。

「な──」

「どお？　直接内臓を焼かれた気分は？　こんな簡単に死なれたらもったいないから、勿もち論ろん手加減はしてるけれどね」

　ユローナはころころと笑ってしゃがみ込むと、蹲うずくまったヤムセの顎あごの下にナイフを差し入れ、自分の方に顔を向けさせた。

「ねえ熱い？　実はね、一つ問題があって、私もこの魔力を安定させるには、核かくとなる特別なきっかけが必要なの。リティーヤの虹色のドロップみたいな、強いイメージ。何度も思い返して、記憶をなぞって、そのたびに魔力と私との絆きずなを強めてくれるもの。それがないと、時間とともに魔力は体外に流れ出てしまうわ。自然界には〈昼〉魔力は存在しないから、身体に留めておかないと使えないのよ。それでね、思うんだけど、そのきっかけってあなたならどうかしら──あなたが私のものになって、ずうっとそばにいてくれるの。あなたを手に入れたその日に、魔力も手に入れれば、私はあなたを見るたびに魔力との絆を強められる。勿論、あなたのことだから、簡単に承しよう諾だくしてくれるわけがないってわかってるわ。だから」

　ユローナはぺろりと舌先で唇を舐なめた。

「少し、身体に教えてあげる」

　ナイフの刃が、ヤムセの喉の皮ひ膚ふを突き破やぶり、肉と血管を圧あつ迫ぱくする。

「！」

　だが次の瞬しゆん間かん、白刃が閃ひらめき、ユローナは後方へ転がってヤムセと距離を取る。

　そのケープの肩かた口ぐちが、ヤムセのサーベルで斬きり裂さかれていた。

　ヤムセはたった今ユローナに斬りつけたサーベルを支えに立ち上がった。

「〈夜〉魔力で熱を打ち消したの？　それから〈流れ〉魔力で治ち癒ゆ？」

　ヤムセは答えず呼吸を正し、サーベルを構えた。

「あなた回復が早いから拷ごう問もんしがいがないのよね」

　ユローナはつまらなさそうに言って、嘆たん息そくした。

　魔術の生み出した炎と冷気、夢と現実が交こう錯さくし、血と煙けむりの中、彼らはぶつかり合った。




　リティーヤはベッドの上で膝を抱かかえていた。頰ほおは涙なみだで濡ぬれ、胸むな元もとは血で濡れていた。

　気が付けば部屋は朽くち果て、あちこちの隙すき間まから風と雪が入り込んでいた。

　さっきまではちゃんとした部屋だったはずなのに。

　自分はこのまま死ぬのだろう。

　何の感かん慨がいもなくそう思い、そのことに呆あきれて笑った。涙が込み上げてきた。

『ふ……、ぐ……ひっく、う……』

　嗚お咽えつが漏もれた。死ぬのは嫌いやだったし怖こわかったが、キツネに襲おそわれたこと、キツネが自分に対してあんなにも強い怒いかりをぶつけてきたこと、男の安否がわからないこと、すべてが重く心と体にのし掛かかって、部屋から脱だつ出しゆつしようなどという考えも浮かばなかった。

　その時、ノックもなしに扉が開いた。

　リティーヤは驚おどろいて顔を上げた。入ってきたのはあの女ではなく、一人の男だった。

　細い目と、キツネの毛皮のような髪の男だ。

『あ、あんた誰』

　警けい戒かいしたリティーヤができる限り鋭するどく訊きくと、男はあっさり答えた。

『王子様』

『え……』

『あー、はいはい、うそうそ。《キツネ》でいいよ。おとぎ話のたまに悪さをしてとっちめられたりとっちめられなかったりする、《キツネ》でさ』

　キツネ顔の男はリティーヤのベッドに断りもなく腰こし掛かけ、足を組んだ。

『さあてどうしようか、嬢じようさん。俺としてもこれはちょっと腹の立つ事態なんだけど──だって俺のせっかく用意したもの全部あのこわーい女魔ま術じゆつ師しに台無しにされたわけだからね』

　リティーヤは男の顔を見つめて、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

『なにいってるの……？』

『うんうん、わかんないよね。まったくもう、面めん倒どうくさいなあ。いや、嬢さんが痛めつけられてるのは問題ないんだけど、でもそれは俺の管かん轄かつ下でやって欲しいっていうか』

　男はぶつくさ言い始め、頭を搔かいてリティーヤを見た。

『仕方ないな、今回だけは手助けしてあげるよ』

『……？』

『あのさ、嬢さんは一匹ぴきのキツネと一いつ緒しよにいたけど、たまたまそのキツネが目を離はなした隙に、人間の男に拾われて手当てを受けていたんだ。で、キツネが飛び込んでみたら、コレだよ』

　キツネ顔の男は手を広げて、部屋中にある争った跡あとを示した。

『キツネは嬢さんを取り返そうと男に襲いかかって、結構なケガ負ったわけ。相手は殺せなかったし、散々だね。なんで殺せなかったと思う？　邪じや魔まが入ったんだ』

　リティーヤは何か恐おそろしい予感を覚え、男から離れようとしたが、男はその手首を巧たくみに摑み、引き寄せた。

　リティーヤは背中から抱だきすくめられる形で男の腕うでの中に収まる。幼い九歳の身体からだでは、それに抵てい抗こうしようもなかった。

『邪魔に入ったのは嬢さんと、もう一人の女。女は若い魔術師をかっさらってさっさと退場しちゃった。キツネは嬢さんと残されて──嬢さんを殺してやろうかと思った』

　凍こおり付いたリティーヤの首筋、頸けい動どう脈みやくの上を這はうように、男の吐と息いきがかかる。

『でも助けてあげることにした』

『な……』

　リティーヤは、こわごわと、男を振ふり返る。

『なんで……？』

『殺すより楽しいことを思いついたから』

　笑う男の目が怖い。リティーヤは本能的に悟さとる。この《キツネ》と名乗った男は、リティーヤの拾ったキツネの話をしているようだが、本当は自分の話をしているのだと。

　ということは、つまりこの男は、本物のキツネということになるわけで──。

『嬢さんは命を助けてもらう代わりに、キツネから〈運命〉をもらったんだ。嬢さんは、それを取りもどさないといけない。取りもどせなかったら、これで終わりだ』

『終わり……？』

『そ。それを取りもどせない限り、嬢さんの心は九歳のまま、ここに閉じ込められることになる。だって、嬢さんが助かったのは、その〈運命〉を受け入れたからなんだもん。〈運命〉を受け入れなかったら、嬢さんは助からなかったことになってしまう。嬢さんの物語もここでお終しまい、ってわけだね』

『お話って、大たい抵ていめでたしめでたしで終わるのよ』
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『そうじゃないものもあったっていいじゃないのさ。嫌きらいかい？』

『嫌い……』

『じゃ、自分で考えて。嬢さんの〈運命〉は、どこにある？』

『うんめい……』

　その言葉は棘とげでも生えているかのように、リティーヤの心に引っかかった。胸の奥をちくちくと痛めつけ、存在を主張した。うんめい。確かに、それはリティーヤに与あたえられたものだ。

　それは、今──。

　リティーヤは、ゆっくりと首こうべを回めぐらし、扉とびらの方を見た。

『女の人が奪うばっていったわ。だから、向こうにあるの』

『じゃあ……どうしたらいいか、もうわかるね？』

『……うん』

　リティーヤがキツネに似た顔を見つめ、頷うなずくと、男はリティーヤを解放してくれた。

　男は、部屋を出るリティーヤを見送る時も、夢見るような、不思議な微笑を浮うかべていた。




　扉を開けた先は、氷の宮きゆう殿でんだった。壁かべも床ゆかも天てん井じようも氷作りの廊ろう下かが延々と伸のびて、何枚もの氷の扉が並んでいる。螺ら旋せん階段も、窓も、何もかも氷。

　リティーヤは裸足はだしでその氷の廊下を歩いて、階段を上り、下り、何枚かの扉を開けた。氷でできた冷たいノブが手に張りつく。無理矢理はがすと皮が剝むける。数枚の扉を開ける頃ころには、その手はすでに血まみれだったが、痛みはなかった。足も同様だった。

　そういえば、大して寒くもなかった。凍いてつく宮殿の壁や床から伝わる冷気が骨まで染しみても良いだろうに、そういう感じはなく、氷というよりは水すい晶しようの宮殿を歩いているような具合だった。

　最後に飛び込んだ部屋は、暖だん炉ろと、書しよ架かのある書しよ斎さいだった──本のすべてが凍り付いて、暖炉が氷でできていたりしなければ、おそらく居い心ごこ地ちの良い部屋だったのだろう。

　リティーヤは、その奥にあった扉に手を伸ばした。

　──だが、扉はひとりでに開いた。

『あら』

　そして、赤い唇くちびる、紫むらさきの瞳ひとみの、あの美しい女が現れたのだ。

『ごきげんいかが、リティーヤ？』

　リティーヤはきびすを返して逃にげようとした。

　だが、その腕を摑まれる。

『私の〈夢〉の中をうろちょろしてるみたいだから、様子を見に来たの。でも、あの部屋からどうやって抜ぬけ出したの？　扉の鍵かぎはかけておいたはずよ』

　リティーヤはもがき、ユローナの手から逃のがれようとした。

　だが、無む駄だだった。

　ユローナはその部屋で唯ゆい一いつ氷ではない、本物の革かわ張ばりの椅い子すにリティーヤを押し倒たおし、その上に馬乗りになった。

『ううん、そもそも扉だって消していったと思ったのに。おかしいわね、誰かがあなたを手助けしたの？』

『……っ、あたしの〈運命〉返して……っ！』

『あら』

　ユローナは笑った。

『あれはあなたにはちょっと重荷でしょう？　私が代わってあげるって言ってるのよ。私があの力を使って石板を集めて、寒冷化の謎なぞを解いてあげるわ』

『そんなっ！』

　女は懐ふところから鋭えい利りな刃はのナイフを取り出した。

『あなたの協力者が誰でもいいわ。そいつもちゃんと殺してあげる。石板だって集めてあげる。でも、そうね、その前にひとまずあなたの息の根を止めて、それからヤムセに集中しましょう』

　ヤムセ──その名前に、リティーヤの心はまた刺し激げきされる。

　その名前の人物を、自分は知っている。

『ヤムセ……先生っ!?』

『あら。わかるの？』

　リティーヤの頭の奥で、幾いくつかの光景が弾はじける。立派な館やかた、舞ぶ踏とう会、怒いかりに満ちた彼の声、ほとんど荒あららげられることのない声が荒らげられて一つの名前を叫さけぶ──ユローナ、と。

『あなたは、そうだ、あなたは先生のお姉さんを殺した……石板を奪うために、殺した……！』

『石板を奪うため、ですって？』

　ユローナが、リティーヤの目のすぐ下にナイフをあてがって言った。

『違ちがうのよ、リティーヤ。教えてあげる。私には許せないものが二つあるの』

　ユローナの紫の目が、リティーヤを覗のぞき込む。

『周囲の人間がよってたかって才能を押し潰つぶしてしまうことと、本人が才能をどぶに捨てること。いいこと、私がセリネを殺していなければ、あなたの師匠センセイは今も故郷でのほほんと暮らしていたのよ。そんなのって──許せる？』

『でも……っ！』

『じゃあ逆に訊いてあげる。《学園》はあなたの友人をどうしたの？』

　リティーヤの脳のう裏りで真っ赤な液体が流れだし、その中に美しい白い顔がぽつんと一つ浮かぶ。その顔を、自分は知っている……傍かたわらに転がるひしゃげた眼鏡めがねのフレームを、知っている。

　肌はだの粟あわ立だつような感覚を覚え、椅子の肘ひじ掛かけを握にぎりしめる。

『そうよ、あの子を助ける機会はあったのに、それをダメにした。内輪もめで、その機会を逃してしまった。あんなこと、これから幾らでもあるわ。《学園》は大きな組織、創設から二百年を経へた組織よ。その大きさと歴史が、歪ゆがみを生んでる。魔ま術じゆつ師したちは憎にくみ合って、相手の足を引っ張るのにかかりきり。寒冷化阻そ止しなんてお題目だけで、自分たちの利益を守ることに汲きゆう々きゆうとしてるやつらだっているわ。それで、どうして正しい判断が下せるの？　実際、あなただって閉じ込められてしまうかもしれないのよ、《学園》の決定が下れば──』

『でもミカのこと助けようとしてくれた人はたくさんいる！』

　ミカ、という名前は口をついて出た。その名を口にするだけで、胸がきゅうっと締しめ付けられた。それはおそらく自分にとってとても重要な人物なのだろうと思えた。

　だが。

『助けられなかったのなら、ミカにとっては何もしてないのと同じじゃなくて？　そう──あなたも、結局は彼らと同じ。ミカを見殺しにしたのよ』

『……っ』

　思い出せない。

　思い出せないから、反論もできない。リティーヤにはそれが悔くやしい。

　女はそのままナイフでリティーヤの目をえぐり出そうとする。リティーヤは慌あわててその手を押さえるが、ここが相手の〈夢〉の中で、力加減も好きに決められる以上、状じよう況きようはリティーヤに圧あつ倒とう的に不利だった。

　自分は殺されるのだ。この女のナイフに蹂じゆう躙りんされて。

　死はリティーヤから何もかも奪ってしまう。家族も温ぬくもりも笑え顔がおも、この先の未来も、何もかもを。リティーヤを世界から断たち切って、一人きりにしてしまう。もうリティーヤには誰かを喜ばせることも笑わせることも温めることもできなくなる。冷たい肉の塊かたまりになって、そのうち腐くさって土つち塊くれと同じになる。土塊になったリティーヤの上を冷たい風が撫なでさすり、吹ふき飛ばし、どこかにやってしまう。リティーヤをばらばらにしてしまう。

　土塊になったリティーヤは、それに何の抵てい抗こうもできない。

　誰もがリティーヤを存在していないかのように無視して、そこらの土塊と同じように扱あつかって、リティーヤはそれに抗あらがうこともできない。誰の意識にも留とまらない。リティーヤが家族とはぐれてからそうだったように、アパートメントの玄げん関かんの前で、あの男以外の誰もがリティーヤを無視したように、また、そういう時間が始まる。それも、永遠に。終わることなく。

　ただ一人、土塊になって、世界から断ち切られて、彷徨さまようのだ。

　リティーヤが、あの部屋のシーツの上で血と吐瀉物にまみれて冷たくなっていったように。

　ついにナイフが食い込んできた。皮ひ膚ふを断ち切られる。目め頭がしらが熱くなって、視界が歪み、涙なみだがこぼれた。自分を哀あわれんで泣くのではなく、耐たえられない憤いきどおりのために泣き、叫んだ。




『もう死ぬのはたくさんよ！』




　かつて痛みと絶望の中生存を望んだ時、その扉が開いたように、今もまた、それは応こたえた。

　──突とつ然ぜん吹ふき付けた熱風が、ユローナの顔を歪ませる。

『な……!?』

　ユローナは椅子とリティーヤから離はなれ、後あと退じさった。リティーヤは椅子の上に身体からだを起こし、怒りに燃える目でユローナを見み据すえた。

　熱風は、リティーヤを中心に渦うずを巻くように吹いていた。

『バカな、〈昼〉魔ま力りよくは私が奪うばったはずよ！　まだ残っていたというの!?　いったいどこに──』

　リティーヤが腰こし掛かけていた椅子に火がつく。革の燃える臭においが漂ただよったかと思うと、炎ほのおはあっという間に天てん井じようまで達し、その中でもリティーヤは火傷やけど一つ負うことなく、ユローナを見据えていた。

　燃えさかる炎の中、腕うでを振ふり上げ、命じる。

『溶かせ』

　リティーヤの目がその一いつ瞬しゆん虹色に輝かがやくのを、ユローナは見た。

『……っ！』

　炎が、氷の宮きゆう殿でんを溶かしていく。溶けた水が滴したたり、雨のように降り注ぎ、蒸発する。

　宮殿は、砂の城が崩くずれるように、速すみやかに溶けていった。




　リティーヤが気が付いた時には、ユローナは姿を消していた。

　溶けた宮殿の跡あと地ちは大きな湖になっていた。

　リティーヤはその湖に腰こしまで浸つかり、空を見上げていた。

　雨が降っていた。

　空の一部では雲が途と切ぎれ、そこから青空が覗いていた。

　夏とも秋ともつかない空に、虹にじがかかっていた。

『…………』

　涙のように降り注ぐ雨を顔に受け、リティーヤは静かにその虹に手を伸のばした。

　届くはずのない虹、求めても得られないものへと、手を伸ばした。

　すると虹はかき消え、リティーヤの掌てのひらに一ひと粒つぶのドロップが残った。

　同時に陽光が雲間から差し込み、日の光を浴びたドロップは、七色の影かげをリティーヤの掌に落として、ゆっくりと溶けて、リティーヤの中に落ちていく。

　リティーヤは、溶けたドロップが血肉になって身体を流れるのを感じる。心臓の上に手を置くと、ドロップが静かに息づいているのがわかる。

〈昼〉の魔力、熱と光と炎を生み出すそれが、リティーヤの身体を巡めぐっていた。

『嬢じようさん』

　男の声が聞こえ、リティーヤは顔を上げる。

　少し離れたところに一本の材木が斜ななめになって残っていて、その先せん端たんに、男が腰掛けていた。

　キツネ顔の男は、自分の膝ひざに肘ひじを乗せ、頰ほお杖づえをついて、どこか満ち足りた顔で、笑っていた。

『……ここは、どこ？』

　リティーヤは男の顔を見上げて、まだはっきりしない頭で尋たずねた。

『ユローナの深層意識ユメ。さっきユローナが嬢さんの意識に潜もぐった時から、繫つながったまんまなんだ。嬢さんが出てったら戻もどると思うけど』

『それならどうしてあの宮殿、溶けたの……？　これはユローナの心の中でしょう、あたし、ユローナの心に、……何かひどいことしたってこと？』

『まあ、そうだね。嬢さんだって、冬に暖だん炉ろの火に当たればほっとするだろう？　夜道で家の明かりを見たら嬉うれしくなるだろう？　〈昼〉魔力は精神にだって影えい響きようを与あたえられるんだ。あのおばさんの場合、〈昼〉魔力と自分の心を結びつけていたから、その影響が顕けん著ちよで──死にはしないけど、これだけ蹂躙されたら、戦意喪そう失しつくらいはしたんじゃないかな』

　質問はこれくらいにしてよ、と言って、男は肩かたを竦すくめた。

『で、嬢さんは思い出したの、何もかも？』

『……たぶん』

　リティーヤは答えて、自分の姿を見下ろした。

　彼女は九歳の子どもではなく、十六歳の少女になっていて、着慣れた《学園》の制服に身を包んでいた。

『あたし、あの時一度死んだのね。あの部屋で』

『……死にかけた、ってところかな。心臓は止まったけど』

『そうよね。あたしはあんたと虹ドロさんとの戦いに巻き込まれたんだわ。そうして、けがを負ったか何かしたのね。あの血はあんたの血だけじゃなくて、あたしの血でもあったのね……』

　リティーヤは、今ならぼんやりと思い出せた。キツネが『助ケテアゲル』と言ったのは、殺さないでおいてあげるという意味ではなく、その時死にかけていたリティーヤの命を助けてあげるという言葉通りの意味だったのだ。いや、ひょっとしたら、キツネと話していた時、リティーヤの心臓はすでに止まっていたのかもしれない。ユローナにドロップを奪われた時以来、自分は痛みとか、悪寒とか、寒気とかいうものを一いつ切さい感じずにいたのだが、それは体調が良くなっていたからではなくて、キツネの力で、心臓が止まったまま身体を動かすことを許されていたからかもしれない。つまりは動く死者だ。

　怪かい奇き小説のような話で、リティーヤは思わず苦く笑しようし、キツネを見上げた。

『あんたは《キツネ》で……あたしの命を助けて、〈運命〉を与えた』

『それが俺の罰ばつゲーム』

『あたしが、あんたに降参するか、あんたに科されたものを、全部やり遂とげるかするまで続く、罰ゲーム……〈運命〉』

『そう……俺は〈運命〉に抗う者。〈運命〉を与える者』

『人類に魔ま術じゆつという運命を与えた……《始原のキツネ》』

　リティーヤは男を見つめて、呟つぶやいた。

『扉とびらの鍵かぎを開けたのはあんた？　あたしの中に少しだけ力が残っていたのは、あんたのおかげ？　あんたはあたしを助けたの？　七年前も……今も』

『そうかもね』

　男は笑い、器用に材木の先端に立った。傾かたむきかけた陽光は、雨が上がり静まり始めた湖面に男の影を長く描えがく。

『でも、そうじゃないかも。力が残ってたのは、俺のおかげっていうよりは、ユローナが切り離しきれなかっただけじゃないかなあ。それだけ嬢さんと力との結びつきが強かったってこと。まー、〈夢〉に結びついていない残り滓かすの魔力じゃ、さっきの一回分が限度だったろうけどね。それに、最終的にあのおばさんから力を取りもどしたのは嬢さんで、つまり嬢さんはもう一度運命を受け入れたってことになる。自ら、進んで。そうだよね？』

『……そうね』

『それだけわかってくれたらいいよ。じゃあ、またね、嬢さん』

　キツネはのんびりと手を振った。





４






　リティーヤは目を開けた。

　身体を起こして周囲を見回す。

　すぐには状じよう況きようがのみこめなかった。九歳の自分、アパートメントの部屋、ユローナのいた氷の宮殿。そこはそのどこでもなかった。

　そこは、壊こわれた石材が散らばり、焼け落ちた垂れ幕がくすぶり、高い天井を複雑な梁はりが支える広大な空間だった。

「──虹ドロさん？」

　すぐそばに男性が一人リティーヤに背を向けている。まだ焦しよう点てんの合わない目では、その後ろ姿が夢の中の人と重なり──すぐに、リティーヤは首を振る。

　そばにいたのは、ヤムセだった。

「先生」

　呟いて、自分の思い違ちがいを訂てい正せいする。ヤムセが虹ドロさんであるわけがないのだ。

　それでも、既き視し感かんを覚える。

　自分を救おうとしてくれた虹ドロさんと、目の前の師の背中が重なる。

　それは、たぶん自分が彼らに救われているからだ、とリティーヤは気付いた。

　あの凍いてつく冬の夜も、今も、自分は彼らに救われてきたのだ。

　命だけではなくて──胸を温かくするような思いとともに、救われてきたのだ。

　彼と相対しているのは、ユローナだ。

　ユローナはリティーヤとのやりとりのせいか、それともヤムセとの戦いのせいか、消しよう耗もうした様子で脇わき腹ばらを押さえ片かた膝ひざをついていた。

　押さえた指の間から血が滲にじみ出ている。

　そしてその喉のど元もとに、ヤムセのサーベルの刃はがあてがわれている。

「殺しなさい」

　ユローナが、血の滲む声を絞しぼり出した。

「殺しなさい！　ヤムセ！」

　サーベルの切っ先が、ユローナの声に導かれるように強くその喉元に押し当てられる。

　ヤムセの表情はリティーヤからは見えない。

　ただ、ユローナは、ちらりと満足そうな顔をした。

「先生……？」

　リティーヤは立ち上がり、ヤムセの背中に呼びかけた。

「先生、〈昼〉魔ま力りよくはもう奪うばい返しました。ユローナを殺さなくても、大だい丈じよう夫ぶなんです」

　ヤムセは答えない。サーベルの切っ先は揺ゆれることもなくユローナの喉元から離はなれない。

　ユローナがリティーヤを見やる。どこか勝ち誇ほこったような目で。

　その目に、リティーヤは一いつ瞬しゆん悔くやしさとも嫉しつ妬とともつかない感情を抱いだいた。

　おそるおそるヤムセの背中に手を伸ばし、触ふれる。コートが血に濡ぬれ、彼の足あし下もとにもぴたぴたと赤い雫しずくが垂れている。

「先生」

　ヤムセが、やっと低く答える。

「下がっていろ」

「今殺さなければ、また逃にげるわよ」

　ユローナが笑ってそう囁ささやく。勝利を確信した顔で、ヤムセを見上げる。

「そうして、あなたの姉さんを殺したように、今度は別の人間を殺してあげる。あなたに関わった人間を散々痛めつけて殺してあげる。誰がいいかしら？　お父様？　幼おさな馴な染じみ？　昔の許いい嫁なずけ？　近所のおばさん？　それとも《学園》の誰か？　誰だっていいわ。あなたを孤こ独どくにして、私のことしか考えられなくしてあげる。あなたの心を私で塗ぬりつぶしてあげる。あなたを手に入れるまで──あなたが私のものになるまで、私は諦あきらめないわ、ヤムセ。

　あなたは私の弟で子しなのよ。ヤムセ。これまでも、これからも、永遠に」

　ヤムセのサーベルを持っていない方の手が、後ろに伸のびてリティーヤを押しのけた。

「下がっていろ、リティーヤ」

　リティーヤは必死だった。このままユローナを殺してしまえば、ヤムセが本当にユローナのものになってしまう気がした。ユローナに捕とらわれて、ずっと解放されなくなってしまう気がした。だいたいヤムセに人殺しになんかなってほしくない。そんなのは、リティーヤの勝手な意見かもしれないが、やっぱり間ま違ちがっている気がするのだ。

「あたし死なないから」

　必死で、必死なあまり、出てきた言葉がそれだった。

「あたし絶対殺されないから。大丈夫だから、こんなことやめてください」

「────」

「無理よ、リティーヤ」

　ユローナが婉えん然ぜんと笑って言った。

「私はセリネだって殺したのよ。セリネがどれだけ強かったかは弟であるヤムセが知っているわ。だからあなたでは余計に無理なのよ。ねえヤムセ？　私にこの子が惨ざん殺さつされるところ見たいの？　そういう趣しゆ味みだったとは知らなかったわ」

　ヤムセの切っ先が、それとわからないほど、僅わずかに揺れた。

「っ！　先生、ダメですってば！」

　リティーヤはヤムセの心の動きを感じ、せっぱ詰つまってまくしたてた。

「いいですか、先生！　あたしがそんなあっさり殺されちゃうよーな可か憐れんな女の子に見えますか！　あたしはいつまでーも実験失敗して試料ダメにしちゃったりとか単純計算間違えて計測結果だいなしにしたりとか先生の足引っ張り続けるよーな子ですよ！　どんだけ時間経たっても先生が目離はなせないよーな手のかかる子ですよ！　それでも全然へっちゃらでへらへらしてるよーな子なんですよ！　そんな図太い子が幾いくらユローナ相手だからってあっさり殺されるよーに思えますか!?　悲劇のヒロインなんてあたしの柄がらじゃありませんよ、先生！」

　自分が何を言っているのかほとんどわからないまま、ただ思いつく言葉を連ねた。

「あたしはちゃんと、先生が呆あきれるくらい無神経に生きますから。信じてください。だってあたしは──」

　自分の信じる言葉を叫さけんだ。




「だってあたしは、先生の弟子なんですよ！」




　ありったけの思いを込めて。

　ユローナは挑ちよう発はつ的な目でヤムセを見上げ、ヤムセはサーベルをその喉元に突つきつけたまま、リティーヤは彼のコートを摑んでいた。

　最初に動いたのは、ヤムセだった。

「リティーヤ」

　突とつ然ぜん名を呼ばれ、リティーヤはまた突き放されるのかと、警けい戒かいしながらヤムセのコートを握にぎる手に力を入れる。

「ロープ」

　だが、次に出てきたその言葉の意味がわからず、へ、と訊き返す。

　ヤムセは少しふてくされたような声で言った。

「拘こう束そくするものを持ってこい。ベルトでもなんでも良い」

「あ……」

　リティーヤの顔に笑えみが広がる。ユローナの顔に怒いかりが閃ひらめく。

「ヤムセ！」

　叫び、動こうとしたユローナから彼は剣けんを引き、その柄つか頭がしらで側頭部を殴なぐりつけた。

「っ！」

　ユローナが床ゆかに倒たおれたところを俯うつぶせにして腕うでを背中側に捻ひねり上げる。

「後こう悔かい……っ、するわよ！」

　ユローナがあえぎあえぎ言った。体力が尽つきているのか抵てい抗こうは弱い。

　ヤムセが淡たん々たんと、しかし幾らか強こわ張ばった声で言った。

「私にはあなたを裁く権限はない。私にできるのは、罪を犯おかした魔ま術じゆつ師しを捕つかまえることだけだ」

「それもあんたの仕事じゃないわ。あんたの仕事は交こう渉しようよ、そうだったでしょう」

「これはついでのようなものだ」

「ついでで私は捕まった、ってわけ……」

　は、と声を上げて笑い、ユローナは叫んだ。

「私は絶対にまた逃げるわ。《学園》なんて幾らでもつけ込む手はあるのよ！」

「既き存ぞんのルートは潰つぶしましたよ」

　その時不意に、背後から、男性の声が割って入った。

　リティーヤは驚おどろいて振ふり返り、扉とびらを開けたところにゼストガと、二人の《学園》の魔術師の姿を認める。

「げ」

「撒まいたと思ってました？」

　にこにこと不気味なくらいの笑顔でゼストガは言い、そばにやってきた。他ほかの魔術師たちはばらばらと動いて、ヤムセからユローナの捕ほ縛ばくを代わる。

　ヤムセがユローナのそばから立ち上がって言う。

「グレイビル。どういうことですか」

　名を呼ばれたのは、一行の最後に部屋に入ってきた、太った男だった。

「ふむ、久しぶりだな、ヤムセ」

「あなたは《学園》にいたのでは──」

「街には先程着いたばかりだよ。何やら色々楽しそうなのでな、顔を出しに来た。何、忙いそがしいのは一段落ついたしね」

　グレイビルはそのあるかないかわからないほどの首を竦すくめて言った。

「前にユローナに情報を流していたミールというのがいてな──ほれ、魔導書調う査委員会ちの研究班の。あそこから芋いもづる式しきに協力者の名前がわかって、ユローナの息がかかった魔術師はあらかた潰されたぞ」

「…………」

　魔導書調査委員会の印である赤い腕わん章しようを巻いた男たちがユローナを拘束し直すのを見て、リティーヤは強い調子で言った。

「ちょっと待ってください、もしかしてまた先生に戦わせるだけ戦わせて、おいしいとこだけ持っていくつもりですか！」

「それはまたひどい言い方だね。我々は職務に忠実なだけだよ。実際、命令が下ったのは我々でヤムセではなかったわけだし。ヤムセがユローナを退治したのは、まあ、ついでといったところだよ、君を助ける」

「！　まさかずっと見てて──」

　──その時。




　きいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいぷううううううううううう。




　異様な高音の鳴き声が、部屋中に響ひびき渡わたった。

「何……っ!?」

　全員騒そう然ぜんとなって周囲を見回す。

　小さな生き物が、鳴きながら色々な隙すき間まから──人の出入りするような入り口からも、もっと狭せまい、ただの亀き裂れつからも──部屋に入り込んでいた。

　足あし下もとをぴょんぴょん跳とびはねるそれを見て、リティーヤは息を吞のんだ。

　それは、ケイコクブタガエルだったのだ。

「な、なんで」

　その声もかき消すほどの大きさで、カエルたちは先程の高音の声で鳴き交かわし続けている。

　入ってきたのはカエルだけではなかった。

「く、クロシロネズミ、トビホノオネコ、ヒメウサギ……」

「いや、たぶんナガレウサギの方だ」

「え、ええええ!?」

　ヤムセに訂てい正せいされた時、リティーヤはさらにとんでもないものが奥の出入り口から現れたのを見た。

　ヨルノシシだ。

「ちょ……っ」

　さすがにヤムセの背後に隠かくれたが、ヨルノシシは警戒する魔術師たちなどお構いなしに、瓦が礫れきの上を山から山へと身軽に跳び、比ひ較かく的てき大きな瓦礫の上に腰こしを落ち着けた。

　彼らは口々に吠ほえ、あるいは鳴いていた。声だけではなく、ニジノムシは獣けものたちの上を降り積もる雪のように飛び交い、うわんうわんという羽音で空間をいっぱいにして、ウサギは床を叩たたき、太たい鼓このように音を響かせていた。

　……しかし、頭をねじ切るようなとんでもない騒そう音おんが、いつしか騒音ではなくなった。

　確かにそれまでと同様耳が痛くなるほどの大音量なのだが、音が揃そろい、不協和音ではなくなったのだ。

　まるで、獣たちが一いつ緒しよになって一つの歌を歌っているようだった。

　それはヒトの知るような歌ではない。谷に吹ふき下ろし虚うろを吹き抜ぬける風の唸うなりのような、あるいは三方から岬みさきに打ち寄せる波は濤とうの轟とどろきのような、雄お々おしい歌だ。その背後に圧あつ倒とう的な力を感じさせ、それでいて一音一音緻ち密みつに計算されていなければ完成しない、獣の歌だ。

　ヒトには歌えぬ歌を、獣たちは高らかに歌い上げていく。

　取り残された人間たちが顔を見合わせた時、最初の縦たて揺ゆれが襲おそってきた。

　揺ゆれは何度も彼らの足下から突き上げ、立っていた者は転び、尻しり餅もちをつき、身を低くした。天てん井じようから木材が落ちてきて、防護結界に弾はじかれて砕くだけた。

　獣の歌は続き、やがて一ひと際きわ大きな揺れがやってきて、床に亀裂が走った。

　リティーヤはヤムセに庇かばわれて彼の腕の中で固く目を閉じた。




　──やがて、揺れがあらかた収まった時、床の半分は崩ほう落らくしていた。

「さらに地階があったのか……？」

　崩落した縁ふちからグレイビルが真下を覗のぞいて呟つぶやくのが聞こえ、リティーヤは獣たちの歌が止やんでいることに気付いた。

　獣たちは、皆みな死んだように黙だまっている。

　リティーヤは周囲を見回し、グレイビルと同じように縁から下を覗き込み、その果てのなさにぞっとした。何しろ、今ころんと落ちていった瓦礫が、床なり地面なりにぶつかる音が聞こえない。

　どれだけの深さがあるのか。

「こんな空くう洞どうがあったのか……」

　呆ぼう然ぜんと呟くヤムセに、リティーヤは尋たずねた。

「なんだったんですか、今の揺れ……あ、もしかしてあたしとユローナのせい？　〈昼〉魔ま力りよくで刺し激げきしたから、とか……」

「その可能性もあるが……」

　ヤムセも困こん惑わくした様子で言った。

「だが──」

　彼の目がある一点で止まる。リティーヤもそちらを見て、同じように凍こおり付いた。

　亀裂に落ちなかった瓦礫の山が崩くずれ、その中から何か巨きよ大だいな物がせり上がってくる。

「おい……」

　誰かが呻うめくように呟いた。その後は言葉にならない。

　それは、石の台座だった。

　リティーヤくらいなら乗ってしまえそうな大きさのそれが、じりじりと上じよう昇しようし、天井近くで止まる。

　熱風が吹き下ろしてきて、魔術師たちの身体からだを打つ。

　さして強い風ではない。

　だが、魔術師たちはその場に釘くぎ付づけになった。

　リティーヤは、がくがくと膝ひざが震ふるえるのを感じた。身体を巡めぐる魔力が刺激され、立っているのがやっとだ。

　リティーヤが部屋に入った時から感じていた強い魔力が、今剝むき出しにされ魔ま術じゆつ師したちの前に姿を見せたのだ。

　熱風が彼女の金の髪かみを巻き上げ視界を遮さえぎり、そうして、気が付いた時には台座はゆっくりと薄うすれつつあった。

「!?」

　目が霞かすんでいるのではない──台座が、霞かすみのように消えていこうとしているのだ。

「消えるぞ！」

　魔導書調査委員会の誰かが叫さけぶ。

　同時に、獣たちもその姿を薄れさせていく。

　まるで霧きりの中に入り込んで消えるように、色が、輪りん郭かくが、はっきりしなくなって、見えなくなっていく。

「な、何が起こってるんですか、これ！　先生っ！」

　リティーヤはヤムセの腕うでを引っ張って怒ど鳴なった。ヤムセはそれを振ふり払はらうのも忘れて、呆然と台座を見上げたまま、言った。

「説明できんわけではないが……」

「じゃあ説明してくださいっ」

「……集まった動物が台座を転移させている……のかもしれん」

「…………はあ!?」

「可哀かわい想そうな人を見る目で見るな。昔発表された論文に、《ヘビの一族》が使い魔まを台座の管理者にした、というものがあった。それによると、台座が地上に現れたり、人目に触ふれたり、周囲の環かん境きようを改変し始めた時……あるいはその予兆があった時、使い魔にした動物たちが台座の元に集まって、人目に触れない場所、地下や山奥や、とにかくそういった場所に転移させるよう、無意識下に刷り込んだ、ということだ。まあ、勿もち論ろん異い端たん視しされたがな」

「そりゃされますよ！　だって空間転移って……立派な《失われロストた魔術・アート》じゃないですか!!」

　リティーヤは叫んだが、妙みような音に気付いて、台座のさらに上方を見た。

　天井を支える梁はりの一部に亀裂が入っていた。

「──先生、あれ」

　ヤムセのコートの裾すそを摑み、声をかけたその時。

　亀裂が、ばりん、という大きな音とともに広がり、ついには梁の一部が落下した。

　それが消える寸前の台座にぶつかる。

　台座から、その衝しよう撃げきで小さな切片が剝はがれ落ちる。

　赤い光を放つ、切片が──。

　リティーヤの体内を巡る力が教えてくれる。

　あれは、石板の欠片かけらだ。

「！」

　台座から剝がれた切片は、そのまま亀き裂れつへ吞のまれていく。

　底も見えない、永えい劫ごうに続くかもしれない亀裂へと。

　寒冷化の鍵かぎを握にぎり、人類を救うだろう〈昼〉の石板の欠片が。

　永遠に、失われてしまう──。

「だめ！」

　リティーヤはたまたま亀裂のごく近くにいた。何も考えずに床ゆかを蹴けって手を伸のばす。

「なっ」

　ヤムセの焦あせった声がすぐ背後で聞こえる。

　石板の欠片が指を掠かすめる。届く、と思った時、突とつ然ぜん背後からすごい力で腰を引っ張られた。

　ヤムセに腰を摑まれ、引き戻もどされたのだ。

　欠片はリティーヤの指で弾かれ、回転し、多少軌き道どうを変えただけで亀裂に吞み込まれていく。

　だが、同じ欠片を追い、亀裂に飛び込むように手を伸ばした人間がもう一人いた。

　金の豊かな髪がリティーヤの視界を一いつ瞬しゆん遮さえぎる。

　ユローナの姿は欠片と一緒にすぐにリティーヤの視界から消える。

　リティーヤは亀裂の縁に身を乗り出した。

　ユローナの苦しげな顔が見えた。

　ユローナは亀裂の縁に手をかけ、身体を支えていた──が、その手が滑すべる。

　ヤムセが手を伸ばし、ユローナの手首をしっかりと摑んだ。

　ユローナは、ヤムセに摑まれたのとは反対の手に欠片を抱いている。

「……なんて、真ま似ねを……！」

「拘こう束そく緩ゆるかったんですもの」

　ユローナは微笑を浮うかべてヤムセを見上げる。

　その頰ほおに、ぴしゃりと血が垂れる。

　ヤムセの肩かたから、腕を伝い、血が垂れている。

　血は手に届いて、汗あせと混じり合い、ぬるりと滑った。
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「！」

　滑り落ちそうになる手を、ヤムセがもう一度摑み直す。

　だが今度は手首ではない。手だ。

「くそ──おい、ヤムセを引っ張れ！」

　グレイビルの声がかかる。瓦が礫れきを乗り越こえ、人が集まる。

　だが、その時また足あし下もとから大きな揺ゆれが突つき上げてくる。

　立っていられず、誰もが座り込み、あるいは膝をつく。

　その中でも、ヤムセはユローナの手を離はなさない。

　だが──。

「ユローナ！」

　手と手の間で汗と血が混ざり合い、体液が入り混じり、指を滑らせる。

「ユローナ！　片手では無理だ、手を、両手を寄こせ！」

　ユローナは額に汗の粒つぶを浮かべ、それでも不敵に笑った。

「無茶言わないで。さっきの戦せん闘とうだって無傷じゃなかったし、ヴォルドのじいさんがつけた傷も、肝かん心じんな時に痛むんだから」

「ユローナ！」

「仕方ないわねえ。あんたしかいないんじゃ、あんたにしか任せられないじゃないの」

　噓うそつき。

　リティーヤはヤムセの背中に取りついてユローナごと彼の身体からだを引っ張りながらそう思った。ユローナは仕方ないなんて思っていない。ヤムセに任せたかったのだ。ヤムセの姉すら殺したユローナがヤムセとの戦いでは結局負けてしまうのは、きっと、ユローナにヤムセを殺せなかったからだ。彼が自分の弟で子しだったから。後こう継けい者しやだと、信じてたから。ヤムセのそれとは違ちがって、相手を無力化することではなく命を奪うばうことに特化したユローナの魔術では、きっと誰かを殺すことはたやすくても、捕つかまえることはとても難しかったのだ。

　ユローナはヤムセを捕まえたかったのだ──そして、今、捕まえたのだ。

　泣きそうな顔をして亀裂を覗のぞき込んでいたら、ユローナがこちらを見てきた。

　ユローナは、憎にくらしいような、腹立たしいような表情を一いつ瞬しゆんちらりと見せたが、すぐにそれを咲さき誇ほこる大輪の華はなのように艶あでやかな微笑で塗ぬりつぶして、

「《始原のキツネ》に気をつけなさい」

　そう、言い残した。

　ユローナがヤムセから手を振りほどくのと、片手に抱かかえていた石板の欠片を彼の顔めがけて投げつけるのは、ほぼ同時だった。

「────」

　揺れが収まった時には、ユローナの姿はすでに底も見えない亀裂の中に消え、石板の欠片は、彼女の愛弟子の手の中にあった。




　リティーヤは座り込み、少し離れた亀裂の縁ふちで立ち尽つくす師の背中を見つめていた。

　そこへ、声がかかる。

「リティーヤさん、行きましょう」

「ゼストガさん……」

　魔導書調査委員会はさらなる崩ほう落らくの危険を考こう慮りよし、一いつ旦たんこの場を引き揚あげるつもりのようだった。それと一いつ緒しよに来いと、ゼストガは言うのだ。

　リティーヤはヤムセの方を見やった。

「でも」

「……どうせ、《学園》に帰き還かんすればリティーヤさんの身み柄がらは僕らが預かることになります」

「え？」

　呆ぼう然ぜんと見上げると、ゼストガはにこりと笑った。

「ヤムセさんには任せておけないということで、うちの長が根回ししてまして。そろそろ本決まりになりそうです」

「え、あたし、でも、先生の……」

「指導教官は確かにヤムセさんですが、ヤムセさんではリティーヤさんを守りきれないという判断が下されたんです。仕方ありません。大だい丈じよう夫ぶ、僕らの許可があれば実地調査も可能ですから」

「……あたしのこと《学園》に閉じ込める気なんですね……」

「……さあ、行きましょう、リティーヤさん」

　ゼストガの手が差し伸べられる。

　リティーヤはその手を見つめた。

　到とう底てい、それを取る気にはなれない。

　自分は本部に閉じ込められるために《学園》に入ったのではない。

　魔ま術じゆつ師しになるのだ。魔術師になって、虹にじドロさんに会って、たくさん研究して、いつか石板の謎なぞだって解明してやるのだ。

　それを。

「って、うわ！」

　突とつ然ぜん腕うでを引っ張られ、リティーヤは慌あわてて腕うでを引っ張った人間を見た。

　ヤムセが、いつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで立っていた。

「せ、先生？」

「行くぞ」

「ヤムセさん、ちょっと──」

　ヤムセはゼストガをじろりと睨にらみつけただけで、リティーヤの腕を引っ張ってその横を通り過ぎた。

　リティーヤは、強く自分の腕を摑んで、瓦礫をまたぎ出口に進むヤムセを見やった。

　彼は、いつもよりほんの少し眉み間けんに力を入れているようだった。

「先生」

「おまえは私の教え子だ」

　ヤムセは、虚こ空くうを睨みつけるように前方を見み据すえたまま言った。

「今はそれ以上言わせるな」

　彼は哀かなしみと怒いかりとその他様々な感情を抱え、ただ前を見つめていた。

　だからリティーヤも、黙だまって彼の見ている方を見た。

　彼の手を、固く握にぎりしめて。

　熱と炎ほのおと光の失われた世界で、それでも道に迷わないように。




　イルザークは血と埃ほこりと汗にまみれて旧市街から抜ぬけ出し、川沿いの倉庫街に身を潜ひそめていた。

　倉庫の裏手の誰も入ってこない路地の突き当たりで、空は白み、青みを取りもどしつつあった。動きだした汽船がすれ違うたびに鳴らすぼうぼうという汽笛が、目覚まし代わりに朝の空気を震ふるわせている。

　彼の腕の中には動かないミカがいる。血まみれではあまりに目立つので彼のコートにくるまれているが、覗いた頰と髪かみには乾かわいた血がこびりつき、その肌はだは生命を感じさせない白さで、彼女の死は彼には疑いのないものに思えた。

　だが、リティーヤに託たくされたこともあって──その時彼女はミカをミカと認にん識しきしていなかったはずだが、『強がりだけど寂さびしがり屋』だとか『あたし以外の人には馴なれない』とかいう表現があまりにミカを的確に表現してもいて──結局ここまで連れてきた。

「何をやっているんだか……」

　空の木箱にもたれて、彼は空を見上げていた。

〝強者こそ主、勝者こそ正義〟──彼のかつて所属していた《蛇の目連隊》では、その教えこそが真実だった。他ほかでもない恩人セリネが教えてくれた掟おきてだ。彼にとって彼女の言葉はすべてだ。それに従えば、ユローナは彼の主で正義だということになる。

　だからこそ、何を擲なげうってでも、彼はユローナを殺さねばならなかった。

　セリネを殺したユローナが正義だなど、彼には絶対許せなかったから。

　だが、彼はユローナに背を向けて逃にげ出した。

　生きたリテイ少女ーヤを幼馴染みヤムセに任せて、少女のミ死体一つカを抱えて、逃げ出したのだ。

　それが彼の選せん択たくだった。自分でもどういう思考回路でそれを選択したのかわからない。

　今いま頃ごろは、もう何もかも決着がついているだろうか。

　その時、彼はミカの出血が止まっていることに気付いた。

　全身の血が流れ尽くしたのかと思ったが、そんなことはなく、傷口を直接確かく認にんすればそもそもその傷口が塞ふさがっていた。

　赤くみみず腫ばれのような痕あとを残して、塞がっていたのだ。

　死体の傷口が塞がるようなことはない。つまり彼女は生きているのか。しかし生きているからといって、こんな急激に傷口が塞がる人間などいない。あるいはイルザークが気付かないうちに、リティーヤが魔ま術じゆつでも使って治していたのか──。

　イルザークは、半信半疑でミカの首筋に手を当てた。

　そうして、ハッとした。

　僅わずかに脈が振れている。

　まさか、と思い、地面に横たえ心臓の上に耳を置く。口元に手をかざす。

　どちらも反応がある。ごく、微かすかだが、確かにさっきまでなかった鼓こ動どうと呼吸がある。

「げほ」

　それどころではない。

　彼女は咳せき込み、うっすらと目を開けた。

　イルザークは呆然と彼女の顔を見下ろした。

　ミカは彼の視線に気付かず、何度か咳き込みながら、身体を起こそうとした。

　それをイルザークが慌てて押さえ、抱だきかかえた。

「生きて……たのか」

　自分で言っていて信じられなかった。到底生きていられる出血量ではなかったし、彼自身ユローナの許もとを離はなれてからすぐに鼓動と呼吸を確認していたのだ。どちらもなかったはずだ。それとも、彼が気付かなかっただけで、実は元から生きていたのか──。

　ミカはおとなしくイルザークの腕に頭を預けた。

　そうして、血がこびりつき、ひび割れた唇くちびるを開いた。

「ユローナが死にました」

「!?」

「あなたによろしくと頼たのまれました」

　ミカはそれ以上何も言わなかった。ただ、煉れん瓦がの壁かべで囲まれた、倉庫街の狭せまい空を見上げた。

　イルザークもつられて空を見た。

　闇やみが払はらわれた、美しい、見事に晴れ上がった空を、ちぎれ雲が二、三風に流されていくところだった。
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　テヨルは縮れてふわふわになった黒くろ髪かみの持ち主で、小こ柄がらな身体からだにはち切れんばかりのエネルギーを溜ため込んだ女性だった。

　もてあまし気味のその黒髪をいつものように不ふ機き嫌げんそうにいじくって、彼女はベッドの端はしに腰こし掛かけている。

「で、結局どうなったのか、説明してくれよ」

　彼女が今朝フレアバタンに着いた時には、あらかたの事が終わっていた。

《貴族院》と《学園》はてんやわんやの末に共きよう闘とうを余よ儀ぎなくされ、双そう方ほうの争いの種だったユローナは死に、台座は消えた。

　ミカは、忽こつ然ぜんと姿を消した。

　死に至るほどの傷を負っていたはずだが、遺体も見つかってはいない。

　テヨルが座るために壁かべ際ぎわに追いやられたベッドの主が唸うなった。

「テヨル、君のおかげで俺のベッドが狭いのだが」

「こんな美女と一いつ緒しよのベッドにいるんだよ、少しは喜んだらどうだい」

「傷が癒いえて同じことをしてくれたら喜ぶことにするよ」

「あんたはいつでも傷だらけじゃないか」

　バドは肩かたを竦すくめた。彼は右みぎ腕うでを吊つっていた。他にも大小のけがが身体中にある。

「そういえばあんたなんでこの程度で寝ねてんだい？」

「いや、その前にそもそもどうしてけがをしたか訊きいてくれないかね」

「だってどうせまた慣れない荒あら事ごとに巻き込まれたんだろう？」

「まあその通りなのだが……」

　バドは嘆たん息そくした。

「一応現状に関かかわるから説明させてくれ。これはホテルを襲しゆう撃げきされたからなんだ」

「へえ。会談会場だけじゃなくて泊とまってるホテルまで？」

「そうだ。キツネ面を被かぶった、《貴族院》の過激派だか神秘主義者だかいう連中にね」

　テヨルは組んだ足のブーツの先を揺ゆらしながら、あまり気もなさそうに訊いた。

「ふぅん。それで《貴族院》はどういう対応を？」

「大わらわ、さ。何しろ我々の襲撃と同時に《貴族院》のお偉えら方がたの暗殺も計画されてたみたいでね、要するにクーデターだ。そちらは水際で食い止めたようだが、今回の襲撃に関わったことが判明した魔ま術じゆつ師したちについては、勿もち論ろん重い処分を検討してくれるそうだ」

　テヨルはしばらく黙り、考えこむそぶりを見せてから、呟つぶやいた。

「で、あんたが今ベッドで寝てるのはどうしてさ」

「……腰こしだよ」

「…………」

　むすっとふくれた顔のバドを見つめて、テヨルは思わず噴ふき出した。

　バドは笑うテヨルを睨にらみつけた。

「ふん──それで、そちらはどうだ。本部では何か動きがあったのかね」

「《学園》？　ああ、なんだか魔ま導どう書調査委員会がさ、ちょろちょろ動いてるみたいだけど。私じゃ詳くわしいことはわかんないよ。あんたかヤムセでもいないと。内部調査局丸め込んだとかなんとかって話だけど、どうだかね」

「…………どうにも鬱うつ陶とうしいな、あそこは」

「そのうち倫りん理り委員会にも手を回すんじゃないかい？」

「そうだな。そちらはロードマスターと相談しておこう」

　バドは言って、片かた腕うでを吊っているためにぎこちなく、枕まくらに背を預けた。テヨルはさりげなく枕を重ね、楽な姿勢を取らせてやる。

「……なんだか、何もかもが一気に動きだした感じがするね」

「ふむ？」

「リティーヤと出会ってからさ──ユローナが捕つかまって、逃げて、死んで。あの子の友だちが出しゆつ奔ぽんして。ほんと、ユローナなんて何したって死なないと思ってたんだけど」

「何も不思議なことはないさ」

　バドの目が彼の理知を映してテヨルを見つめた。

「〈夢〉は堰せきを作り淀よどみを生むが、堰はいつか必ず砕くだかれすべては〈流れ〉出す。

　これはすべてただの必然さ。ヤムセもけりがついただろう」

「……教師ぶったこと言いやがって」

「教師だからね」

　その時、ノックの音が聞こえてきて、テヨルがベッドから下りた。

　バドは幾いくらか不機嫌そうな声でノックに応こたえた。

　入ってきたのは、銀ぎん髪ぱつの青年だった。




「君か」

　テヨルが部屋を出ていき、扉とびらを閉めた途と端たん、バドは不機嫌丸出しでそう呟いた。

　ゼストガも少々むっとして言い返す。

「君か、って呼んだのバドさんでしょう」

「そうだったかね」

「何のご用件ですか」

　バドはサイドテーブルの上に乗っていた封ふう筒とうをとって言った。

「リティーヤの身内の件なのだが……」

「リティーヤさんに何か漏もらすというなら反対です。あのひとは絶対黙だまってませんよ」

「いや……まあ、そうなのだがね。最近、言ってもいいような気がしてきたのだ」

　バドは封筒の色あせた表面を見つめた。

「僕はなってません」

　ゼストガは不服そうだった。

「レッドロック家がどんな家だかわかっているんですか？　古王国の陰かげの支配者と囁ささやかれてる名門貴族で、《貴族院》の最大の支し援えん者ですよ。こんな話リティーヤさんの耳に入れたらまた一ひと悶もん着ちやくあるに決まってます。そんなのはご免めんですからね」

「君は若いな」

「老成なさったバドさんには何か反対意見でもおありですか」

「最悪の状じよう況きようを想定して行動するのは悲観主義ではない、という話だよ」

　バドは枕に身体を埋うずめ、腰の痛みに顔をしかめて言った。

「いつかどこかでリティーヤがこの封筒に書いてあることを知ってしまったとしよう。その時そばに俺や君がいなかったら？　それこそ彼女の暴走を許すことに他ほかならない。我々には重要な選せん択たくが残されているのだ。どこで、いつ、どのように、リティーヤにこれを告げるかという」

「隠かくし通せるという可能性だってありますよ」

「それは危険な考え方だ。君はそのリスクを正確に認にん識しきしていないのだ。というか何より俺の胃はもう限界だ」

「……どう考えてもそっちがバドさんの本音じゃないですか！」

　バドは胸を張って頷うなずいた。

「ああ本音だとも。君が賛同しやすいように建前を先に言ってやったのではないかね。それとも俺の胃い壁へきの状態を事細かに教えてやった方が良かったか？　いいかね、これは警告だ。俺は限界が近い。そのうちプレッシャーとストレスに耐たえかねてリティーヤに全部喋しやべるかもしれん」

「う……」

　ゼストガは何かヤバイと判断したのか、彼の手から書類をひったくって言った。

「では、この件は僕がリティーヤさんに、その、折を見て伝えます。ですから、絶対に、バドさんからは言わないでください」

　書類という肩の荷が下りてほっとしたのか、バドは満足そうに頷いた。

「わかった、とりあえず君の様子を窺うかがうよ。ところで、ゼストガ」

　挨あい拶さつもそこそこに立ち去りかけたゼストガが、訝いぶかしげな顔で立ち止まる。

「愛の告白はしなくていいからな」

「……頼たのまれてもしませんっ！」

　バドは一人になって一息吐つき、病室の窓から通りを眺ながめた。

　街路樹は、もう多分に秋の気配を纏まとっていた。

　そしてそれは、遠からずやってくる冬の訪おとずれを予感させた。




　一年の半分を雪に覆おおわれる大陸において、夏はほんの一時の夢のようなものである。

　カーテンを揺らして流れゆく爽さわやかな風に春の厳しさも秋の冷たさも感じられず、人々が日陰に安息を見み出いだす期間は一月あればいい方だろう。その他の季節、風は冷たいか厳しいか殺意を持って荒あれ狂くるっているかで、人々は太陽が見えればとりあえず安あん堵どのため息を漏らす。

　大陸南部に位置し比ひ較かく的てき温暖な気候で知られるフレアバタンも、例外ではない。

「うーん。今年の夏は移動で終わった気がします」

　リティーヤはフレアバタンで手に入れたコートの襟えりを立てて言った。

《学園》を出た時は夏だったため、コートを用意していなかったのだ。おかげでヤムセに金を借りなければならなかった。《学園》に戻もどれば、指導助手をやった時のバイト代が入るはずなのだが。

　彼女の隣となりにはヤムセがいて、駅のプラットホームで並んでベンチに座っていた。

　ヤムセの方は、ぼりぼりと焼き菓が子しを食べている。ナッツの香こうばしい匂においがしてきたので、リティーヤも勝手に袋ふくろに手を突つっ込んで一つもらった。

　白い大判のクッキーは、ほろほろと口の中で崩くずれていく。

「っていうか今思ったんですけどあたし全然研究とか進んでない気がします。うわー、専門課程いつ終えられるんだろう。一生先生の生徒だったりしてー」

「恐おそろしいことを言わないでくれ……」

　ヤムセが本当にげんなりした様子で呟いた。

「ねえ、先生」

　リティーヤはそのヤムセを眺めて言った。

「あたし、これからも先生の弟で子しでいたいです」

「────」

「あ、いや勿もち論ろん、一生ってわけじゃないですけど。そのうち独り立ちできたらいいなーとは思いますけど、それってまだ先のことで」

「独り立ちできたら、ではない」

　ヤムセはぼりぼりと菓子を嚙かみ砕き、甘ったるいコーヒーで流し込んで言った。

「独り立ちするんだ」

「わかってますって」

「それまでは」

　空になった紙コップをくしゃりと握にぎり潰つぶして、彼は言う。

「おまえは私の弟子だ」

「……はぁい」

　笑えみを含ふくんだ声でそう返し、リティーヤは線路を見やる。

　汽車が到とう着ちやくし、出会いと別れが繰くり返されていた。

「先生」

「む」

「色々ごめんなさい。ありがとう」

　ヤムセはしばらく考え込んでから言った。

「その謝罪と礼は、おまえが今無断で私のクッキーを食べていることについてか？」

「…………えーと、ほんとは違ちがうんですけど、別にそれでもいいです」

　今度からはもう少しタイミングを逸いつしないうちに言おう、とリティーヤは思い、クッキーをまた一つ頰ほお張ばった。

　フレアバタン中を騒さわがせた台座出現、旧市街崩ほう壊かい、《貴族院》のクーデター未み遂すい事件、すべてが起こって、そして終わった日から、二週間が過ぎていた。

　あの日、瓦が礫れきの山から這はいだして、太陽が沈しずむと同時に、リティーヤは意識混こん濁だくに陥おちいった。

　高熱と低体温を行ったり来たりして体力を消しよう耗もうし尽つくし、平熱に戻ってからも、一週間ほど寝ね込こんだ。

　意識を取りもどし、乾かわいた笑いを浮うかべて、死ぬかと思った、と言ったリティーヤに、ヤムセは本当にそうなったかもしれないなと呟つぶやいた。

　体温がどうの、とか、心しん拍ぱくがどうの、脈みやく拍はくがどうの、と細かいことも説明され、さすがのリティーヤも青ざめた。死にかけていた、とまではいかないが、とにかく大変な状態だったのは確からしい。〈昼〉魔ま術じゆつを自分に使って下がりかけた体温を元に戻したのだということはすでにゼストガ経由でばれていて、二度とやるなと怒おこられた。

　リティーヤだって、二度とやりたくはない。

　とにかく今日、リティーヤは無事に回復し、後始末をあらかたゼストガらに任せたヤムセと一いつ緒しよに、《学園》に帰き還かんするべくこの駅に来ているのだった。

《キツネ》には、あれ以来会っていない。

　だが、どこかでリティーヤを見ているのだろう。

　獲え物ものを狩かる肉にく食しよく獣じゆうの目で、ひっそりと、待っているのだろう。

　リティーヤが彼の科したすべてを達成するか、あるいは、投げ出すかして、彼の言うところの罰ばつゲームが終わる時を。

　汽車の到着を待って人の流れを見つめながら、リティーヤはため息混じりに言った。

「わかったことは幾いくつかあるけど、なーんかますます大おお事ごとって感じですね。自分のことなのに、あんまり大事過ぎて他人事みたい」

「そうか」

「だって台座に石板に《キツネ》ですよ。あたしにどーしろって言うんですか」

「台座だの石板だのは、魔導書調査委員会辺りに任せておけばいいんだ」

　ヤムセは菓子を食べきってしまって、名残なごり惜おしげに空の袋を見つめながら言った。

「我々はなんだ？　魔ま力りよく環かん境きよう研究室の人間だろう。強い魔力を持つ生物の研究は我々の専門分野だ。他に出し抜ぬかれはしない」

「……つまり？」

「つまり、我々は石板のことも台座のこともとりあえず捨て置いて、《始原のキツネ》の謎なぞを追えばいいのだ。《キツネ》は我々の領分なんだからな」

　ヤムセはそれが当たり前のことのように言い、その力強さに、リティーヤもつられて頷いた。

「ああ、なるほど。ならそれ専門課程の研究テーマにしちゃおうかなー」

　そこでふと、小首を傾かしげる。

「それにしても、七年前のことってやっぱりまだわからないことだらけなんですよね。虹にじドロさんが《キツネ》と戦ってたのは思い出せたけど、その後虹ドロさんがどうなっちゃったかわかんないし……無事だと良いけど……」

「…………そのことだが、リティーヤ」

　ヤムセが急に、何かひどく言いにくそうに言った。

「？　虹ドロさんのこと、ですか？　あ！　もしかして何かわかったんですか？」

「……わかったというか」

「わ、わわわ、ちょっと待ってくださいね！　心の準備ができてないー！　わー、すっごいドキドキしてるんですけど！　……？　先生？」

　ヤムセはきゃあきゃあ騒ぎ始めたリティーヤをじいっと見ていた。

　それから、首を横に振ふった。

「いや。なんでもない」

「え！　なんでもないってことはないでしょう！　何か手て掛がかり摑んだんじゃないんですか？」

「そういう……わけではない。忘れろ」

「えええええ。ひどい、散々期待させといてー」

「あまり期待しすぎない方が良いと思うが……」

「はあ？　変なこと言わないでくださいよ。虹ドロさんはあたしの憧あこがれの人なんですからね、その人について何かわかるってなったら、そりゃ期待もするでしょー」

「いや、その、虹ドロさんとやらへの期待が大きすぎると真実が──」

　その時背後のホームに逆方向の汽車が滑すべり込んできた。西部行きの、特急列車だ。リティーヤはなんとなくそちらを見て、そして固まった。

「──！」

　信じられないものを見たのだ。

　リティーヤは立ち上がり、ぱっと駆かけ出した。

　人混みを搔かき分け、押しのけ、ちらりと見えた横顔を目指す。

　だが一度見えたと思った相手の姿はすでに人混みに消え、見つからない。

「リティーヤ？　どうした」

　ヤムセが追いついてきて肩かたを摑つかんだ。リティーヤはそれを払いのけ、周囲を見回した。

「今、今──」

「リティーヤ？」

　発車時刻が迫せまっている。人々は慌あわただしく汽車に乗り込み、車しや掌しようがそのコンパートメントの扉とびらをいちいち閉めていく。駅員が何か叫さけんでいる。

　リティーヤは周囲を見回す。着き飾かざった婦人、別れを惜おしんで泣く子ども、大きな荷物を運び込んでいる老人、大おお柄がらな紳しん士し、駅員──。

　そして、今車窓にちらりと見えた三つ編み。

「ミカ！」

　リティーヤは叫んで、すでに動きだした汽車を追って駆けだした。




　ミカは二等車のコンパートメントの座席に座って、一息ついたところだった。出発に備えて、駅員がばたんとコンパートメントごとの扉を閉めていく。

「……いいのかい？」

　声をかけてきたのは、隣となりに座るイルザークだ。

　どういうわけか、ユローナが死んだ今もミカと一緒にいて、フレアバタンを出る手助けまでしてくれた。

「いいんです。あなたこそ、いいんですか？」

　イルザークは肩を竦すくめて答えた。

「いいんだよ。ユローナは死んで、当分やることもないし」

「《蛇の目連隊》には戻もどらないんですか？」

「今いま更さら戻もどれるわけないだろう。あんまり虐いじめないでくれ」

「吞のん気きね」

　そう言ったのは、ミカではなく、彼女の向かいに座る十歳前くらいの少女だ。

　愛らしい赤毛の上からボンネットを被かぶり、手には人形を抱かかえている。

「イルザークさんはね、戻れないどころか今も追われてるのよ。ね、パパ？」

「ええ、そうですね、母上。イルザークさんも、南部をぬけるまでは気をつけてください」

　頷うなずくのは、少女の隣に座る三十代の男性だ。ジャケットもズボンもベストも帽ぼう子しも上物で、紳士然とした恰かつ好こうをして、紳士然とした態度で座席に腰こし掛かけている。

　少女と男性は、ミカをフレアバタンから脱だつ出しゆつさせるための手配をしてくれた逃にがし屋だった。少女の方がブローシズ、男性の方がアヴォロット。通つう称しよう『トラリズ家の逃がし屋親子』だ。

「ところでトラリズ親子」

　イルザークは足を組み、親子を興味深そうに眺ながめて言った。

「俺は手配を頼たのんだんであって、一緒に逃げてくれと言ったわけじゃないんだがな」

「ああ、私たちもほら、尻尾しつぽを摑まれそうになったもので慌てて逃げてきただけです」

「まあ、パパ、そんなことバカ正直に言わなくたっていいのよ」

「おや、そうでしたね、すいません、母上」

「ううん、いいんだけど。だってそれがパパの良いところでもあるものね！　大だい丈じよう夫ぶ、その分私がずるがしこくなるから」

「ありがとうございます、母上はいつもえげつなくて可愛かわいいですねえ」

　ミカがぎょっとしているのを見て、イルザークが笑いをかみ殺して囁ささやく。

「気にしないでいい。いちいち付き合ってたら身が保もたない」

「え。ああ……そうですね。大丈夫です、彼らのことは覚えてますから」

「……確か君は初対面のはず、だったな？」

「ええ。ミカは初対面です」

　ミカはにこりと笑う。その顔には女性としての艶あでやかさと気品とが同居していて、年ねん齢れいよりずっと大人おとなびて見えた。ほとんど成熟していると言っても良かった。

「……一つ確かく認にんしておきたいんだがね、ミカ」

「おっしゃりたいことはわかります」

　ミカは肩を竦めて言った。

「ユローナがしていた研究についてでしょう？　実験には幾つかの段階があって、それぞれの段階で継けい承しようされる情報の質が違ちがいます。そして、ユローナの死をもって、実験は最終段階に入るんです。気付いてました？」

「──うん、幾らかは」

「大丈夫。私はミカです。ユローナの魔ま術じゆつでは、人格までは継承されません」

「しかし、君はもう以前の君とは違うのだろうね」

　不意にミカの顔から笑えみが消える。

　彼女は真しん剣けんな、幾らか思い詰つめた表情で言った。

「……私は変わっていないつもりです。でも、あなたが私をそばに置こうとしている理由はわかっています。あなたはユローナの知識を警けい戒かいしているんです」

「それは──」

　イルザークはそこまで言ったところで、向かいの座席で聞こえないふりをしている親子に気付き、口に手を当て、しばらく視線を逸そらして考え込んでから、首を振った。

「いや、今は君の言葉を信じてる。ただ、俺は君をしばらく見届ける義務があると思うんだ。というか、見届けておきたい。俺の気分の問題としてね」

「……監かん視し、しておきたいというわけですか」

「そんなんじゃないさ。俺は可愛い女の子が困ってるのを放っておけない性しよう分ぶんなんでね」

　イルザークが屈くつ託たくなく笑う。つられてミカも苦く笑しようを漏もらし、その時。




「ミカ！」




　ミカはハッとして顔を窓の外に向ける。信じられない思いですでに走りだしていたコンパートメントの扉を開ける。半身を外に乗り出す。心臓がドキドキいう。

「ミカ！　ミカ！　ミカぁああっ！」

　友人が、声を張り上げ、人混みを縫ぬって動きだした汽車を追いかけている。

「リティーヤ！」

　胸が張り裂さけそうだった。

「ミカ、あたし──」

　リティーヤは息が上がり、うまく言葉にならない様子だった。

　ミカはそれを見て、追いつけず遠ざかっていく友人を見て、自然と零こぼれ出た笑みを浮うかべて叫んだ。

「大丈夫よ。また会えるわ──！」




「ミカ！」

　ミカを乗せた汽車は速度を上げ、どんどん遠ざかっていく。

　リティーヤはホームから飛び降りようとしたところでヤムセに止められ、揉もみ合ううちに汽車はさらに速度を上げ、ミカの姿は見えなくなった。

　リティーヤはへたりこみ、汽車の去っていった方向を見つめていた。

　ヤムセは彼女の背に手を置き、宥なだめるつもりで言った。

「トラリズ親子も一いつ緒しよだった。西部へぬけるつもりだろう。次の停車駅で──リティーヤ？」

「生きてた……」

　リティーヤは黒こく煙えんを見つめたまま、震ふるえながら呟つぶやいた。

「ミカ、生きてたんだ……！」

「……リティーヤ？」

　リティーヤは溢あふれ出した涙なみだを拭ぬぐってヤムセを見上げた。

「先生！　ミカ、生きてましたよ！　あたし、絶対あの子捜さがし出しますよ！　絶対！」

　涙を拭いながら、それでも笑うリティーヤを、どこか眩まぶしそうに見つめて、ヤムセは言った。

「良かったな」

「──はい！」

　リティーヤは頷き、涙が落ちて、七色に輝かがやいた。








あとがき






　最近は風もすっかり涼すずしくなって、暑いと溶とける私には過ごしやすい気候になってまいりました。でもそうなればなったで夏の青空が恋こいしくなってきてしまうので、私は根本的に節操のない人間なのでしょう。喉のど元もと過ぎれば熱さを忘れるというか。

　関東に引ひっ越こして一年、季節の移ろい方は変わりましたが、そこら辺は変わらないようです。




　というわけでこんにちは、喜多みどりです。

『光炎のウィザード　想いは未来永劫』をお届けします。シリーズも四冊目となり、作中の季節はちょうど秋。この後はいよいよ（私が）待ちに待った冬。雪書くぞー、わーい！　これもここまでお付き合いくださった読者の皆みな様さまのおかげ。本当にありがとうございます。ユローナとの戦いには決着がつきましたが、キツネやら兄貴やら誰だれかさんの恋心やら、問題はまだまだ残っておりますので、今後も引き続き読んでいただけたら嬉うれしく思います。

　でも、そう、ユローナとの戦いには決着がつきました。

　このシリーズのプロットを考えていた当初、リティーヤの性格や位置づけは二転三転したのですが、ユローナはほとんどゆらぎませんでした。少し設定が変わったくらいで、性格はもう最初っからあのまま。徹てつ底てい的に極ごく悪あく非道。最強の美人。彼女は初めて私の前に現れた時から、慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを浮うかべヤムセやリティーヤをいたぶることのできる女性でした。

　彼女がゆらがなかったから、私は安心してリティーヤや物語をこねくり回し、考えることができたのだと思います。

　ただ、私も彼女についてすべて語り切れたとは思ってません。

　彼女の内面も人生も、私なんぞの言葉ですべてを語られることを良しとはしていないようなのです。

　しかし、まあ、私としては、もう少しだけ、彼女について踏ふみ込めたらと思っています。

　ですから、今度は彼女の後こう継けい者しやたちの物語を──ミカの、ヤムセの、そしてヤムセの弟で子しであるリティーヤの物語を、語ることにしましょう。

　そうすることで、おそらくは彼女の想いの欠片かけらに至ることができるはずですから。




　最後になりましたが、美しいユローナを描いてくださった宮城先生、ありがとうございました。美しく気高く慈愛に満ちた笑顔の彼女が大好きだったので、私の拙つたない言葉を掬すくい上げてイラストにしてくださる先生には本当に感激しきりです。

　それから担当編集者の木藤女史、今回もご迷めい惑わくをおかけしました。体調管理しっかりやりますので次の巻もよろしくお願いします……！

　季節の変わり目ですので、皆様もお身体からだ大切に。元気に次の巻でお会いしましょう！


喜多　みどり　　


















カバー・本文イラスト／宮城とおこ

デザイン／BELL'S










光こう炎えんのウィザード




想おもいは未み来らい永えい劫ごう








喜き多たみどり





角川ビーンズ文庫





平成28年12月1日　発行





ver.002





©Midori KITA 2007





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『光炎のウィザード　想いは未来永劫』

平成19年10月1日　初版発行

平成20年12月20日　3版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/img-p227.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編













item/image/cover.jpg
v

Xz






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/img-p003.jpg





item/image/img-p201.jpg





item/image/img-m005.jpg





item/image/img-m003.jpg





item/image/img-m004.jpg





item/image/img-p004-p005.jpg
(0) DERMENC, fif
13¢J) . [EUERERRR]
[CBLTHD. 1B BERE
KD&SEBEDE,

SR B |
" NNzt

e PLE o

\ h wg
N\ AT - CFED OIERSRERC. Azl (K) o UF—

T OEGRE INFRMoOTLNIEERZ BN

TFOIEH O - KRG BEREOZEA.

BBV BoTLFED

ZIFDIED

V& DI _EICIZERFES

VI ARR.

A XKV

g TIbS5=D e
YLEOHEUHDEE. U

| F—POBDOBAT.HHNDA.
B CEDOEER) [CBU
TV £HBBIETHFE.

~ fi

L~ 7
e XWREIDE e (e A=~ o
UF4—PDIF<ELICEN, | PAECHELTVWDIRT ZHE
PBEE—vavEMNFTL | b HLLFRICIOT (FE)

BHOA, FEEEZDES § CHF T, b (B Bl
B DEVFCHBUTA— B

)

\
®

RYUK KBEpX@Aa P z7@o4%DY ad

BETLOCagRBENEREE [ N I00 n

R T gEsn>E B zzfﬁég |

BUL LAY Rshoafypd ) [ cH %

RCeBragsphzBLEd8 T RE X

TN E L LIS IS SR Y LT 1= [
S Ic g I D m Y =18 3

]u)\l?\‘;’,k— “é%‘?z.)f%f\%ﬁ DU g

nrnoODg 15 B D B 3% | FphDL

&n FINTURDT BEZ 7D

hal i z oestaprs 2o 700G 3
EDT H A L sk (S | £ & % U
1< 24 | & ¥y #H

v (& ik

UF(—TIBHBLTVS
D3, KEBADBIHRTAE
(8 , NEOBRETED®.
BPIRIETHREICAD. 35
GREH ZO%.BH
ERHSNIERLIH. ER
WAL TERICRIMEN,
SFIHIRED (J) ZBFSNB,
RREilE—BAC—ADR
BT DY, FEATESS
FILRL -3 T
(2E) DIFNICH (FBS
TUR-bo¥EOD NDR-#27-0=X
NUBHDF5) . (k) |
(Z8E) 5EVBS.

y::}
<

Sran T HEFEXHOZ
FEF(R) ST b

(B) (®) (B) (R &n
SIEROHEBUIBIRD
BT ZNENHAEICR
FRHIET . HRDINSVR
HRIENB. UL, (B) D
BIREFDRDN. BADICHE
DPNTUEfTENS.
RRABRBICKDBAELT

BUONE@H DTS, BY
(DU—YI—-RORAR)
ZEDDEMROTIEDT
[CRBLEIITRIEL BNE
HEATEHZISNDEED
nTtwa.

BIRE. BIXE

US5+—=10)
BEULE®
¢

U (— T HOREDHE. BT
BERENRES SR .
DB3IE LFBRICRSNT
UEole. 20k, RO A
CHEBIFSNS,

wHIFOS
FEBNIUF— PRI
TN R DBIE. 5
NBIeOROyTEN
DT UF—PldE (4
ROEA) EFA TS,






item/image/img-p055.jpg





item/image/img-p075.jpg





item/image/img-m001.jpg





item/image/img-m002.jpg





